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は じ めに

北海道大学附属図書館は 340万冊に及ぶ蔵書を有し、本館・北分館・部局図書室等が一

体となって大学の全構成員に図書館サービスを提供し、本学における「知の館」として、

教育・研究活動の中心的役割を果たしてきた。

平成 6年 1月北海道大学附属図書館将来像検討委員会から「北海道大学附属図書館将来

像検討委員会最終報告J が出され、図書館が将来持つべき機能全般にわたり全学の図書職

員により検討がおこなわれた。平成 10年3月北海道大学附属図書館新営検討小委員会から

「附属図書館新営構想に関する報告書」が出された。この報告書では、 21世紀をひらく大学

図書館の機能について検討がおこなわれた。さらに、平成 11年3月には北海道大学附属図

書館委員会資料整備検討小委員会から「図書館資料整備の在り方について」が報告された。

ここでは北海道大学附属図書館のさらなる発展をめざして、資料整備の体制、方策、本館、

分館、部局図書室等の機能分担等が示された。これらをふまえて図書館業務、組織機構、

施設等について改善を図ってきた。

その後、平成 14年に入り、図書館委員会の下に「附属図書館本館増築・改修検討小委員

会」、「自己点検評価小委員会」、「学術研究コンテンツの整備に関する検討小委員会」、の 3

小委員会が設置され活発な検討が開始された。このうち、学術研究コンテンツの整備に関

する検討小委員会は、附属図書館が学術情報基盤のひとつとして、学術情報の収集、提供、

発信により本学における教育研究活動支援を一層強化するための検討を重ね、平成 14年 3

月「北海道大学における学術研究コンテンツの整備方策にいて」が提言された。これによ

り、電子ジャーナル及び学術文献データベース等が、全学支援方式により財源が確保され、

学術情報基盤の整備が飛躍的に進んだ。

自己点検評価小委員会から提出された本報告書は、今後の国立大学法人化を視野に入れ

るとともに、最近の急激な環境の変化を踏まえて、附属図書館の現状と課題について取り

まとめたものである。また、本報告書は今後実施予定の外部評価の基礎資料としても位置

づけられている。

北海道大学附属図書館長

井上芳郎



I 本編



I 本編

北海道大学附属図書館の理念・目的

1 )理念・目的

国立大学の法人化に伴い、各国立大学が固有の理念・目的を掲げ、これを達成するべく教育

研究活動を推進することが求められる。この達成度は、大学の評価に直結することとされてい

る。

附属図書館においても、本学の理念・目的の達成を支援すべく理念・目的を掲げるべきであ

るo その際、これまでの種々の答申等、とくに『科学技術創造立国を目指す我が国の学術研究

の総合的推進について........，f知的存在感のある国」を目指して.s (学術審議会答申 1999年 6月)、

8"21世紀の大学像と今後の改革方策について.8 (大学審議会答申 1998年 10月)、『学術情報の

流通基盤の充実について(審議のまとめ)J (科学技術・大学審議会 研究計画・評価分科会 情

報科学技術委員会 デジタル研究情報基盤ワーキンググループ 2002年 3月)等で指摘された

図書館の役割が反映されていることが肝要である。すなわち、

① 図書館は学術情報基盤と位置付けられること

② 図書館が大学における学術情報ポータルとして中心的な役割を担うこと

③電子ジャーナルの整備にみられるように、従来の印刷体だけでなく、ネットワーク上の

学術情報資源の収集、提供による研究支援が求められていること

④ 資料のデジタル化にみられるように、図書館が学術・研究情報を生産していること

⑤学習環境の整備、情報リテラシー教育支援など、学習・教育支援の強化が求められてい

ること

⑥ 図書館が蓄積、提供する学術情報資料は、人類の知的資産として、地域貢献や国際貢献

への活用が求められていること

これらの点を包含した目的を以下に定め、具体的な目的・目標策定の根拠とする。

2 )声明

・北海道大学附属図書館は、本学における教育・研究目標の達成を支援するため、本学の学生・

教職員が必要とする多様な情報資源を収集、作成、組織化し、あるいは学外の情報資源への

アクセスを可能とし、適時に利用できる環境を整備する。また、これらの情報資源に基づき、

情報リテラシー教育支援を含む広範なサービスを提供する。

・学内における学術情報の流通及び学外への情報発信を充実・強化するため、学内情報関連施

設との連携・協力を図る 0

・学術コミュニケーション環境を改善するため、国内外の関連機関と連携・協力する。

・道内における唯一の総合大学附属図書館として、他図書館に対する支援を行う。さらに、大

学の地域貢献の一環として、地域の文化の振興に寄与し、地域住民の生涯学習を支援すると

ともに、広く国内外の学術研究の発展に貢献する。
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MISSION STATEMENT 

... Hokkaido University Library develops， creates， organizes， and preserves collections for 

optimal use and provides links to remote information sources which the University 

Community needs， in order to support educational and research activities of the 

University. 

炉TheLibrary provides wide range of services， including instruction for information 

literacy and information management， to enable users to fulfill their academic needs. 

惨TheLibrary acts vital role in providing scholarly information created by researchers of 

the University. 

惨TheLibrary cooperates with national and international organizations in order to 

improve scholarly communication environments. 

惨Asthe largest research library in Hokkaido District， the Library provides resources and 

services to non-Hokkaido University users to the extent possible in order to contribute 

to development of academic research in local， national and international communities. 

3)目標

今後は、上記の声明に基づき、中期的な目標を立て、その目標を実施するための計画(中期

計画)を策定することが必要となる。

附属図書館では従来から毎年事業計画を策定し、活動の目標としてきた。この中には、年次

計画に基づく事業や当該年度だけの事業が含まれているが、中期目標、中期計画、年度計画と

いうように、設定方法が明確になったことから、体系的な目標設定が可能になる。

平成 16年度から 6年間の附属図書館の中期目標・中期計画・年度計画を参考資料として添付

する。

-2-



2 利用者サービス

1 )開館時間

①現状

附属図書館の開館時間は下表のとおりである。

l 昭和56年~I 平成 9 年~ 11 土日・休日

9: 00 -20 : 00 1 9: 00 -22 : 00 11 9: 30 -17: 00 

向上 | 向上 l 向上

平成 13年度から試行的に休日開館を実施し、平成 14年度は年末・年始及びセンタ一入試

日のほかは開館し、年間 350日前後を開館日とするなど、時代とともに学内利用者の要請に

応えてきた。これは国立大学ではトップクラスの開館時間である。この結果、平成 13年度の

時間外開館の総時間数は、全国平均の 940時間(平成 12年度)を上回る 1，110時間である。

また、土日・休日を含む時間外の利用者数(本館・北分館)は 270千人と全利用者数 854千

人の内およそ 1/3が時間外開館の利用者である。

②課題

・開架閲覧室の拡充、参考閲覧室並びに北方資料室の閲覧時間拡大、サービス窓口の一元化、

書庫利用の拡大等閲覧環境のさらなる整備・拡充を図る必要がある。

2)資料の貸出

(単位:冊)

区分 平成11年度 平成12年度 平成時度 l

本館 116.524 115.152 119，534 

北分館 60，225 79.214 90.856 

計 176，749 194，366 210，390 

貸出冊数はここ数年着実に伸びてきており、平成 13年度実績(本館・北分館・部局図書室等)

で249，449冊、学生 1人当り約 14.9冊、国立大学全国平均は 9.46冊(平成 12年度)であるo

さらに、学部学生の満足度を高めるためには、授業との連携など、ニーズに即した図書の質

的充実がカギと考えられる。また、目録所在情報の整備に伴ない、研究室貸出図書への利用希

望にも適切な対応を図る必要がある。

3 )資料の配送

本館・北分館のほかに 26頁に示すように 19の部局図書室が配置されているが、利用者は個々

の図書館・室で直接貸出を受け、また返却をすることになっており、最寄りの図書館・室を窓

口とする貸出・返却のシステムは未整備であるo

全学の図書サービスポイントを巡回する配本システム(ドキュメント・デリパリ)を導入し、

図書・文献を最寄りのサービスポイントで利用できる仕組みが整備されると、図書・文献の有

効利用が促進されるものと期待できる。

-3-



4) レファレンス・サービス

情報源へのアクセスと提供を使命とする図書館では、レフアレンスは主要な利用者サービス

に位置付けられるものである。

①相談実績

本館・北分館の場合は北方資料室を除けば、文献所蔵調査が半数を占めており、平成 13年

度の受付件数は 4，485件と部局図書室全体の相談実績 25，012件と比して学部学生の利用が

比較的低調である。このことは図書館側の PR不足とあわせ特に本館の窓口が4階に離れて

いることに起因すると考えられる。本館の改修時の窓口統合で解決したい。

②電子レプアレンス

ネットワークの整備に伴ない館外から e-mailやWebによる照会・相談件数は増加してお

り(平成 12年度 64件、 14年度は 160件で約2.5倍)、電子図書館機能整備の一環として電子

的コミュニケーション手段を活用した電子レファレンスに取り組み、学内外利用者の相談に

応えていくためには、これを支える部局を越えた協力スタップの組織化が必要となる。

③ 電子情報利用支援

学内 LANを介して利用可能な電子情報の利用を促進するため、別掲の情報リテラシー教

育支援「情報探索入門」のほか、本館では恒常的な情報活用プログラムを開設している。

平成 13年度はガイダンスが5日間、ライプラリーセミナーが 10日間開催され延べ 127名

の参加があった。端末の利用可能な座席数の制約から 1回あたりの参加者が 10数名に限られ

るため、端末台数を早急に増やす必要がある。

5)相互利用

相互利用は本館・北分館のほか部局図書室等においてサービスしているが、本館の場合、平

成 13年度、学外からの複写受付が 7.136件に対し、本学からの依頼は 2，798件と受付超過の状

況であり、総合大学の特徴を顕著に示している。現物貸借の場合も同様で、貸出は 2，583冊と

全国 8位であるo しかし、図書館資料の分散が負荷となっており、現有スタップでは受付件数

の増加に対応できず、やむなく謝絶する場合も生じている。業務分担の見直しとスタッフの強

化が課題である。北キャンパス新館に雑誌パックナンパーセンターが設置された場合には文献

供給サービス機能を持ち、学内を始め対外的にも DDSの中核機能を果たすことになる。

6)学習・教育支援

① 図書館利用ガイダンス・情報リテラシー教育

大学での自学・自習を支える図書館利用法の習得を目的に、新入生を対象とした「図書館

オリエンテーション」のほかに、平成 13年度から、一般教育科目授業の演習に図書館職員が

協力し「情報探索入門」として図書館OPAC検索を中心とした情報探索法の指導を実施して

いる。受講者は前・後期合わせ 800名以上であるが、初年次学生数の約 1/3にすぎない。よ

り多くの学生が、できる限り早期に受講できるよう、担当教員との連携も含め、さらに工夫

の必要がある。また、教官からの依頼によりゼミ単位での文献収集・検索法を実施しており、

13年度は 12回、 126名の受講者があった。今後ますます、授業と連携した教育支援が求めら

れる。
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②書庫内利用の拡大

これまで書庫内利用は大学院学生、教職員に限定されているが、特別の利用希望が有る場

合は指導教官からの申請書により学部学生にも特例として利用を許可している。しかし、一

般学部学生からも書庫内利用の強い要望がある。本館書庫の構造、資料配置等、学部学生に

書庫利用を拡大するまでに条件整備が必要となるが、少なくとも 4年次以上の学生で入庫を

希望する場合には、書庫内の資料配置、避難経路の確認など書庫利用のオリエンテーション

を実施するなどした上で、早期に入庫を実現する必要がある。また、大学院学生、教職員の

入庫時間の拡大についても土・日、平日 19時以降の利用時間延長と貸出が実現できるよう検

討を進めたい。

7)研究支援

①文献提供

研究支援機能の中心は、研究者が求める世界水準の文献を迅速に提供することである。

平成 4年度から LANを介して Medline、BIOSISデータベースを提供してきたが、平成 13

年度には Webof Scienceが導入され科学文献の検索と論文評価の手段が格段に向上した。

すでに、学術情報システムによる ILL(図書館間相互貸借)サービスは全学的に定着してお

り、学外からの文献取り寄せは全学で 16.605件(平成 13年度)であり、本館・北分館に限っ

てみても 2，915件と対前年度 16%増、うち海外からの取り寄せが 816件で全体の 28%となっ

ている。電子ジャーナルへのシフトが始まっているが、本館・北分館は比較的文系利用者が

多いため、 13年度は、文献複写依頼件数に大きな影響は見られない。

②電子ジャーナル・文献データベース利用講習会

平成 14年 10月現在、 6.5千誌の電子ジャーナルにアクセス可能である。大手出版社のパッ

ケージ並びに電子ジャーナル提供業者が提供する電子ジャーナルの文献検索機能を有効に活

用するために研究者向けの利用講習会を実施し、 116名が受講しているが、検索システムの機

能更新もあることから、随時出前講習会も含め幅広く実施する必要がある。

③ 24時間利用

図書館を何時でも利用できるよう医学部図書館等が既に導入している 24時間入室管理シ

ステムを本館にも導入し、法科大学院等の設置を視野に置いた大学院学生・研究者の利用拡

大を検討する時期にある。

8)地域貢献

① 市民等への公開

従来から、道内における学術情報提供の拠点、として、学内者の利用に支障のない範囲で一

般市民等に対して公共図書館では提供できない図書館資料を閲覧サービスなどで提供してき

た。これに加え、平成 14年 11月から一般市民に館外貸出も実施することとした。また、調

査・研究目的の学外利用者への貸出冊数は 5.573冊 (13年度)で、全国平均の 1，344冊(12

年度)の 4.1倍もあり、学外者にも広く利用公開している。

平成 13年度には大学創基 125周年記念行事として北方資料室の古地図展示、講演会を開催

したところ、一般市民から好評をえた。また、電子画像化された古地図等を広く公開するな

ど、大学の情報発信の一翼を担っている。
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9 )国際貢献

① 留学生支援

平成 14年度の本学留学生は 703人、マリ用案内J を日本語、英語、朝鮮語、中国語の各国

語版で作成し最小限のガイドを準備したほか、本館・北分館に CNN視聴コーナーを開設、国

際交流科目関連図書の整備をすすめている。また、館内の案内表示等にもさらに工夫が必要

である。

②相互利用

国際相互利用の 13年度受付実績は文献複写が 26件、現物貸借が4件と未だ少ないが、平

成 14年4月から米国 OCLC(Online Computer Library Center)加盟米国大学図書館聞の

相互利用料金徴収手続きが定められたことを受け、海外の大学図書館聞の相互貸借が活発に

なることが見込まれる。国立大学図書館協議会の GIF(Global ILL Framework)プロジェ

クト館として参加しており、今後とも積極的に取り組んでいきたい。
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3 情報資源の収集・組織化

1 )蔵書構築

蔵書構築とは、大学の教育研究に必要な図書館資料を体系的に整備することをいう。

本学は、北方関係資料やスラプ関係資料及びその他の特殊コレクション等本学ならではの貴

重なコレクションを所蔵しており、その充実に努めている。しかし、大部分の資料は、必要と

する学部・研究科等において整備が進められてきており、その意味で、本学においては、大学

全体としての蔵書構築が行われているとは言いがたい。大学全体の図書資料費のうち、附属図

書館が執行する資料費は 1割以下である。残りの 9割以上は、学部・研究科、あるいは個々の

教員の研究費により、必要な資料が購入されている。

しかし、学術雑誌、とくに外国雑誌については、近年の電子ジャーナル化の急速な拡大に対

応するため、平成 13年度に全学的な整備方策が策定され、平成 15年度から電子ジャーナル及

び学術文献データベース等が全学支援方式で整備されることとなった。全国的に見ても、はじ

めての画期的な取り組みであり、本学における学術情報基盤が飛躍的に整備される第一歩とな

ると考えられる。このような考え方がその他の資料の整備にも反映されることが望まれる。

① 図書館資料購入費

a.現状

[学生用図書資料]

附属図書館の図書館資料費は、文部科学省からの配分額及び「図書及び新聞雑誌類」と

して措置される共通経費が中心となる。他に「学内共同利用電子的資料登録料」及び「学

内共同利用自然科学系資料費部局分担分J (平成 13年度まで)があるが、これらは使途限

定の経費である。その他、文部科学省からは「大型コレクション経費」、学内では、「部局

協力分」として、年度毎に一定ではないが、配分される経費がある。

平成 12年度からは、共通経費として、「学生用図書購入費」が新たに措置されることに

なったo 授業に直接関連する資料を中心に学生の学習資料を整備するための経費であり、

シラパス掲載教科書・参考書をすべてそろえる等の対応が可能となった。

しかし、総額約 7千万円の経費で図書、新聞・雑誌、視聴覚資料、電子的情報資料等す

べての形態の資料を整備しなければならず、その結果、学生用図書の受入冊数は、年間約

7.5千冊程度にとどまっている。学生一人当たりにすると 0.42冊となり、同規模大学と比

較して少ない(東北大 0.52冊、阪大 0.50冊)。

一方、文部科学省からの配当分は、減少の一途である。これまで、国立大学図書館協議

会から文部科学大臣への要望書には、必ず「学生用図書費の増額J の要望が出されていた

が、平成 14年度からは、取り下げられている。これは、文部科学省において、学生用図書

については各大学が自助努力によって整備するものであるとの考えを示しているためであ

り、学内において学生用図書を整備するための経費の拡大が望まれる。

なお、図書館資料費ではないが、「図書館機能高度化経費」のひとつとして、「電子ジャー

ナル導入経費」が平成 14年度から措置されることとなった。この措置は、電子ジャーナル

の導入が欧米に比べて著しく遅れているわが国の現況からみて、適切な施策であるが、一

方、図書館資料費のうち、とくに学生用図書費がほぼ見合う額減額となっており、電子

ジャーナル導入経費を含めても、文部科学省配当の図書館資料費は前年度を下回る状況と

なった。
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表 1 附属図書館図書資料費の推移 (単位 :千円)

平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度

学内共通経費 36，792 36，792 36，636 36，327 36，358 I 

文部科学省配当分 21，521 17，955 16，148 16，376 17，165 

学内学生周囲f!~J{，Yj入'ti 18，148 18，232 

小 計 58，313 54，747 52，784 70，851 71.755 

学内共同利用電子的資料登録料 10，700 13，760 13，626 13，078 12，480 

製本Y'1(匡l哲館経費から) 3，800 3，800 3，800 3，800 3，800 

学内共同利用自然科学系資料費部局分担分 11 ，541 13，610 11，782 11，939 12，220 

部局協力 ・分担分 1，357 2，269 1，624 4，361 5，098 

大型コレクション購入費 13，052 18，700 8，517 

マルチメディア環境整備費 2，602 

合計 98，763 88，186 102，316 104，029 116，472 

[研究用図書資料]

研究費による図3館資料購入費は、平成 13年度は約 12億円である。これは大学総経費

約 810億円のl.48%であり、同規模大学平均を上まわっている。しかし、大学として必要

な共通的研究資料を整備する仕組みが脆弱である。現状では、本館図書館資料費の中の「学

内共同利用逐次刊行物殻古類」約 700万円程度が計上されているに過ぎない。このほか文

部科学省から措置される「特別図告費」や「大型コレクション経費」があるが、前者につ

いては、今後縮小される傾向にあり 、後者については、毎年措置されるわけではない。

[ ~電子的資料]

急速に拡大する電子的資料を導入するための経費は、不安定で未整備の状況が続いてき

た。本学では、 平成 13年度に学術研究コンテンツとして、屯子ジャーナルと学術文献デー

タベースを整備するための方策について検討が行われ、電子ジャーナルを可能な限り 、安

定的に導入する枠組みが設けられた。

平成 15年度から導入するこの枠組みでは、電子ジャーナル購入経費は共通経費化される

ことになっている。共通経賀化の方法は、当該年度の電子ジャーナル導入に必要な経費の

総額に部局負担率を掛けて部局負担額を算出し、それを部局への配分予算額から差し号|い

て、電子ジャーナノレ購入経費として本館に措置するもので、いわば従来の各部局における

外国雑誌購入経費を振り替えるかたちで共通経費化したものである。ただし、部局負担率

を算出する方法については、3年後に見直すことになっている。

また、電子ジャーナノレの全タイ ト/レアクセスを導入するために必要な経費、約 3，000万

円については、中央財源から措置されることになっている。

一方、 学術文献データペースについては、平成 14年度に整備方策が検討され、やはりこ

れも学術情報基盤として全学的観点により整備すべきであると再度確認されている。整備

に必要な経費については、当面中央財源により措置し、電子ジャーナル購入財源の見直し

とあわせて見直す案を提案している。
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b.課題

・大学全体として、資料整備の方針が明確でない。平成 10年度図書館委員会の下に「資料

整備検討小委員会」が設置され、図書館資料整備の在り方について報告が出ているが、

実行性のあるものになっていない。北海道大学としての学習・教育・研究資料整備の在

り方について改めて検討する必要がある。

・策定された整備方針に基づき、図書館資料費の在り方も見直されるべきである。

・すべての形態の図書館資料を適切に整備していくためには、問題点の把握に努め、改善

方策を策定する体制が必要である。現在の「図書選定委員会」がその役割を担うのか、

新たな委員会等が必要なのか検討し、速やかに作業を開始する必要がある。

・学術研究コンテンツは、学術情報基盤(インフラストラクチャ)であり、学習・教育・

研究の基盤である。図書館はこの学術情報基盤整備のために、あらゆる努力を傾注させ

るべきである。財源については、早い段階で電子ジャーナル、全タイトルアクセス、学

術文献データベースの枠組みを一元化し、全体として統一性のある整備を可能とすべき

である。

② 図書館資料の選定

a.現状

本館において購入する図書の選定については、附属図書館図書選定委員会(委員長は、

附属図書館長)において方針が決められ、委員会の下に設置された本館及び分館の図書選

定小委員会が作業を行っている。しかし、実際には、図書館資料費は主として以下のよう

な区分で支出されており、図書選定小委員会が選定できる範囲は極めて限られたものであ

る0

・授業に密着した図書の選書:シラパスに掲載された教科書、参考書についてはすべて購

入することとしている。

・授業に関連した図書.r教官選定図書」、「教官推薦図書」というかたちで、教官からの推

薦に基づく資料を購入する。両者の違いは、「教官選定図書」が時期を決めて選定依頼を

しているのに対して、「教官推薦図書Jは、常時推薦が可能なことであり、前者を補完す

る意味を持たせている。

・学生の要望.r学生希望図書」として、申し込みを受け、その中から大学図書館に相応し

い図書館資料を購入している。

-共同利用資料叢書類:人文社会科学、自然科学、本館・北分館にわけで、共同利用され

る継続出版物の整備に充てられる。

無論これらの方法だけでは、境界分野等大学図書館として整備すべき図書館資料が欠

落するおそれがあるため、それを補う意味で本館・北分館において選書を行っているわ

けであるが、その割合は学生用図書経費全体の 9%程度にとどまっている。

b.課題

・学生用図書の選書体制を整備する必要がある。このために、図書選定小委員会の役割等

を見直す。また、選書のガイドラインを策定する。

・学生用新刊書、教養図書の整備が必要である。中期計画案として本館、北分館の開架図

書をさらに各3万冊整備することを目指す。
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③蔵書構成

a.現状

蔵書構成とは、蔵書の分野別、タイプ別資料のあり方であると同時に、整備方針でもあ

る。

研究用図書については、学部・研究科あるいは各研究者がそれぞれ必要な図書館資料を

選定し、購入している。附属図書館においては、学生用図書を中心として、大型コレクショ

ン、北方資料等の特殊コレクションを整備している。

また、大学図書館は、印刷形態の資料だけでなく、視聴覚資料、電子的情報資料の充実

を図る必要がある。

視聴覚資料については、北分館において集中的に整備が進められている。約 4，000点の

ビデオを中心としたコレクションは国立大学の平均を大きく上回っている。

電子的情報資料については、学術研究コンテンツとして整備することとなる。(次節を参

照)

留学生用資料については、従来は日本紹介の洋書やビデオが収集の中心であった。平成

13年度から HUSTEPの授業を一般学生も受講できるようになり(国際交流科目)、収集の

対象もこれに対応した資料を充実する必要がある。国際交流科目担当の意見により、留学

生図書コーナーを国際交流科目コーナーと改めた。

b.課題

・図書館資料全般について、どのような分野、タイプの図書館資料を整備するかの方針を

策定する必要がある。蔵書構築ツール等の考え方も導入し、本館・北分館において整備

する資料の分野、タイプを明示する 0

・図書館内の選書体制の確立、資料整備について研究者との連携が必要である。

2)学術研究コンテンツの整備

平成 13年度図書館委員会の下に設置された「学術研究コンテンツの整備に関する検討小委員

会」の検討に基づき、整備方策 (f北海道大学における学術研究コンテンツの整備方策について

(提言)J、以下「提言」という。)が策定され、平成 15年度から実施される。

その基本的な考えは、整備の対象となる電子ジャーナルや学術文献データベースは、学術研

究には不可欠な学術情報基盤であり、個々の部局ではなく、大学全体として整備すべきである、

とするものである。この観点、に立って、はじめて安定的で、合理的な導入が可能となるo

① 電子ジャーナル

a.現状

平成 14年度は、本学においても電子ジャーナル元年となった。世界的にみて、電子ジャー

ナルが欠かせないものと考えられるようになったのは、 Peer-review誌といわれる学術雑

誌の電子版が提供されるようになった 1997年を境とする。北米に比べて我が国における利

用環境の整備は遅れていたが、一昨年度から急速に整備が進められてきた。

そのきっかけとなったのは、外国雑誌の高騰に対処するための重複調整と国立大学図書

館協議会に設けられた電子ジャーナルタスクフォースの活動である。タスクフォースは、

足掛け 3年間の活動の中で、特に出版社との交渉において、我が国の特殊事情を理解させ、

それに基づいた利用条件、価格モデルについて協議を進めてきた。個々の大学が個別に交
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渉したとしたら、現在のような状況は作れなかったに違いない。第3点は、科学技術 ・学

術審議会の下に設置されたワーキンググループがまとめた 『学術情報の流通基盤の充実に

ついて』に基づき、電子ジャーナル導入経費が措置されるようになったことである。

平成 15年度からは、「提言」に基づいた電子ジャーナルが導入される。図 lで示すよう

に、平成 15年度には 9，000タイトル以上の屯子ジャーナルが利用できることになる。今や

この方式は、「北大方式」と呼ばれ、他大学の注目するところとなっている。

12，000 

10，000 
9.820 

8，000 
6，595 

6，000 

4，000 

2，000 

。
2000.1 2001.1 2002.1 2002.1 2003.1 * 

本法令 ・申l例の全文を含む

図 l 電子ジャーナル導入状況(タイトル数)

b.課題

・電子ジャーナノレを有効に利活用できるように、タイトルJI頂、主題別等様々なアクセス方

法を用意する必要がある。

・常に良好な利用ができるように、ネットワーク環境の維持 ・整備が重要となる 0

• r提言」に対して出された課題について検討を進めていく。

・電子ジャーナルに関する様々な情報 (URL等)を管理するための管理ツールの導入が不

可欠である。

②学術文献データベース

a.現状

学術文献データベースは、従来登録制により、受益者負担の方式によって提供してきた。

しかし、この運用方法は、種々の問題があることが図書館委員会でも指摘され、見直しを

することになっていたが、見直し作業は、平成 14年度に持ち越された。

平成 13年度には、基般的データベースとして Webof Science (with Journal Citation 

Reports)が導入された。 Webof Scienceは、それまでの受読者負担の方式ではなく 、大

学として整備するという方針に基づいて導入された。その点においても極めて大きな芯義

カまある。

平成 14年度に設置された 「学術研究コンテンツ小委員会」においては、学術文献データ

ベース全体について見直しが行われ、「学術文献データベースの見直し」にまとめられた。

その観点は、次のとおりである。すなわち、

・学術文献データベースも学術情報基盤(インフラストラクチャ)であり、大学として整

備する必要がある。そのことによって、本学の研究者、学生が適時にかつ同等に学術情

報を利用できる環境が整備されることになる。
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-従来、バラバラに導入されていたデータベースを一貫した方針に基づき整備する。

・インターネット環境による利用を原則とする。そのことによって、電子ジャーナルとの

連携等が可能となり、一層研究者の文献へのアクセスの利便性が向上する。

・サーバを学内に置く、現在の運用体制の改善を行う。

・整備のために必要な経費は、当面中央財源により対応する必要がある。経費の財源につ

いては、電子ジャーナル経費の財源と合わせて平成 18年度までに見直しを行う。

表 2 登録制学術データベース一覧

データペース 内容
現状

収録範囲 検索システム access sm 金額(千円)

Current contents 全分野 1995- OVID 1m ul 5，569 

Medline 医学 1966- OVID 1m ul 462 

BA on CD 生物科学 1992- WebSPIRS 1m 4 2，875 

CA on CD 化学 1987- 専用システム 1m 4 1，141 

PsyclNFO 心理学 1872- WebSPIRS 1m 1 826 

MLA intemational bibliography 言語 1963- WebSPIRS 1m 565 

Book review digest 書評 1983- WebSPIRS 1m 4 308 

医学中央雑誌 医学 1983一 Internet ra 8 711 

SwetsScan 雑誌目次 1998- 1m ul 670 

b.課題

・「学術文献データベースの見直し」の提言に沿って整備を進める必要がある。

③ その他の電子資料

a.現状

電子ジャーナル及び文献データベースの整備方策については、学術研究コンテンツ小委

員会で検討が進んだが、その他の電子資料については今後の検討となる。その他の電子資

料としては、次のものが挙げられる。すなわち、

・図書(単行書等)

・参考図書類(百科事典、専門事典、辞書等)

.新聞・ニュース

・データ集

朝日新聞、北海道新聞等の新聞データペースではすでに本学でも導入されているものも

あり、インターネット上で無料でアクセスできるものもある。

また、海外の新聞については、電子ジャーナルの全タイトルアクセスサービスとして導

入することになっている Lexis-N exis Academicに相当数収録されている。

b.課題

・学術研究コンテンツ小委員会において電子資料についての整備方策を策定する必要があ

る0

・様々な情報源に含まれるこれらの情報のナピゲーション機能を充実させる必要がある。
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3 )目録データ・メタデータの整備

① 目録データの整備

a.現状

本学の蔵書の目録は、昭和 61年度以降受け入れた図書については図書館の業務電算化に

伴いデータベース化されている。また、昭和 60年度以前に受け入れた図書は、年度計画に

基づき遡ってデータベース化(遡及入力事業)されている。データベース化された目録の

総数は、表3のとおりで、製本雑誌を除いた全蔵書の約 70%がOPACで検索できる(資料

編3.3 OPACデータ入力率参照)。

表3 OPAC入力状況 (単位:冊)

和書 洋書 」にbI.三IT

総入力冊数 1.004.693 676.047 1.680.740 

遡及入力冊数(以下、内数)

第1期 (1987-1990) 364.564 162.522 527.086 

第2期(1991-1995) 73.687 74，963 148.650 

第3期 (1996-2000) 87.172 73，907 161.079 

第4期 (2001) 34.207 32.170 66.377 

臨時 (1996-1997) 10.745 11. 649 22.394 

125周年記念事業 (1999-2001) 16.390 11.901 28.291 

(平成 14年3月31日現在)

遡及入力事業は、全学の協力と理解の下に、図書業務電算化の翌年という早い時期から

実施され、現在第 4期 5カ年計画が進行している。この事業によって全国総合目録データ

ベース (NACSIS-CAT)における新規書誌作成及び所蔵登録件数は、常に全国の上位を保

持し、学内はもとより国内外の教育者・研究者など各方面の方々の書誌・所蔵調査に貢献

している。同時に、目録作成が全国共同事業と言うことからみると、他機関が目録作成時

に本学が作成した書誌を有効に活用することが可能となり、業務の能率を効果的にしてい

る。

b.課題

・目録データベース構築における課題として、現在取り組んでいるのは、多言語処理であ

る。この課題は、本学独自のものではなく、入力基準・入力方法・表示方法など、 NIIの

取り組みと歩調を合わせる必要があり、図書館情報システムでは平成 15年3月に行うシ

ステム更新時から取り組むことになっている。

-目録データの遡及入力は、第4期遡及入力事業が終了しても、約 480.000冊の未入力図

書が残り、さらに、今後 10年の事業の継続が必要となる。「附属図書館の中期目標・中

期計画」でも示したとおり、早急な対策が必要である。

② メタデータの整備

a.現状

図書の所蔵館を探す時に、 NII(国立情報学研究所、以下 NII)のWebcat(全国総合目

録データベース)を、また、学内での所蔵状況を調査するときに本学の OPACを利用して

きた。 Webcatサービスは、平成9年に開始され本学のみならず全国の大学・研究機関で所

蔵する学術資料の検索ツールとして、定着しているo
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NIIでは、昨今の学術情報が多様なメディアやネットワークを介して多量に流通してい

る状況を踏まえ、ネットワーク上の学術情報のデータベース化・公開サービス計画に着手、

準備を進め、平成 14年 10月よりメタデータ・データベース共同構築事業の運用を開始し

た。事業の目指すところは「主として圏内の大学・研究機関が、インターネット上におい

て発信している学術情報資源のメタ情報(二次情報)をデータベース化することにより、

学術情報の円滑な流通を図り、各大学の研究成果を広く世界に発信することを支援するも

のです。集積されたデータは、国立情報学研究所の学術コンテンツポータル“GeNii"(ジー

ニイ)を通じて内外へ提供され、その利用者が大学側の機関サーバや学内コンテンツにア

クセスする手がかりとして機能します。」というものである。

附属図書館は、部分的な試行運用(平成 14 年 6~9 月)への参加を経て、このデータベー

ス構築事業に参加している。また、全学としては、 NIIによる「メタデータ・データベース

共同構築事業説明会J (平成 14年10月16日)が本学で開催されたのを機に、北大発信の

インターネット上の学術情報を広く公開する有効な機会であることから、データの入力は

本館・北分館及び学部図書掛等が担当することとし、図書系職員による図書目録部会で作

業内容・登録対象の収集体制等を検討している。

データの記述内容は、ダプリン・コア (DublinCore Metadata Initiative: DCMI)の

定める記述要素 (Elements)に準拠した国際的な標準的データ形式を基本とし、 NII独自

の拡張を加味したもので、収録対象は、機関内発信リソースとして、①研究成果、②研究

成果リスト、③研究資源、④研究者・研究機関情報、⑤教育情報、⑥図書館情報、⑦デジ

タルミュージアム・電子展示、③参考情報(データベース(画像、文献等)、文献目録・文

献索引、リンク集・電子ジャーナル集、メーリングリスト)、⑨広報資料、である。

b.課題

図書館委員会で了承された「附属図書館の中期目標・中期計画」には、学術コンテンツ

ポータル機能の構築・整備や、情報サービスが盛り込まれており、メタデータ・データベー

ス構築とともに、本学が発信する学術情報自体にメタデータを埋め込む仕組みが必要であ

る。

また、このためには、 8 7)で述べる「学内情報施設との連携」が重要である。
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4 情報資源の管理・運用

1 )資料の配架

利用者にとって、資料の配架は一定の規則で単純明解であることが望ましい。しかし、度重

なる増築の結果本館書庫は複雑化しており、また、文系図書業務の統合により部局から本館書

庫に図書の配置換えが繰り返され、書庫内の配架は別置箇所が増加している。このため書庫内

図書への到達時間は延び、ることになり、利用者、出納職員に負担となっている。

部局で収集された雑誌のパックナンバーの集約も課題として久しいが、まとまった収蔵ス

ペースが確保されるのを待たざるを得ない。

本館開架閲覧室についても可能な限り統合するなど、改修を機に、利用者が落ち着いて利用

しやすい空間、図書配架に改善する必要がある。

2 )資料の保存・保全

図書館における資料保存は収集、整理、提供と並び主要機能のひとつである。全学の蔵書 340

万冊のうち 149万冊以上を収容する本館書庫の収容力は、場所によっては、既に飽和状態に達

しており、このため新規受入図書の収容あるいは、部局からの返納図書の収容のために長時間

の書庫移動が必要になっており、一刻も早い保存図書館機能の整備が望まれる。

部局図書室等に分散保存される雑誌のパックナンバーを集中管理する場所が整備されれば重

複が避けられ、保存スペースの狭随化も緩和される。

本学は道内唯一の総合大学として学術資料の保存図書館機能も果たして来たことから、製本、

複製、修復、マイクロ化による資料保存を進めるほか、消耗品を含む資料の保存基準を明確に

した。とりわけ貴重資料の保全には恒温恒湿の貴重図書保存書庫を整備するなど万全を期すこ

とが求められる。なお、平成 14年8月に起こった外国語新聞大量廃棄については、調査委員会

から提出された報告書等を真撃に受け止め、新聞保存基準および廃棄手続きを明確にするなど、

再発防止を図るとともに、廃棄新聞を含む新聞のマイクロ化保存を進めることとした。

本館、北分館をはじめとして部局図書室等においても主に開架図書を中心に定期的な蔵書点

検が実施されている。開架書庫内の図書資料についても実施計画を立て順次点検を進める必要

がある。

平成 13年度の所在不明図書の比率は本館が0.063%、分館が0.020%となっており、 BDS(無

断持ち出し防止装置)を導入する前の平成 8年度本館開架図書の 0.4%と比較すると BDS導入

の効果が見られる。
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5 電子図書館的機能

本学での本格的な図書館業務電算化は、図書館委員会の下に昭和 59年6月図書業務電算化委員

会を発足させ、昭和 61年3月図書館専用電算機が導入され、電子情報を本学のあらゆる分野の研

究者・利用者に公平に提供することを基本理念とし、情報収集・情報蓄積・情報発信という 3つ

の目標を主軸に始まった。開始当初から、蔵書オンライン検索(OPAC)を開始、 1年後の昭和 62

年 6月には「遡及入力事業」を開始し、電子図書館的機能の一部を実質的に備えてきた。平成 7

年3月にクライアント/サーバ方式のシステムへ更新されたのを機に利用者インターフェースの

改善に努めると同時に、情報発信機能を強化し同年9月には附属図書館のホームページを公開し

ている。

二次情報データベースは、平成4年4月に、学内 LAN(HINES)を介して MEDLINE、BIOSIS

のオンラインサービスを開始し、平成 13年度には Webof Scienceを導入、その問、 CAon CD 

など数多くのデータベースの利用を可能としてきた(3 情報資源の収集・組織化 2 )学術研

究コンテンツの整備を参照)。

さらに、電子図書館的機能の強化のーっとして、平成 13年3月には「北海道大学学位論文(新

制)Jの目録データベース、「シラパス掲載参考書と OPACのリンク」、平成 15年3月には「北海

道大学学位論文 (1日制)Jの目録データベースの公開などを実現してきた。

学術審議会学術情報資料分科会学術情報部会の報告「大学図書館機能の強化・高度化の推進に

ついてJ (平成5年 12月)や学術審議会の建議「大学図書館における電子図書館的機能の充実・

強化についてJ (平成8年7月)などの趣旨に添い、電子図書館システムを平成 9年度概算要求と

して計画したが、実現していなし」この内容を要約すると、①著作権に触れない資料の全文デー

タベース化、②北大が創出する研究成果である紀要・学位論文等の全文データペース化、③北方

圏資料・大型コレクション・各種個人文庫などの貴重資料の電子化、④画像(写真・古地図・外

交書簡等)・音声(アイヌ民謡等)、映像(風景・自然ビデオ等)など多様な媒体の歴史的・民族

学的貴重資料のマルチメディア化、⑤外部学術情報データベースの導入などを主軸としたものと

なっている。

1 )資料の電子化

図書館資料の電子化は電子図書館的機能のーっとして最重要項目の一つである。本館の主た

る実施状況を外観すると次のとおりであるo

① 北方関係資料総合データベース

a.現状

附属図書館長を委員長とした「北方関係資料総合データベース委員会」では、本学の地

域特性を生かした研究資料のデータベース化を検討し、平成5年度から「北方関係資料総

合データベース」作成を実施した。平成 5---6年度には書誌データをテキストデータとし

て作成、平成 8年度からは写真・地図・図類及び旧記類(自筆本、写本、木版本)の画像

データを作成し、同年 10月からインターネットを介して公開しているo現在進行している

実施計画は、科研費による平成 13---16年度の 4カ年計画で本学附属図書館北方関係主題別

解題目録である「日本北辺関係旧記目録」に収録されている旧記類(自筆本、写本、木版

本)の画像データによる全文データベースを作成し、順次データベースに追加・更新され

24時間無料で利用されている。アクセス件数の推移は次のとおりである。
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平成12年度実績|平成13年度実績|平成14年度見込み
アクセス件数の推移

23，715f牛 16，299件 19，000件

このデータベースはwwwで公開しており、利用制限はなく、利用者からのアクセスを

簡便にする工夫が施され、全タイトルを五十音・英字・数字別に並べた「タイトル索引」

を付すと共に、本学 OPACとの横断検索が付され北方資料室所蔵資料も同時に検索するこ

とができる。また、平成 13年 9月に実施した創期 125周年記念事業の電子展示では、これ

まで作成した画像情報の一部を高精細画像に変換し、ホームページで公開している。

b.課題

・北海道立図書館や地区における各機関が提供している同種の情報を調査し、デジタルコ

ンテンツの作成・提供について協力体制を整備する必要がある。

・ホームページから提供しているデータベース画像情報は、ネットワークのレスポンス悪

化を懸念し、「見ることができるJ程度のものであり、高精細画像として十分に研究に対

応したものとなっていなし」学術研究資料として情報を提供するためには、画像データ

を高精細画像化し、ネットワークを介して研究者の手元まで届けるシステムの構築が必

要である。今後国際化対応も視野にさらに検索機能の向上を図る。

・この課題に対しては、附属図書館独自では困難であることから、 fg管理運営」の 7)学

内情報施設との連携及び g)外部機関との連携が必要である。

② 学位論文データベース(新制)

a.現状

本学自己評価委員会の指摘を受けた学術情報委員会は、学位論文データベースの作成を

決定し、附属図書館をその作成の担当とした。附属図書館は、データベースの仕様を検討

した上で、 NIIが公開しているデータベースを活用し、本学学務部と連携を持ちながら、審

査に携わった主査、副主査の氏名を項目として付加した、本学独自のデータベースを平成

13年度に作成した。

「学位論文データベース(新制)Jは、新制大学への移行後の昭和 33年 9月以降に本学が

授与した学位論文の目録情報で、ホームページから公開している。平成 14年度には、「旧

制学位論文(大正9年 7月~昭和 37年 3月授与 4，564件で附属図書館が所蔵)Jのデータ

ベース化を進め同年度中に公開を予定しているo これによって、参考資料「平成 14年度大

学図書館実態調査Jの蔵書数、その他で示した「学位論文(博士)Jについての目録データ

ペースが整備されることになる。これまでの学位論文の目録は、旧制の目録は昭和 46年に

附属図書館が作成した冊子体目録「北海道大学学位論文目録 (1日制)J、新制の目録はそれ

ぞれの所蔵先が独自にカード目録等で整備してきたが、このデータベースの構築によって、

学内外、国内外にインターネットを介して広く公開され、今後の有益な活用が期待されて

いる。

b.課題

・現在の学位論文のデータベースでは、要旨・本文が収録されていない点を挙げることが

できる。本学附属図書館委員会においてもこの点の指摘があり、データベースの拡充と

著作権処理の検討が急がれるところである。

・データベースの更新には、学位授与・公表から 6カ月以上の日数を要する点について迅
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速な処理工程を検討する必要がある。

2 )蔵書検索

① 現状

蔵書オンライン検索 (OPAC)は、昭和 61年3月図書館専用電算機が導入されると同時に

開始され、現在は、附属図書館ホームページを介して 24時間いつでも、インターネット接続

PCがあれば使用することができる。データの構築については、 3 3)で述べたとおりであ

る。本学の OPACは単に蔵書の所在位置を明らかにするだけではなく、他のデータベース(シ

ラパス掲載参考書、電子ジャーナル)との連携、主題検索などに際しても、その威力を発揮

できるような機能を付加し、利用者の自主学習に大きく貢献している。また、平成 15年3月

からのシステムでは、特定著者の著作の一覧表示機能等も整備される。

本館 46台、北分館89台、全学には総計209台の PCが配置されており(参考資料:部局図

書室調査の利用環境)、蔵書検索を行うための環境が整備されている。本館・北分館では利用

環境の改善として、 5カ年計画で合計 100台以上の安定導入を計画進行中であるo これまで

のPCの導入は買い取り方式によって行われてきたが、故障した場合や、情報検索上の新規機

能追加などの点で、新たな予算措置が保証されていなかった。このために買い取り機器のレ

ンタル化を推進し、併せて増設を念頭にした安定導入を実施するものである。また、OPACの

利用促進のためのシステム的な工夫として、平成 13年2月から、 iモード版利用案内と併せ

て iモード版OPACを開始した。

アクセス件数は、表4とおりである。アクセスは、一日あたり各年度とも 16，000件を越え

1分間に 11件と非常によく利用されていること、学外からのアクセスが約 10%強であるこ

とが判る。

表4 OPACアクセス件数

¥ 平成12年度 平成13年度 平成14年度(4月一10月)

学内から 学外から 計 学内から 学外から 計 学内から 学外から 計

年計 5，890，524 708，331 6，598，855 5，579，215 591，223 6，170，438 3，668，875 457，537 4，126，4121 

月平均 490，877 59，028 549，905 464，935 49，269 514，203 524，125 65，362 589.487 

日平均 16，095 1，936 18，030 15，286 1.620 16，906 19，940 2.487 

②課題

レスポンスの悪化を挙げることができる。現在導入されている「図書館情報システム」は、

予想以上のレスポンスの悪化を招いている。この課題に対しては、平成 15年3月のシステム

更新において、サーバのスペックの強化、データの分散保持、 OSをLINUX(電子政府で使

用を予定しているものと同様)に仕様変更することで改善を図ることになっている。英語版

OPACについてもさらに整備を図る。

3)学術情報ポータル機能

① 現状

附属図書館の中期目標・中期計画には、学術情報ポータル機能の充実が盛り込まれ、本学

が発信する学術情報の窓口として機能することが了承された。本学の情報基盤センター構想、
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が平成 15年度には実現する見込みとなり、学内の学術情報基盤の整備が進められ、附属図書

館の電子図書館機能の充実が急速に進むものと予想される。

前述したメタデータの整備や資料の電子化を進める中での本学が発信する学術情報、イン

ターネット上にある他の機関が作成した学術情報、本学が学術基盤の整備のーっとして整備

しつつある学術研究コンテンツは、教育、研究の基盤を確立するためにも、図書館には必要

不可欠となっている。一方、インターネット上の資源はあまりにも多くなりすぎ、価値のあ

る学術資源を探しだすことは困難になっている。

このような中で、様々な主題に特化して、学術資源をインターネット上から収集して分類・

整理し体系的に使えるようにしたシステムを用い、効率良く効果的に検索・活用することが

重要な電子図書館的機能といえる。

②課題

・本学では、 NIIメタデータ・データベース事業に参画し、インターネット上に発信する学術

情報に対する一種の目録情報を作成するが、これと併せて、電子化資料、蔵書検索、地域

研究、地域情報のサプジェクトゲートウェイを総合的に組み込んだ、ポータル機能を有す

る必要がある。

・そのためには、文部科学省に対して予算獲得の努力を継続することがまず必要であるが、

同時に学内の自助努力でできる部分から実現していくことも重要である。さらに、附属図

書館の体制の強化として、電子図書館機能の充実を計画・立案するための教育・研究者に

よる検討組織の確立と、計画を実施するための事務組織の確立が必須の要件である。
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8 施設・設備

1 )増築・改修

附属図書館、とくに本館については狭隆化、老朽化が目立ち、利用上の不便さも多々指摘さ

れている。

これらの諸問題を解消するために、平成 14年度まで附属図書館本館新営の概算要求を続けて

きた。しかし、附属図書館新営構想のベースとなっていた「キャンパスマスタープラン 96Jの

見直しがはじまったこと、文部科学省における施設整備の方針に沿ったものでないこと等の理

由により、平成 15年度の概算要求では、現在の本館施設を残すことを前提とした増築・改修の

要求に変更した。

本館の増築・改修計画については、図書館委員会の下に、「附属図書館増築・改修検討小委員

会」を設置し、検討を続けている。

小委員会では、別途検討が進められているキャンパスマスタープラン見直しと連携をとりつ

つ、本学の図書館施設及び機能についても全学的見地から見直すこととし、次のような基本方

針を策定した。増築、改修計画の策定にあたっては、これらの事項を十分考慮する。

附属図書館本館増築・改修の基本的考え方

1 .本館の増築・改修計画は、キャンパスマスタープラン 96の見直しと連携しつつ進める

こと。また、見直しの内容と適切に対応したものであること。

2.全学的見地から、附属図書館の施設、機能の再構成を図ること。

3.将来、とくに法人化後の本学における附属図書館機能・組織の在り方を十分考慮し、

これに対応できるものであること。

4.北海道地区唯一の基幹総合大学として、道内大学の中核的役割を含む地域及び社会的

貢献を十分考慮すること。

上記小委員会が策定する増築・改修計画は、点検評価の結果を反映したものでなければなら

ない。その意味で、増築・改修計画策定と自己点検作業が同時並行している状況であるが、両

者の作業の連携が重要である。

① 増築

キャンパス整備の方針では、現在の本館周辺には増築すべきスペースがないことから、本

館の増築は、新館を建設する方向で検討が進められている。場所としては、今後キャンパス

開発の中心となる北キャンパスに建設されることで、合意が得られつつある。

小委員会では、現在ある本館、北分館及び新たに建設が計画される新館の 3館について、

どのような機能を分担すべきかの検討を行い、その上で、新館の機能要件をまとめていると

ころである。

新館計画は、今年度末には策定されることになる。
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②改修

a.現状

[本館]

本館は、昭和 33年---39年に建設された。昭和 59年に増築された結果、延床面積は 17，342

m2である。施設の大部分は築後40年近く経過して、特に老朽化が目立つている。とくに屋

上の老朽化による雨漏りの頻発は、資料を扱う図書館にとって極めてゆゆしい問題となっ

ている。また、耐震対応になっていない、アスベストが剥き出しになっている等安全上の

問題があるo

一方、収蔵スペースの狭隆化が進み、資料の保管に支障が生じている。業務統合を協議

している文学研究科及びスラプ研究センターからの移管図書を現状では全く受け入れるこ

とができず、協議が進まない一因にもなっている。

従来から、老朽化、狭隆化への対応は個々には実施されてきたものの、対症療法的な対

応が目立つたことから、附属図書館長の指示により、改修を前提とした本館の施設・スペー

スの最適な利用計画を策定することになり、平成 13年度に部内にワーキングク.ループを設

置するとともに、図書館建築の設計事務所に本館の最適なスペース利用について調査を依

頼した。

ワーキンググループでは、設計事務所に調査を依頼するにあたり、現施設・設備の問題

点及び改善事項を「本館スペース利用基本計画の要求要件」としてまとめ、提示した。

スペース利用改善計画案の策定にあたっては、ワーキンググループ、施設部及ぴ設計事

務所が協力して検討をすすめた。その結果、設計事務所より「北海道大学附属図書館本館

スペース利用改善計画」が調査報告として提出され、ワーキンググループは、この調査結

果に基づいて、「附属図書館本館スペース利用改善計画についてJ (平成 14年 4月)を作成

し、作業結果を報告した。

附属図書館増築・改修検討小委員会では、これら「北海道大学附属図書館本館スペース

利用改善計画」及び「附属図書館本館スペース利用改善計画について」をベースに本館改

修計画を策定することとしている。

[北分館]

北分館は、昭和 44年に建設され、昭和 52年に 2，292m2の増築をしている。平成 11年度

には、 4階の全面改修が実現しているが、その他の部分の老朽化は否めない。とくに屋上

の老朽化による雨漏り及び空調設備の老朽化が問題である。これらは、平成 13年度から営

繕要求を続けているが、実現に至っていない。特に雨漏りは図書館にとっては重大な問題

であり、早急な対応が望まれる。

b.課題

・増築・改修検討小委員会において、本館改修計画を策定し、概算要求に結びつける。

-本館・北分館の屋上の防水措置について、引き続き営繕要求は続けるが、実現の目処が

立たないようであれば、学内措置で要求し実現を図る必要がある。

2)利用環境・設備の改善

図書館施設の構造は利用環境、サービス、業務遂行に密接に相関しており、快適な利用環境
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と長期的視野に立った施設構想、が肝要となる。

現行のスペース配置は 2階エントランス部分に受付がなく、来館者に判りにくい構造であり

サービス面でも課題となっている。

①閲覧環境

閲覧机は昭和40年代に整備されたものが多く、照明も含め、利用者に快適な空間に計画的

に改善する必要がある。その際、 4人掛机から、学生の利用動向にあわせ、 1人用キャレル

への転換も図る必要がある。本館、北分館とも現在キャレルは書庫内にあるのみであり、数

もそれぞれ 30席、 7席と著しく少ない。

② 電子資料利用環境

現有図書館スペースは、電子的資料の利用を想定していないためネットワーク端末機の設

置が困難である。スペース狭険は本館・北分館をはじめ各部局図書室等で切実な課題である。

電子図書館機能の整備には端末利用スペースの確保が必須であり、図書館利用環境見直しの

中で総合的に検討することが必要である。

③保存環境

人文系部局図書室との業務統合等による収蔵スペースの狭隆化が進み、雑誌パックナン

ノてーの床積みも日常化している。集中管理による資料の共同利用、有効活用を進めるために

も、全学共用の文献保存センター機能の早期実現が緊急課題である。

また、本学が所蔵する史料及び多数の貴重図書を適切な環境で保存するために、遮光及び

温湿度調整が可能で、防火対策が施された本格的な貴重資料室を設ける。
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7 研究開発機能

1 ) 現状

図書館の研究開発機能の必要性については、『大学図書館における電子図書館的機能の強化・

充実について(建議)j (平成8年 学術審議会)においてはじめて言及され、『科学技術創造立

国を目指す我が国の学術の総合的推進方策について(答申).JJ (平成 11年 6月 学術審議会)に

おいても図書館は「それ自身研究開発的な側面があるJ と再度確認されている。

他大学、とくに 7大学附属図書館においては、本学を除いて研究開発室を学内措置で設置し

ており、体制は大学によって異なるが、情報リテラシー教育支援、電子図書館システムの研究

開発、図書館資料の調査研究等に成果を上げている。

本学においても、高度情報化社会において、図書館が研究者・学生の多様な情報要求に適切

に応えていくためには、図書館情報システム及びサービスについて不断の研究開発が必要であ

る。

本学はまた、北方関係資料、大学沿革資料、スラプ関係資料等のユニークなコレクションを

所蔵しており、これらの資料についての調査研究も重要な機能である。

このため、中期計画のなかでは、「調査研究室を設置して、情報リテラシー担当、北方関係資

料・大学史料担当及びスラプ資料担当の助教授、助手を配置し、プロジェクト型研究開発を推

進するりとしている。

2)課題

・附属図書館の研究開発機能として、何を対象とし、どういう体制で取り組むかについて速や

かに検討を開始する必要がある。

・学内外の研究者、組織との連携協力による研究開発を視野に入れた研究開発体制を整備する

必要がある。
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8 管理運営

1 )図書館委員会

① 現状

[役割]

図書館委員会は、附属図書館に関する重要事項を審議することを目的として設置されてお

り、年4回程度開催されている。定例の審議事項としては、事業計画、予算・決算等がある

が、近年では学術研究コンテンツの整備や利用者サービスの拡大等取り組むべき課題が多い

こと、迅速な対応が必要であること、等から臨時に開催される状況が発生している。

[委員]

委員は、部局を構成する学部・研究科、研究所、センターから選出された教授または助教

授 23名と附属図書館長、副館長で構成される。

[小委員会]

事項によっては、委員会のもとに小委員会を設置して検討することができることになって

おり、小委員会の検討結果は、委員会に報告、審議を経て、図書館の方針として実施される。

従来、小委員会は検討が終了すると解散することになっていたが、平成 14年度に設置された

「学術研究コンテンツ小委員会」は常設小委員会である。

②課題

・法人化に伴い、図書館の位置付けがどうなるかが論点となっているo 大学における学術情

報基盤として、法的にも実質的にも明確に位置付げられるべきである。

・法人化に伴い、附属図書館においても課題・事業に対して迅速な対応ができる執行体制の

確立が求められる。

• r学術研究コンテンツ小委員会」に見られるとおり、単に審議・検討組織というだけでない

役割も担うことになってきている。

2)組織

①現状

a.附属図書館長

附属図書館長は、平成 13年度より、副学長が兼務することになった。図書館の機能は常

に全学的な立場から考えられるべきもので、その点で附属図書館長が大学の執行部に入る

ことの利点は大きい。

副学長の任期 2年間で再任が可能となった。

b.副館長

副学長が附属図書館長を兼務することになり、多忙を極める状態が続いたことから、附

属図書館長を補佐するために平成 14年度から副館長を設置した。副館長の役割としては、

北分館長を兼務すること、学習図書館機能の整備及び学内諸委員会の対応にあたること、

となっている。

C. 事務部

附属図書館事務部は、昭和 40年に部課長制がしかれ、昭和 62年から現在の 3課制となっ

た。現在は、 1部 3課 11掛、職員数は 39名(うち図書館職員は 29名)である。本学は、

この他に 19の部局図書室等があり、ここに 16の掛が設置されている。部局図書室等の図

書館職員数は、 71名である。(組織図を参照)
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② 課題

・法人化後も附属図書館長が大学の執行部のメンバーとして、大学の管理運営に参画するこ

とが重要である。

・事務改善委員会の事務組織見直し案では、全学の図書館職員は、附属図書館長の指揮下に

おかれ、附属図書館事務部に一元化されることになっている。具体的なあり方についての

検討を開始する。

・法人化後の厳しい職員体制に対応するために図書館組織の見直しを行う。

・図書業務の効率化及び図書館サービスの改善を図るため、管理業務の集約化を図る。

3)部局図書室・専攻図書室

①現状

本学には、本館・北分館の他に部局レベルで設置されている部局図書室が 19あるo また、

学部・研究科によっては、学科レベルで専攻図書室といわれる図書室を設置している部局も

ある。とくに後者については、これまで、実態がよくわからなかったところがあり、今回の

自己点検評価に際して、実態調査を実施した。その結果 21の専攻図書室から回答があった。

理学研究科、工学研究科及び農学研究科に専攻図書室が設置されている。

以下、調査結果に基づいて、現状を点検する。なお、 19の部局図書室と 21の専攻図書室を

含めて、部局図書室等ということとする。

調査結果の集計については、資料として別添添付しである。

a.役割・意義

部局図書室等の一義的な役割は当該部局の図書館機能を担い、学生・研究者をサービス

対象として、その教育・研究を支援することとしている。無論、本学の学生・教職員の利

用も可能である。但し、部局図書室及び専攻図書室とも施設規模、職員体制に大きな差が

ある。これは部局等の規模によるところが大きいが、学問分野による部局図書室等に関す

る必要性の認識の違いにもよっているo

部局図書室等は、研究者対応の図書館機能を担う面が強調されるが、規模が大きい図書

室や学部の中央図書室においては、学生に対するサービスが大きく位置付けられているo

殆どの部局図書室等が今後とも継続して機能すべきであるとされているが、電子ジャー

ナル等の利用が拡大されてきたこと、人員の確保が難しくなったこと等により、統合を課

題とする部局図書室等もあるo

b.利用者サービス

i .開館時間

時間外開館については、 6図書室等が平日の時間延長を実施している。土曜日開館を

実施しているのは 2部局図書室等に限られており、さらに日曜・休日開館を実施してい

るのは医学研究科・医学部図書館だけである。ほとんどの部局図書室等の開館時間は、

平日の時間内のみに限定されているが、サービス対象が限られているということもあり、

自動入退館装置等により時間外の入室を可能としている部局図書室等もあるo 医学研究

科・医学部図書館、薬学研究科・薬学部、地球環境科学研究科、低温科学研究所及び医

療短期大学部図書室では、無人の 24時間開館を実施している。
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ii.貸出

貸出を実施している部局図書室等は 30あり、貸出冊数の合計は 74.827冊(平成 13年

度)である。これは、本学全体 (288，769冊)の 26%にあたる。

貸出制限冊数を 5冊以内とする図書室が多いが、中には薬学研究科図書室のように制

限を設けていない図書室もある。

iii.レファレンスサービス

レフアレンスサービスもかなりの部局図書室等で実施されている。特に、医学及び工

学研究科図書室において質問受付件数が多い。部局図書室等での受付件数は、 25，012件

(平成 13年度)であり、これは北大全体の 84.8%にあたる。今後、インターネットを利

用した電子レファレンスサービスを実施するに際して、共同実施の可能性を示唆するも

のである。

iv.相互貸借

15の部局図書室等で実施されている。大学全体に占める割合を平成 13年度で見ると、

現物貸借冊数では 48.7%であるが、文献複写件数では、 79.1%に上っている。

v.オリエンテーションの実施状況

13の部局図書室等で実施されている。内容は、新学期に学生、大学院生に対する部局

図書室等の利用案内の簡単なものから、医学研究科図書館のように教官と連携して授業

のなかで文献検索法について説明・演習を実施している場合もある。

vi.学外者への公開状況

行政評価局の監視が附属図書館に入札一般市民の利用拡大について指摘があったよ

うに、国立大学施設の公開については、今後とも取り組むべき課題となる。

学外者の利用を認めている図書室等は 24ある。閲覧のみを許可している図書室が殆ど

であるが、学科の卒業生や特定の利用者に対しては貸出も実施している図書室がある。

手続きに必要な書類も紹介状、身分証明書、免許証等本人と確認できるものでよい等部

局図書室等によってまちまちである。

C. 情報資源

i .受入冊数

今回の調査では、消耗品扱い資料の受入冊数について調査を行った。従来蔵書統計で

は、年間約 7万冊の資料が受入れられていることになっていたが、そのほかに約4万冊

以上の消耗品扱い資料があることがわかった。消耗品扱い資料のほとんどは、蔵書統計

にも表れず、目録作成の対象ともなっていない。このことは、収蔵スペースを考える際

に、備品扱い資料だけを考慮するだけでは済まないことを意味している。また、多くの

資料が目録も作成されず、したがって検索できない状態であることも問題である。

ii.電子的資料導入数

CD-ROM等のパッケージ型電子資料は、 113点が導入されている。また、ネットワー

クを介して利用可能なデータベースは、医学、経済学研究科の図書室を中心に 14点(平

成 13年度)導入されているo

iii.特殊コレクション

[学位論文]

11の図書室等において、学位論文が保管されている。学位論文については、利用ルー
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トがはっきりしていない(いわゆる灰色文献)が、需要の多い資料の典型である。十数

年前に米国からの指摘に従い、利用の窓口を国立国会図書館に、検索のためのデータベー

ス化を当時の学術情報センター(現国立情報学研究所-NII)において行うことになっ

た。検索は NIIのNACSIS-IRによって可能となったが、国立国会図書館での利用は閲

覧に限られており、コピー要求は、それぞれの大学が対応しているのが現状である。本

学では、 NIIから本学分のデータを入手し、独自にデータベース化を進めている。 (r5 

電子図書館的機能」を参照)

[特殊文庫]

教育学研究科、医学研究科、農学研究科、水産科学研究科及びスラプ研究センター図

書室において、特殊文庫が所蔵されている。しかし、整理状況はまちまちで、必ずしも

整理が完了して、利用可能な状態になっているわけではない。

d.施設・設備

i .延床面積

部局図書室等が占める延床面積は、 14.985m2に上る。このうちサービススペースは

4，287 m2であり、多くのスペースが書庫等の管理スペースにあてられている。水産科学

研究科図書室を除き、すべて部局面積に含まれている。

ii.閲覧座席数

部局図書室等の閲覧座席数は、合計で 772席となる。本館・北分館を合わせた閲覧座

席数は学生数の 10%以下であり、これら図書室等の閲覧座席が補完の役割を果たしてい

ると考えられる。

iii.収蔵可能冊数

部局図書室等の収蔵可能冊数は、 166万冊であるが、これはすでに所蔵冊数 188万冊を

下回っており、殆どの図書室等で収蔵スペースの不足が深刻になっている。収蔵スペー

ス問題は、もはや各部局図書室等で取り組む課題ではなく、全学的課題として対処する

問題である。ただし、今回の調査による限り、全学の収蔵スペースが実現した場合に、

移管したいと考えている図書冊数は、約 48万冊に過ぎなかった。

e.管理運営

i .図書委員会

殆どの部局図書室等で図書委員会を設置して、図書室の運営にあたっている。また、

図書館委員を選出している部局にあっては、附属図書館に関わる問題についても協議が

行われており、附属図書館とのパイプ的役割も担っている。

ii.職員体制

部局図書室等の図書館職員は 71名であり、全学の 70%を占める。掛が設置されている

のは、 16の部局図書室等である。図書館職員が配置されている専攻図書室もある。 2掛

体制の図書室等が3室、 1掛であるが、 3名以上の図書館職員が配置されている部局図

書室等が2室あるが、その他は、 2名あるいは 1名で運用している状況である。

iii.図書室業務

通常の図書業務のほかにどのような業務を遂行しているかの調査では、特に紀要の発

行についてどの程度関わっているかについて質問をした。その結果、 12部局図書室等で

紀要発行が図書室の仕事に含まれていることがわかった。但し、業務量については、年
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間5時間........730時間と部局間でかなりの差がある。

iv.部局図書室と専攻図書室

組織上は、部局図書室の指輝下に専攻図書室が位置付けられているが、運営上は必ず

しもそうではないようである。今後の厳しい、定員管理及び経費状況にどのように対応

していくかが課題となる。

②課題

・本学の図書館機能において現在部局図書室等が果たしている役割は大きい。部局図書室等

には、全図書館職員の 7割が配置され、図書室等の維持費は、本館・北分館のそれに匹敵

する額に上っている。現在、今後における事務組織のあり方について審議が行われている

ところであるが、今後における本学の図書館機能、組織のあり方を考える上で、本館、北

分館及び部局図書室等が一体性をもって運営できる体制とすることが肝要である。

-本学蔵書の約 3分の 2は、部局図書室等に分散配置されており、これらの資料を学生・教

職員が容易に利用できる学内相互利用サービスの仕組みの整備が必要である。海外アドバ

イザーによる提言評価のなかでも、この点が指摘されている。

・学外者の利用について最低限のルールの統一を図るべきである。

・法人化後の会計基準及びその注解によると、図書は有形固定資産と位置付けられる。消耗

品についても基準が示されていることから、従来とは対応が異なってくる。このことを念

頭において法人化後の図書業務の在り方を検討する必要がある。

・スペースの狭隆化に対しては、本館増築計画の中で構想されている全学の資料収蔵セン

ターとの関連で対応する必要がある。

4)図書業務の統合

部局図書室等を附属図書館に統合する動きは、昭和 50年の法学部の業務統合を初めとする。

その後、言語文化部、教育学部、経済学部が統合され、文系部局としては、文学部及びスラプ

研究センターの統合が課題となっている。

統合は、図書掛を残す部分統合と図書掛を残さない完全統合がある。また、統合の理由とし

ては、図書の収蔵スペースの狭隆化や職員確保の問題等が挙げられている。しかし、統合の意

義は、大学全体として図書館が円滑に機能し、図書館資料の管理及び利用のルールが一元化さ

れ、本学の構成員による共同利用が促進されるということでなければならない。

平成 13年 12月から文学部と、平成 14年5月からスラプ研究センターとの協議がはじまって

いる。いずれも最終合意までには至っていないが、方向は見えつつある。

①現 状

a.文学研究科

平成 13年 10月に申し出があり、「文学部図書統合計画委員会」を設置して協議を続けて

いる。平成 14年 7月には、統合を前提として文学部から約 5万冊の図書を図書館に移動し、

管理換の手続きを進めている。

すでに、委員会を 3回開催、図書移管部会及び業務統合部会において具体的な事項につ

いて協議を進めている。

文学研究科との統合では、約 20万冊の図書が図書館に移されることになっている。本館

改修にあたっては、これらの資料の収容について考慮が必要である。
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b.スラプ研究センター

平成 14年2月に申し出があり、協議を続けている。スラプ研究センターの主要な資料約

7万冊はすでに管理換されており本館書庫内に配架されている。業務統合後のイメージに

ついてはほぽ合意が形成されつつあり、経費等の具体的事項についてさらに検討が進めら

れることになっている。文学研究科と同様移管図書の収容スペース確保が緊急の課題と

なっている。

② 課題

・図書業務の統合協議は上記のように個別で進められているが、一方、全学的な組織見直し

の作業とも関連してくるo また、法人化後の制度及び厳しい定員状況も念頭に置く必要が

あるo その意味で、今後の全学図書館機能のあり方を見据えつつ行う必要がある。

5)事務改善

①現状

事務改善については、平成 12年に事務連絡会議のもとに事務改善委員会が設置され検討が

進められた。とくに、事務組織の見直しについての検討が精力的に行われた結果、平成 13年

末に大枠がまとめられ、事務改善委員会で了承された。今年度になり、全学的な承認を得る

ための作業に入る予定であったが、この聞に国立大学の法人化が現実のものとなったことか

ら、手直しが必要であるとの認識に立ち、その結果が「北海道大学における今後の事務組織

の在り方について(案)Jとして、現在「法人化移行準備委員会」等で審議中されているとこ

ろである。

この中で附属図書館については、以下のとおり記述されている。すなわち、

「附属図書館の事務部職員は、定員管理上、事務局長管理下の職員となるが、指揮命令

系統上の整理は、附属図書館事務部として附属図書館長の指揮下に置く。

また、部局の図書関係事務部門は附属図書館事務部に一元化し、発注、受入、目録作

成等の管理業務を集中化することにより事務処理の迅速化と効率化を図る。

なお、各部局の図書室、閲覧室等には、図書に関するサービス業務に必要な相応数の

人員を附属図書館事務部職員としてそれぞれ配置し、学生、教官に対する学術情報・資

料の利用環境の充実を図る。」

これは、ほぽこれまで附属図書館が主張してきた方向であり、この考え方に基づいた事務

組織の再編を今後進める。

② 課題

・平成 16年4月からの法人化が組織再編の時期であり、それに向けて附属図書館として検討

を開始する必要がある。

・事務組織の見直しは、附属図書館にとっては全学の図書館組織の再編であり、図書館サー

ビス体制の改善に結び付ける必要がある。どのような体制になり、図書館サービスはどう

なるのか、早急に提案し、部局等の理解を求める必要がある。

・管理業務の集約化については、これまで実務担当者において検討されてきた経緯がある。

法人化、図書館組織の一元化等を踏まえた検討を再開する。
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6)学内情報施設との連携

① 現状

これまでの学内情報施設との連携は、大型計算機センターあるいは情報メディアセンター

との希薄な関係に留まり、また、委員会組織としては、学術情報委員会に委員長として附属

図書館長が、その下部組織の情報ネットワークシステム専門委員会には附属図書館事務部長

が参加し、さらにその下部組織には、情報システム課長あるいは情報システム課専門員が参

加する体制となっている。これらの委員会は、本学の学術情報体制の在り方等を検討し実施

するために組織されたものである。

本学では、平成 15年度概算要求した情報基盤センターが実現の見込みとなり、体制の再構

築が実現することや、電子図書館機能の強化として、①コンテンツ、②ノ、ードウエア及びソ

フトウエアの観点、から充実が大いに期待される。

情報基盤センターの機能のーっとして、デジタルコンテンツ支援機能があるo この内容を

記述すると「電子媒体の学術情報(デジタルコンテンツ)を系統的に収集、蓄積し、学内外

の利用者がネットワークを介していつでもどこからでも検索、利用できるように組織化した

上で配信するサービスは、本学が最先端の研究と高度の教育を遂行していく上で不可欠な学

術情報基盤といえる。情報基盤センターは、附属図書館と緊密に連携し、学術情報サービス

を飛躍的に高度化することをめざし、コンビュータ及びネットワーク資源、システム及びデー

タベースの運用管理、情報リテラシー教育及び研究開発の面から附属図書館を強力に支援し

ていく役割を担う。」と記述されている。また、支援内容として、次の点が力説されている。

(1) デジタルコンテンツのためのコンピュータ資源及びネットワーク資源の提供・管理

(2) データベースの運用管理

(3) デジタルコンテンツの提供サービス

(4) デジタルコンテンツ作成支援機能

②課題

附属図書館が発信する情報は、図書館資料の目録情報、電子化した資料情報に加え、最近

では、電子ジャーナル、二次情報データベース、学内生成デジタルコンテンツ及びそのメタ

データとネットワークを介して配信される学術情報を含む形へと変化している。この変化は、

単に附属図書館が所蔵資料の情報のみならず、教育・研究に関わる広範囲な情報を取り扱う

施設であることを実証し、情報基盤センターの上記支援を積極的に受け止め、体制を整備し、

学内の学術情報発信基地とする必要がある。

7)学外機関との連携

①現状

学外の機関との連携は、第一に国立情報学研究所 (NII)との連携を挙げることができる。

本学では、 NIIの各種事業、①全国総合目録データベース (NACSIS-CAT)の構築、②大学

図書館間相互貸借 (NACSIS-ILL)の活用、③平成 14年度から始まったメタデータ・データ

ベース構築事業、等に参加し、図書館業務の遂行に努めてきた。①の NACSIS-CATは、全

国的な体制下での共同分担目録作成であり、本学が入手した図書館資料の目録を迅速かつ的

確に作成するために、強力な連携が実現している。②の NACSIS-ILLは、参加している国内

の国公私立大学図書館及び他の研究機関等との間で、図書館間相互貸借(lLL)が実施され、
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学内に所蔵しない文献のコピー取り寄せ及び現物資料の借受をするもので、本学の教育・研

究を推進する上で重要な役割を果たしている。また、 2002(平成 14)年度からは、米国 OCLC

との相互利用も実現し、かつ、規模を拡大する方向で国際ILLが推進されている。③のメタ

データ・データベースは、インターネット上の学術情報資源を有効かつ効率よく活用するた

めの手段として実施される事業であるが、当データベースを用いて、本学がネットワークを

介して発信している学術情報の公開を推進するために有効な手段である。

次いで、挙げることができる外部との連携としては、道内大学図書館等関係機関との連携

を挙げることができる。これまで、道内国公私立大学の図書館とは道内大学図書館協議会や

道内国立大学図書館協議会を介して連携を採ってきた。

②課題

NIIとの連携は、大学が法人化しでも、本学附属図書館の事業展開の上でも、また、これま

でも実施してきた人事交流等も含め、更なる連携が重要である。

他の機関との連携は、大学図書館に限らず、道立図書館等との連携も強化し、デジタルコ

ンテンツの作成・提供について共同事業を展開することが必要である。たとえば、 fS 電子

図書館的機能J 1)資料の電子化で述べた「北方関係資料総合データベース」は本学独自の

データベースであるが、道内他の機関には関連した資料が所蔵されており、連携・協力体制

を確立し、各館が所蔵する関連資料のデジタル化の共同事業化と相互利用の推進を実現する

ことが重要である。

8)点検評価

①現 状

附属図書館の自己点検評価としては、「平成5年度北海道大学年次報告書」の「羽 図書及

び学術情報」において、本館・北分館及び部局図書室等の現状についてまとめられているが、

単独の作業としては実施されていない。

附属図書館では、毎年事業計画を策定し、その達成状況について図書館委員会に報告して

いる。これも評価のひとつと言えるが、例えば年次報告書としてまとめているわけではない。

点検評価の実施は、平成3年度の大学設置基準の大綱化(i'大学教育の改善について(答申J)

による。この時点で各大学において、点検評価体制の整備が行われた。本学においても、全

学の「点検評価委員会」が平成 3年 12月に設置されている。同時に、各実施部局にも「点検

評価委員会」が設置された。しかし、「北海道大学点検評価規程Jでは、附属図書館は点検評

価の実施部局となっていない。このことが、附属図書館において点検評価が実施されなかっ

た要因のひとつといえるかも知れない。

しかし、点検評価の必要'性は、法人化を控えてさらに高まっている。すなわち、法人化後

は中期目標・中期計画を策定して事業を遂行し、その達成状況が評価される。そしてこの評

価が運営費交付金の配分に影響するとされている。

また、附属図書館として、図書館活動全般についての点検評価も重要である。国立大学図

書館協議会においては点検評価の重要性に鑑み、評価指標の検討が行われている。そこでは、

蔵書数や予算等いわゆる所与の指標だけでなく、成果(アウトカム)を測定する評価指標、

電子図書館サービス関連の評価指標及び定性的な評価指標について検討が行われている。

(f大学図書館における評価指標報告書J 2002.3) 
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②課題

・定期的に点検評価を実施する体制を整備し、点検評価を実施する必要がある。その際、他

大学との比較が可能な評価指標を採用する。また、利用者の満足度調査の採用を検討する。
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9 予算

1 )図書館維持費

①現状

図書館維持費は、全学共通経費として配分される。このなかには、文部科学省から措置さ

れる図書館経費及び図書館設備費の当初予算が含まれる。 2次配当となる夜間開館経費は、

示達時点、で別途配分される。表5は、図書館維持費の推移である。ここ 5年間で経費はほぽ

横ばいの状況である。

したがって、新たな事業については、別途経費の措置により実施している。すなわち、

平成 12年度については、創基 125周年記念事業経費が措置され、北方資料室及び本学沿革

資料室の改修、貴重図書室及び大型コレクション室の整備が実現した。

平成 13年度には、基盤的データベース導入経費 (Webof Scienceの初期経費)、本館玄関

前整備経費、電動集密書架導入経費、人文・社会科学教育及び留学生教育支援のためのマル

チメディア環境整備経費、本館改修調査費等が措置され、懸案の解決が進んだ。

表5 図書館維持費の推移 (単位:千円)

平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度

被服費 275 182 162 119 158 

自動車維持費 163 74 67 74 76 

備品費 3，979 7，471 7.679 7，379 7.505 

消耗品費 8，428 8，740 8，892 9，084 8，998 

印刷製本費 7.352 6，589 6，664 6.893 6，998 

通信運搬費 5，307 5.091 5.059 4.592 4.380 

光熱水料 15.510 15，286 15，322 16.806 15.859 

行事等経費 205 117 109 128 127 

賃金 45.832 46.646 45.923 44.998 45.172 

借料及び損料 4.408 2，640 4.241 5，064 5.568 

雑役務費 31，545 30，551 30，662 30，962 32.291 

目録作成費 2.533 3.168 3，130 3，133 3，138 

総合目録データベース作成費 6.754 7，482 7.520 7.517 7.512 

節約 7，980 7，784 

l口』 計 140.271 141.821 135，430 136.749 137.782 

② 課題

・国立大学法人化に伴う附属図書館事務部の一元化を図る際に、新たに附属図書館となる施

設の維持費の対応について検討する必要がある。

・施設・設備の改修とともに、家具等の老朽化にも対処する必要がある。閲覧椅子について

は年次計画で更新を行っているが、その他の閲覧席や書架についても更新計画を立てて、

年次計画により改善を図る必要がある。
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10広報

1 )刊行 物

刊行物

附属図書館概要

検蔭(館報)

検蔭レター

図書館利用案内

発行部数

1，000部

4，000部

3，200部

3，000部

刊行頻度 内 ~ヨ""・

年刊 沿革、組織、コレクション紹介、統計等

年3回 特集、お知らせ、資料紹介、委員会報告等

月刊 お知らせ、データベース紹介、講習会案内

年刊 日本語、英語、ハングル語、中国語版

図書館サービスの案内と新たに提供する電子ジャーナル、文献データベース紹介などの情報

提供と利用者とのコミュニケーションを目的として、表のような刊行物を作成し、広報活動を

しているが、ホームページの活用を含め、 webによる速報性のある広報など、見直しが必要で

ある。

2)ホームページ

平成 7年9月に独自のホームページ(日本語、英語版)を開設し、 OPAC検索をはじめ各種

図書館サービスのガイド、電子ジャーナル等、学術情報提供と利用者とのコミュニケーション

窓口機能を果たしている。

平成 11年度には、文献複写依頼、図書リクエスト等を Web上で申込み可能に、また電子

ジャーナル等学外情報源へのアクセス窓口を提供するなど、拡充されてきた。今後は図書館に

学術情報のポータル機能が期待されていることから、使いやすいページ構成、コンテンツの充

実などさらなる機能更新を図る必要がある。

3)展示

常設展示は本館 2階ロビー、分館 2階で6カ月ごとにテーマを変え北方資料室所蔵の資料を

展示し、学外利用者から好評を得ている。平成 13年度は本学創基 125周年記念事業の一環とし

て、北方古地図の展示とあわせ電子展示では、デジタル化された古地図を高精細画像で広く公

開した。今後はマンネリ化とならないように新たなテーマを開拓する必要がある。
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11 北海道大学附属図書館システム

1 )附属図書館組織計画

図書館組織の現状については、 8.管理運営の章に詳しく述べられている。

平成 16年度の法人化をみすえた組織の再編を図る。

法人化後の附属図書館組織については、法人化移行準備委員会、人事業務専門委員会から出

された「北海道大学における今後の事務組織等の在り方について(案)Jの中でふれられている。

その骨子は以下のとおりである。

-附属図書館の事務部職員は、定員管理上、事務局長管理下の職員となるが、指揮命令系統上

の整理は、附属図書館長の指揮下におく。

・図書関係の管理業務(発注、受入、目録作成等)は集中化し迅速化と効率化を図る。

・図書関係のサービス業務(閲覧、貸出、参考調査業務等)は部局図書室等に必要な人員を配

置し利用環境の充実を図る。

・上記を受け、平成 15年2月本館に設置した「北海道大学の図書関係事務改善検討WGJを中

心に事務改善委員会及び業務分析等WGとも連携しながら検討を開始した。

事前に実施された、図書事務改善検討小委員会等の場での、集中化すべき管理業務の分析、

部局図書室等に対する現状調査等を十分に生かしながら早急な対応が求められている。

2)施設計画

施設の現状については、 6.施設・設備の章に詳しく述べられている。

本館の施設整備については、平成 6年 1月北海道大学附属図書館将来像検討委員会がまとめ

た「最終報告書」、平成 10年3月北海道大学附属図書館新営検討小委員会がまとめた「附属図

書館新営構想に関する報告書」などで報告されているo 平成 14年 10月図書館委員会の下に「附

属図書館増築・改修検討小委員会J を設置し、新館計画及び本館の改修計画案の策定を進めて

いる。

本学附属図書館が有すべき機能は、学習支援図書館機能、研究支援図書館機能、電子図書館

機能、保存図書館機能、ユニパーシティー・アーカイプ機能、地域センター機能、総合図書館

機能である。これらの機能は、新館のみならず、本館・北分館及び部局図書室等を含め全学の

図書館機能として実現されるべきものである。今後、全学の図書業務担当部署が協力して、人

員配置、資料配置、機能分担等早急に具体的な計画策定が必要である。

・新館構想、については、北キャンパス新産業創出拠点として位置づけられる「北大リサーチ&

ビジネスパーク構想」との連携を図ることが必要である。

-新館が持つべき保存図書館機能を最大限に活用し、各部局図書室等が所蔵する図書館資料を

集中化するとともに、北海道地区に巨大な学術資料群集積を検討する。

-施設部等関係部署と小委員会がまとめた計画案の具体化を早急に図る必要がある。
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11 資料編

A 附属図書館の中期目標・中期計画・年度計画

B 大学図書館評価指標データ集

C 平成 14年度大学図書館実態調査

D 部局図書室等調査集計結果



A 附属図書館の

中期目標・中期計画・年度計画





111 lPl 目標

A 附属図書館の中期目標・中期計画・年度計画

rl1 JPJ 計 画

2002/12/11 

(Oは全学的な取り組みを要するもの、 0は部局レベルで実施するもの)

平成 16年度計・回

1.中JPJ目標の期間
平成 16年度から 6~I:.問

2，附版図t号館としての滋*的な回開
。本学にお砂る教育・研究目械の連成を支握するため、本学の学~・教職員が
必!Al!とする多織な情報資源を収集、作成、組織化し、あるいは学外の前線資
源へのアクセスを可能とし、適時に利mできる環境を設備する。また、これ
らの情報資源に基づき、情報リテラシー教育支援を含む広範なサービスを提
供する。

。学内におI;}"る学術情報の流通及び学外への情報発信を充実・強化するため、
学内情報関連施設との迎悦・協力を図る。

@学術コミュニケーション環縫を改善するため、国内外の|期迎俄聞と迎携・協
")Jする。

@大学の地域買献の一環として、 1也統の文化の接輿に寄与し、 JI!!級住民の生誕
学習を支援するとともに、広〈悶内外の学術研究の発阪に訂献する。

:i，附係閣曾館の教fj研究支揮の聞の向上に閲する目額

(1)学習・教育支援に!}¥Iする目側
0学生の学習・教育に必盟なlま!1It館資料の充史

ω吋
1
1

0留学生及び国際化対応サービスの充災

。和11m者の情報1~1fI能力及び情報倫理の語義
(2) 研究支援に関する回線
。学術研究コンテンツの照的を推進
O特殊コレクションの拡充
0研究者支援サービスの充史

(3) 社会買献に閲する目標
r 6，社会への説明資{去に1M!ずる目標」を参照

(6) 電子図書館的駿能に閲する目標
Oネットワーク情報の干IJJs環境の改善

O所蔵資料へのアクセスの改普

4，業務運営の改普及び効率化に関する目標
(1)運営体制の改普に1刻するm保

。学内国11}業務・闘m白ifilli岱の効率化、円滑化、高度化

(4) 事務等の効率化・合現化に閉する目標
。図魯資料資産管理の適正化

5，財務内容の改普に関する日傑
(1)外部研究資金その他の自己収入のmlJlIに閲する目標
@財政基盤の強化

(3) 学術情報の全学的技術に閉する目傑
。全学的な学術研究コンテンツの整備

1.附属国l!}館の教育研究支援の質の向上に閲する回様を述成するためにとる
べき措置
(1)学習・教fj文担に関する目的を達成するためにとるべき fltl~l
0学生の課題探求能力の育成、新しい時代におりる教姥の栢繋等に対応し

て、教終的図1'fを合む学生のための蔵爵構築を鍛逃する。
-本fri{・北分館の学生IIJ図mをさらに各3万111}技術する。
・シラパス拘蛾資料を本館・分館において網羅的に戦術する0

.マルチメディア資料6.000点を盤備する。
0留学生のためのビデオ、国型I等の整備を行う。
0留学生のための術担放送受信チャネルの拡大する。
O体系的な情報リテラシー教育支援を実施する。

(2) 研究支控に!}¥!する目的を達成するためにとるべき摘悶
@本学で利m可能な電子ジャーナルを 10.000タイトル以上に拡大する。
。本学で利用可能な電子的参考図前(電子辞帯、也子百科~HØI!~予)を 300 タ

イトル以上に.fJi;大ずる。
0電子ジャーナル、データベース等の利用方法について川知を陸lる。
0研究者と迎御して、北方関係資料及びその他コレクションについて調

査・収集を行う。
Oドキュメントデリパリを含む学内因曾相互利m(lntra-Library Loan) 
サービスを~施する。

(6) 電子岡純館的儀能に関する措置
0分散された多様なネットワーク情報資源の効率的検紫・利用システムを
構築する。

Oすべての蔵t!tについて OPACで検察可能とする。
O北方関係資料の電子化を推進する。

2，業務運営の改普及び効率化に閲する措置
(1) 運営体制の改替に附する措置
。全学の事務組織の見直しのなかで全学の悶l!f館組織を一元化を図る。
@全学の図m受入、雑踏浸入、目鋸業務を集約化する。
。全学の図符館機能の高度化を図る。

(4) 事務等の効率化・合理化に関する措世
。平成 18年度までに図待資産管理データベースを術策する。

3，財務内容の改穫に閲する措阻
(1)外部研究資金その他の自己収入の増加に閲する措出
。全学的見地から図術館維持費及び資料費の財源の拡充を図る。
0学外者による図拘館支援制度を設け、寄付やボランティア参加等悶llF館

に対する地峻住民の理解と支援を得る。
(3) 学術情報の全学的整備に!則する措置
。平成 18年度までに、学術研究コンテンツ整備のための財務iのあり方につ

いて見直しを行う。

1.附崩図t!f舶の教育研究支援の質の向上に聞する回線を達成するためにとる
べき惜i世
(1)学習・教育文般に附する目標を達成するためにとるべき指世
0教-貫教育を文臨するため、学生のための蔵判構築のあり方について検討

する。
O本館・北分館に新刊脅各 6.000fI日を膿(ffiする。
0北分館において、CD-ROM、DVD等のマルチメディア資料1，0叩点を盤

備する。

0情報リテラシー教育支接プログラムを開発する。
(2) 研究支躍に関する目標を達成するためにとるべき締出
0利m可能な電子的参考図容を 100タイトル披備する。
O各種利m説明会を開似する。

(6) 電子図11，館的機能に閲する目標を達成するために取るべき措置
Oシステム術築のための要求嬰件、必要なソフトウエアの調査・検討を行

う。

0北方関係資料55.000点の画像データを作成す・る。

工業務迎営の改普及び効率化に閲する措置
(1)迎営体制の改鋳に閲する措置

。全学図m舶組織来を策定し、全学の合意をmる。
O本航及び分舶の管理業務を集約する。

{4) 事務等の効率化・合理化に閲する指田

3，財務内容の改替に閲する措置
(1)外部研究資金その他の自己収入の哨加に関する術関

(3) 学術情報の全学的整備に関する措世



2002/12/11 

中期目標

6.社会への脱明質任に閲する目標
(1)点検・僻価の忠実に閲する目標
0自己点検・外部府価の実施及び公表

(2) 情報公開等の推進に閲する目標
0因由館資料の公開

(3) 情報の発侶・提供に閲する目揮
。学術情報発侶・提供接能の強化

7.その他の皿要因揮
(1)施股股備の整備などに閲する目標
。園田館施股・設備の充実及び高度化

ω
∞l
l
 

(2) 安全管羽に閲する目標
0防災・防犯体制の強化

(3) 園田館資料の保存に関する目標
。園町館資料の効率的保存

O貨凪な知的資産の継君主

(4) 大学史料に関する目標
。大学史料の保存と利用環境の盤備

(5) 研究開発機能に関する目標
0研究開発体制の控備

(6) 学外機関との迎御に閲する目栂
0学外聞辿掛聞との共同取業の推進

中期計画

4.社会への脱明賀佳に閲する措置
(1) 点検・開価の充実に閲する措置
O~司11用者の湖足度開査を含む外部評価を実施し、結果を広〈公開する。
0僻価指揮に盤づき租々の統骨十項目について評価を行い、その結果を;);ー

ムページ等で公決する。
(2) 図由館の開放に閲する措置
0本学の貴盟資料の電子化を逃め、インターネットにより公開する。
O鹿示会等を通じて本学閣議資料を紹介する。
O園町館活動、園田館資料等に関連した部演会を実施する。

(3) 情報の発侶・提供に関する措置
。学術宵報ポータルを聾備し、大学の研究成果等への学外からの効率的・
効果的なアクセスを可能とするとともに、学外からの学術情報に関する
質問をインターネット等を活用して受砂付砂るディジタルレプアレンス
サービスを実施する。

5.その他の皿要目標に閲する措置
(1)施股股備の整備などに関する措置
0本館の全面改修を実施し、也子回世館的偉能の強佑、研究対応施股、閲

覧スペースの拡大、収蔵スペースの拡大を図る。
。金学的な図硲館施股盤側肝画に基づき増築を実現する。
0北分館について閲覧宣・初陣等の改修を行い、利用環境の改替を図る.
0平成 17年度までに、資料の一元的収蔵計画を策定する。
0学習環境を改替するため、本館及び分館の閲覧机・椅子を更新する。
Oネットワータ情報資源の利用環境を整備するため、施股改修にあわせて

情報コンセント及び利用者用 PCを増強する。
(2) 安全管理に閲する措回
O災脅時に職員が的臨・迅速に対応できる体制を整備する。

(3) 図卸館資料の保存に閲する措置
。電子的なアクセスを磁保しつつ、会学的な寵点から効率的な図曾館資料

の保存を行う.
0扶のない和義本について肢を作成する。
0賞血資料、古典資料について、裏打ち、糸緩じ、表装など必要な楠修を
行うとともに資料の劣化対策を間じる。

(4) 大学史料に閲する措置
。大学史料室を股回する。

同研究開発機能に閲する措阻
。調査研究室を股置して、情報リテラシー担当、北方関係資料・大学史料
担当及ぴスラプ資料担当の助教授、助手を配置し、プロジェクト型研究
開発を推過する。

(6) 学外機関との迎僻に閲する措置
0道内大学図由館と共同収蔵施般の可能性について協臨する。
0道内関係観閲とのデジタル情報の作成・利用についての共同取諜につい

て進める。

平成 16年度計画

4.社会への説明責任に閲する措阻
(1)点検・評価の充実に閲する措阻

(2) 因由館の開放に閲する措置
0企画展を開催する。
0企画展に併せて市民対象の蹄副会を聞他する。

(3) 情報の発信・提供に閲する措置

5.その他の重要目標に閲する措置
(1)施設設備の整備などに閲する措阻
0諜務統合により文学研究科等から移管される資料を収蔵するため、本館

の収蔵スペースを拡大し、 m励式m密由梨を股置する。
0全学の図m館施股酎・函は平成16年度までに作成する。

(2) 安全管理に閲する措阻
0本館・分館において防災即日都を実施する。

(3) 園町館資料の保存に関する措置
o JSTOR等のアーカイプ型地子ジャーナルで提供される雑誌について皿
視パックナンバーを処理する。

01.000点の資料について棋を整備する。

(4) 大学史料に閲する措回
。回世館に大学史料室 <UniversityArichives)を陸置することについて検
討する。

(5) 研究開発機能に閲する措置
@調査研究室の設置、助教授、助手定員の配聞について検討する。

(6) 学外借関との迎携に閲する措阻



B 大学図書館評価指標データ集

1. 本資料は、「大学I~I ~民館における評価指標報告書(国立大学図書

館協議会 法人格取得問題に|刻する附属図書館懇談会 図書館評

側指標 ¥i¥，TG)Jで設定された評価指標に従い、主に収集レベルL1

(基礎評価 レベル)の評制li指標についてデータを収集した。

※ L 1 : 1占舵l汗1fllliレベル ① 大学|きl.'Hlnの活動の概要を示す基礎的な統

，i1数字放び評価1itl1様。

② このレベルの大半のものは国内及び国際的

な比般が作劾である。

③ 大学の透明性を確保し、学内及び社会への

アカウンタビリティ(説明立任)を果たすた

めにも相断的に公IJf.Jすることが望ましい評価

o
 

t
、
引

s
h
r
v
 

巳
H

t
T
4』

※ L 2 :必知的選択レベル I J艇をtditlとする際、及び設定した目標の達成度

を評印liする際にその制拠を示すことが必須であ

ると4・えられる評倒j指際。

11棋の達成度を評価tiする際に、その根拠として

ぷすことでより説得力を持つと考えられる評価

指標。

2.使用しているデータは、「平成 14年度 2002 北海道大学概

要」、 「平成 14年度 大学凶当館実態調査」及び当小委員会が平成

14年 10月実施した 「部局図書室調査」によるものである。

※ L 3 :選択レベル





l 大学・図書館規模

1.1 大学規模(平成 13年度)

区分 |金額(千円) I 

予算規 模 11 81，037，000 

区分

学部規 模

区分

キャンノfス

学生数

区 分

学部在籍者数等

附置研究所|全国共同利用施設|学内共同教育研究施設等

3 I 3 I 12 

(14.5.1現在)

大学院在籍者数等

在籍者 研究生等 医技短学生 合計
在籍者 聴講生等 聴講生等

前期 後期

函館キャンパス 435 7 208 118 7 ~ 775 

札幌キャンパス 10，191 184 3.124 2，223 286 69 632 16.709 

全キャンパス 10，626 191 3，332 2，341 293 69 632 17，484 

職員数 (14.5.1現在)

職 員 数
職 種

大学 医技短 合計

総 長 1 1 

教 授 677 20 697 

助 教 授 628 17 645 

講 師 119 5 124 

助 手 658 16 674 

計 2，083 58 2.141 

事務官・技官 1，918 11 1，929 

」口~ 計 4，001 69 4.070 
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利用対象者数 (14.5.1現在)

区 分 学生数 教員数 合計

函館キャンパス 775 96 871 I 

札幌キャンパス 16，709 2，045 18，754 

全キャンパス 17.484 2.141 19，625 I 

1.2 図書館規模(本館・分館・部局図書室)

区 分 11 蔵書冊数 |雑誌種類数|図書館・室数|図書館施設面積|図書館職員数

図書館規模 11 3，394，915 1 丸 053 I 40 I 37， 025m2 
I 111 

楽「蔵書冊数J・「雑誌種類数」は平成 14年 3月31日現在。
楽「図書館・室数J r図書館施設面積」は平成 14年 10月28日現在。
業「図書館職員数」は平成 14年 5月1日現在。

E 利用者サービス(平成13年度)

2.1 利用対象者当たりの平均来館数 (L1) 

区分 延べ入館者数 利用対象者数 平均来館数

本 館 400，464人 19，625人 20.41回

分 館 611，437人 19，625人 31.16回

合計 1，011，901人 19，625人 51.56回

2.2 有人サービス・ポイント数 (L1) 

|有人サービス・ポイント数 I5カ所(本館4、分館 1) 

備考:有人サービス・ポイントとは、総合案内カウンター、貸出カウンター、参考調査カウンタ一、複写サービス
カウンターなど、通常の開館時間内に有人であるサービス・ポイントを示す。

2.3 利用対象者当たりの平均貸出冊数 (L1) 

区 分 年間の貸出総冊数 利用対象者数 平均貸出冊数

学生 101，400冊 16，709人 6.07冊

本 館 教官 17，344冊 2，045人 8.48冊

計 118，744冊 18，754人 6.33冊

学生 84，949冊 16，709人 5.08冊

分 館 教官 3，835冊 2，045人 1.88冊

計 88，784冊 18，754人 4.73冊

学生 186，349冊 16，709人 11.15冊

A口』 計 教官 21，179冊 2，045人 10.36冊

計 207，528冊 18，754人 11.07冊

学生 249，449冊 17，484人 14.27冊

全キャンパス 教官 30，463冊 2，141人 14.23冊

計 279，912冊 19，625人 14.26冊
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2.4 学内における利用対象者当たりの平均ILL依頼件数 (L2) 

区 分 年間のILL利用件数 利用対象者数 平均ILL利用件数

本 館 3，395件 0.173f牛

分 館 247件 0.013f牛
19，625人

l口』 計 3，642件 0.186件

全キャンパス 19，560{i牛 0.997件

2.5 学外との聞のILL受付件数と依頼件数の割合 (L1) 

区分 ILL依頼数 ILL受付数 依頼数/受付数

現物貸借 597件 2，163件 0.28 
本 館

文献複写 2，798件 7，115件 0.39 

現物貸借 130件 420件 0.31 
分 館

文献複写 117件 242件 0.48 

現物貸借 727件 2，583件 0.28 
，口企』 計

文献複写 2，915件 7，357f牛 0.40 

現物貸借 1，933件 3，624件 0.53 
全キャンパス

文献複写 17，6271i牛 28，577件 0.62 

3 資源(平成13年度)

3.1 利用対象者当たりの蔵書冊数、年間購入図書及び購読雑誌数 (L1) 

区 分 冊数等 学生当たり 教官当たり 利用対象者当たり

蔵書冊数 3，394，915冊 194.17冊 1，585.67冊 172.99冊

年間購入図書 39，008冊 2.23冊 18.22冊 1.99冊

年間購読雑誌数 9，474誌 0.54誌 4.43誌 0.48誌

備考:利用対象者数 19，625人 うち、学生 17，484人、教員 2，141人

3.2 資料の図書館に配置している割合 (L2) 

区 分 蔵 書冊数 図書館配置 研究室配置 図書館配置の割合

本 館 1，246，174冊 1，185，732冊 60，442冊 95.2% 

分 館 270，629冊 236，278冊 34，351冊 87.3% 

l口』 計 1，516，803冊 1，422，010冊 94，793冊 93.8% 

全キャンパス 3，394，915冊 2，336，981冊 1，018，633冊 68.8% 
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3.3 OPACデータ入力率 (L1) 

区分
蔵書 NACSIS-CAT NACSIS-CAT その他の電子化 OPACデータ入力率
(a) 入力対象外(b) 入力済(c ) 目録(d) c+d/a-b 

図 書 339.5万冊 100.0万冊 168.1万冊 0万冊 70.19% 

雑 誌 30，624点 一 28，098点 O点 98.94% 

電子的資料 127点 127点 O点 100.00% 

4 管理運営(平成13年度)

4.1 図書系職員当たりの利用対象者数 (L1) 

区 分 職員数
職員当たり 職員当たり 職員当たり

学生数 教官数 利用対象者数

全図書系 職 員 数 135.5人 129.03人 15.80人 144.83人

図書館(本館・分館)職員数 51.5人 339.50人 41.57人 381.07人

備考:
1 )全図書系職員数 135.5人 うち、常勤 111人、非常勤 24.5人(フルタイム換算)
2 )図書館(本館・分館)職員数 51.5人 うち、常勤 39人、非常勤 12.5人(フルタイム換算)
3)併任の館長・図書館長は含まない(2人)。

4.2 図書系職員当たりの蔵書数・図書受入冊数・雑誌受入数 (L1) 

区 分 職員数
職員当たり 職員当たり 職員当たり

蔵書数 図書受入冊数 雑誌受入種類数

全図書系 職 員 数 135.5人 25，054.72冊 506.11冊 155.54種類

図書館(本館・分館)職員数 51.5人 65，920.68冊 1，331.61冊 409.22種類

一一一

4.3 図書系職員の職務内容別内訳 (L1) 

区 分 管理職 総務系 受入目録系 サービス系 システム系 業務全般 その他

全図書系
8人 5.75人 36.75人 29.75人 2人 47.25人 8人

職員数

配置の割合 5.82% 4.18% 26.73% 21.64% 1.45% 34.36% 5.82% 

図書館(本

館・分館) 8人 4.75人 14人 17.25人 2人 2人 5.5人
職員数

配置の割合 14.95% 8.88% 26.17% 32.24% 3.74% 3.74% 10.28% 

備考:
1 )この指標については、併任の館長・副館長(2人)を含み、全図書系職員数は 138人、図書館職員数は 53.5人
とした。

2) r業務全般J は、少人数のため、業務分掌が不明確又は業務分担がなく、業務全般に従事する者の区分。
3) rその他」は、「総務系」から「業務全般」以外の業務に従事する者の区分。
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4.4 利用対象者当たりの図書館面積・閲覧座席数 (L1) 

区 分 面積・座席数 学生当たり 教官当たり 利用対象者当たり

図書館面積 17.342m2 1.04m2 8.48m2 0.92m2 

本 館
閲覧座席 658席 0.04席 0.32席 0.04席

図書館面積 5.046m2 0.30m2 2.47m2 0.27m2 

分 館
閲覧座席 555席 0.03席 0.27席 0.03席

図書館面積 22. 388m2 1. 34m2 8.10m2 1. 19m2 

」口~ 計
閲覧座席 1，213席 0.07席 0.31席 0.06席

図書館面積 37.373m2 2.14m2 17.46m2 1.90m2 

全キャンパス
閲覧座席 1，985席 0.11席 0.93席 0.10席

4.5 開館状況 (L1) 

区分 年 間 毎週 休 日 時 間 外

図書館・
開館日数 開館時間数 開館時間数 開館日数

年間開館日数
開館時間数

年間開館時間数

室 名 に対する割合 に対する割合

本 館 347日 3，654時間 80時間 104日 29.97% 930時間 25.45% 

分 館 343日 3，634時間 80時間 100日， 29.15% 940時間 25.87% 
」ー

5 予算(平成13年度)

5.1 大学総経費に占める図書館総経費の割合 (L1) 

大学総経費 l 図書館総経費 | 図書館総経費の割合

81，037，000千円 2，322，440千円 2.87% 

5.2 利用対象者当たりの図書館総経費 (L1) 

区分 金額 れ
ソ
=
内
ゴ

た
=
阻

当
=
広

生
=
弘

尚
子
一
工

教官当たり

1，084，745円

利用対象者当たり

118，340円図書館総経費 11 2，322，440千円

5.3 図書館総経費に占める運営費の割合 (L1) 

図書館総経費 図書館運 営 費 ( 千 円 )

(千円) 人件費 外部委託費 賃借料 その他 運営費計

2.322.440 815，729 66，019 44.877 117.510 1. 044 .135 

害j l口』 35.12% 2.84% 1.93% 5.06% 44.96% 

備考:
1 )人件費は、職員給与及び賃金・謝金を計上している。
2)その他は、備品費、消耗品費、光熱水料、通信運搬費等が含まれる。
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5.4 図書館総経費に占める資料費の割合・資料費の構成割合 (L1) 

区 分 図書購入費 雑誌購入費 電子資料費 その他 資料費計

金額(千円) 432.580 556，292 24，622 264.811 1，278，305 

構 成 比 33.84% 43.52% 1.93% 20.72% 100.01% 

図書館総経費に占める資料費の割合 55.04% 

備考:
1) CD-ROM等の資料は、図書購入費もしくは雑誌購入費に計上されている場合がある。
2 )電子資料費には、 Webof Science初期導入経費を含む。

5.5 利用対象者当たりの図書館資料費 (L1) 

区 分 金 額 学生当たり 教官当たり 利用対象者当たり

図書館資料費 1，278，305千円 73，112円 597，059円 65，136円

図書購入費 432，580千円 24，741円 202，045円 22，042円

うち、学生用図書 51，458千円 2，943円 一

雑誌購入費 556，292千円 31，817円 259，828円 28，346円

電子資料費 24，622千円 1，408円 11，500円 1，254円

その他の資料費 264，811千円 15，145円 123，685円 13，493円

備考:利用対象者数 19，625人 うち、学生 17，484人、教員 2，141人

B 図書館活動(平成13年度)

※図書館(本館・分館)で開催したガイダンス等の集計を行う。

6.1 図書館ガイダンス(開催回数、時間数、参加人数) (L 1) 

ガイダンスの種別 回数 時間 人数

利用案内(館内ツアー・ OPACを中心とするもの) 2 2 15 

資料探索法(書誌目録・データベース・ ILLなど) 75 112.5 1，050 

データベースの利用に関するもの 2 3 97 

電子ジャーナルの利用に関するもの 4 5 23 

必口』 計 83 122.5 1.185 

利用対象者 19，625人に対する比率 6.04%、16.56人に 1人が参加

備考:利用対象者に対する何らかのオリエンテーションを実施している部局図書室等は、 38図
書室中 13図書室。
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6.2 展示会・講演会等の開催とその参加人数 (L2) 

展示会・講演会等の名称等(記載例)

北海道大学創基 125周年記念事業講演会

同特別展 示階

企画展(常設)

北方資料展示コーナー(常設)

北海道大学沿革資料展示室(常設)

6.3 図書館の広報及び出版活動 (L1) 

刊行物の名称等

検陰(図書館報)

検陰レター

利用案内

Guide to Hokkaido University Library 

特別展示用カタログ(3種類)

概要

7 電子図書館サービス

7.1 資源

日数

1日

1日

年間発行

回 数

3回

12回

不定期

1回

単発

1回

参加人数

54人

5，479人

一

部 数

4，000部

3，200部

800部

1，000部

1，000部

7.1.1 図書館が電子化している電子的コレクションの規模 (L1) 

電子的コレクション名 l タ イ プ | 件数

備 考

うち、学外者 4，000人(推計)

展示品入替 2回

展示品入替は不定期

展示品入替は不定期

備 考

日本語版の他、英語、中国語、

韓国語版を発行

北方資料データベース

北方古地図

テキスト+視覚資料(画像) I 62，673点

テキスト+視覚資料(画像) I 26点

7.1.2 フルテキスト電子ジャーナルの数 (L1) 

※平成 14年度分契約で集計を行う。

提供者(ベンダー) タイトル数

Blackwell 662 

Elsevier 1.351 

IEEE 112 

JSTOR 165 

Springer 490 

Wiley 399 

その他 390 

ぷ口~ 計 3，569 
..______ 

備 考



7.1.3 電子レファレンスの種類数 (L1) 

※平成 14年度分契約で集計を行う。

提供者(ベンダー)

ISI 

紀伊国屋書庖

化学情報協会

ユサコ

スエッツ

丸善

道新メディック

三省堂

その他、スタンドアロンで利用できるもの

」ロ~ 計

7.2 管理運営

種類数 備 考

2 Web of Science、JCR

OED、BAonCD、MLAInternational Bibli-
6 ography、PsycINFO、医学中央雑誌、雑誌

記事索引

CA on CD 

2 Current Contents、Medline

1 SwetScan 

1 Book Review Digest 

1 北海道新聞記事データベース

l 朝日新聞記事データベース

13 

28 

7.2.1 図書館コンビュータ用途別端末台数(本館・分館) (L 1) : 

コンビュータ端末種別 台数 備 考

OPAC 54 
本館

情報検索 74 

OPAC 6 

分館 情報検索 76 
情報メディア教育研究総合

センター設置管理36台

スタンドアロンCD-ROM 7 

l口』 計 217 

7.2.2 利用対象者当りの図書館コンビュータ端末台数(全学) (L 1) 

図書館名 台数
手リ 用

千人当たり
対象者数

本 館 46 18.754 2.45台

分 館 89 18，754 4.74台

」口企』 計 135 18.754 7.20台

全 キ ヤ ン ノ守 ス 209 19，625人 10.65台
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7.3 サービス

※全部局のログイン数等の集計を行う。

7.3.1 電子データベースのログイン(セッション)数 (L1) 

別表 1参照。

7.3.2 電子データベースのリジェクトセッション数と総試行回数に対する比率 (L1) 

別表 1参照。

7.3.3 電子データベースの質問(検索)数とログイン当たりの質問数 (L2) 

別表 1参照。

7.3.4 図書館(本館・分館・部局図書室)各ホームページへのアクセス数 (L1) 
(13.7--14.6) 

学内 学外 合計 備考

回数 715，853 138，137 
本 館 853，990 

割合 83.82% 16.18% 

回数 23.940 4，809 
分 館 28.749 

割合 83.27% 16.73% 

回数 139，390 54.836 
部局全体 194.226 

割合 71.77% 28.23% 

利用対象者 19，625人 1人当たりのアクセス数

本館:36.5回、分館:1.2回、部局平均:0.4回

備考:集計部局は、図書館wwwサーバー上で公開している 17部局。

7.3.5 図書館目録 (OPAC)へのアクセス数 (L1) (平成13年度)

学 内 学外 合計 備考

OPACセッション数 469，068 48，043 517，111 

割合 90.71% 9.29% 100% 

OPAC検索回数 5，491，069 471，180 5，962，249 

割合 92.10% 7.90% 100% 

セッション当たり検索回数 11. 71 9.81 11.53 

利用対象者 19，625人 1人当たりのセッション数 23.90回、検索回数 279.80回
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別表 1
デタベ ス名 4 月 5 H 6 FJ 7 月 8 f-.I 9 H 10 月 11 月 12 H 1 1'1 2 J=j 3 月 合計

{オンラインCD.ROMデタベス】

Mcdline セッシロン寄生 1.482 1.770 1.6.17 1.321 1.1:-16 1.246 1.:-126 1.614 1.:-155 1.2()7 1.261 969 16.:-1:-14 

総検リ1出縦4ジZ行数品ツ回ク数ト数に対ずるリジェタト敏比車

シロン当たりの1m敏
Currcnt Contcnts セ vシ nン敏 1.991 2.551 2.262 1.654 1.:-103 1.65.1 2.431 2.389 1.5:-18 1.5:-17 1.582 1.128 22.()20 

総検リ1拭知セジ行数ェッ間ク数ト数に対するリジェクト数比栴

シ日ン針たりの回数

CA cmCD セッション徴 2.545 :-1.162 2.918 2.562 2.547 2.580 :-1.167 2.338 1.:-1.10 2.238 2.324 1.949 29.670 

総検リ1拭線セジ行数ェッ回タシ数ト数に対するリジェタト数比車

ョン当たりの回数

BA 011 CD セッシ日ンl!t 1.274 1.505 1.290 815 753 1.110 1.287 1.340 1.075 1.301 1.080 762 13.592 

絶倹リ1拭E4ジfZJ行数zッ回クシ数ト数に対するリジェクト数比率

415 77 144 57 3 23 22 41 11 61 4 2 860 
25 5 10 7 。 2 z 3 1 4 。 。 6 

987.060.9 4 1016.772.7 6 927.01 71 627.362.5 1 527.707.0 1 1039 .551 1007.588.4 2 1158.869.6 s 969.702.0 0 10:1.695 85.009 80.100 994.444 
H ンlliたりの回数 :1.3 79.7 78.7 105.1 73.2 

PsycH、IFO セッシ旦ンl!t 244 262 :n.， 203 213 157 363 278 271 172 207 208 2.892 

総検リ1賦5セジt:行数且ッ回タ数ト紋に~，tずるリジェタト数比爺 99 97 140 103 19 。 。 。 。 。 。 459 
29 27 :n 34 8 1 。 。 。 。 。 。 14 

94.079.5 1 103.494.0 8 103.2 151 52.672.5 7 42.307.6 5 32 .384 102.59 10 93.74 12 83.319.0 0 4.426 9.902 8.238 85.154 
ションgiたりの回数 .3 1.6 .0 .9 25.7 '17.8 39.6 29.4 

MI~A IntcrnUliollul Bibliogr8Phy -¥!.，.!.'a::'〆r&: 54 日6 86 87 65 27 43 35 23 18 14 6 544 

総検リ1同術セジ数行ェッ回ク数ト聾に主対す る リジェタト数比車
3 10 7 3 4 2 8 。 8 2 。 。 47 
5 10 8 3 6 7 16 。 26 10 。 。 8 

663 11.248.0 9 495 22.049.3 1 282 181 546 223 243 182 171 77 5.773 
ション当たりの回数 12.3 5.8 4.3 6.7 12.7 6.4 10.6 10.1 12.2 12.8 10.6 

Hook I~cvicw DiJlcst -t.:ッシ'B:.-r&: 42 36 36 31 36 19 19 15 15 7 7 6 269 

総検リ賦紫ジ行数z回ク数ト数に対するリジェクト敬比率

。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
88 219 124 244 98 47 67 39 47 19 20 34 958 

Iセツシロン当たりの問敏 2.1 6.1 3.4 7.9 2.7 2.5 3.5 2.6 3.1 2.7 2.9 5.7 3.6 

医学中央総肱 セッション建立 1.514 1.773 1.832 1.417 1.359 1.287 1.841 1.319 1.324 1.584 1.357 1.201 17.808 

飽検リ1試紫セジ数行ェッ回ク数ト敏に対するリジェタト数比事

シ日ン当たりの回世主

れiVcb系デタベス〉、(vIe1b13o.f S セッション錫敏に=かI
2.229 2.931 4.106 3.514 2.963 15.7.13 

11.9より同行、1-11.1.1都入} リジェタ 68 106 6.18 .180 217 1，519 

検紐1試~:行鍬回数ト ずるリジェクト数比車 3 3 14 12 7 9 
9.033 15.909 20.445 16.788 16，387 78，562 

セッシ日ンg1たりの回数 4.1 5.4 5.0 4.8 5.5 5.0 

JCI~ セッシ日ン敏 1.269 1.273 1.628 1.276 1.082 6.528 
(111:1.11.9より凶行、1-11.1.1羽入}

総検リ蹴獄ジ数行ェ回タ数ト数に対ずるリジェタト数比率

。 。 。 。 。 。。 。 4】 。 。 。
812 836 1.200 807 653 4.308 

1セ ッ シ g ン当たりの回数 0.6 0.7 0.7 0.6 0.6 0.7 
5D セッシ日ン敏 9.487 12.:US 11.251 7.439 6，529 6.627 10.233 9.622 7.955 8.860 8.506 7.459 106.28:-1 

総検リ1試撚ジ数行ェ間ク数ト散に対するリジェクト敏比率

。。
9.028 12.193 11.789 9.033 7，263 8.769 13.725 12.709 8.131 8.950 8.766 6.626 107.95.' 

セッシ目ン当たりの 回 数 1.0 1.0 1.0 1.2 1.1 1.3 1.3 1.3 1.0 1.0 1.0 0.9 1.0 

医学中央総総WEB眠 セッションI!c 316 486 .179 418 314 418 632 653 470 584 521 423 5.71ol 

総検リ1総拭4ジz行数ェv回ク数ト敏に対するリジェクト数比率

22 45 177 149 161 91 248 24.1 188 279 141 100 1.845 
7 8 27 26 34 18 28 27 29 32 21 19 24 

1.945 3.161 3.568 3.317 2.427 3.163 4.823 4，980 3，286 4.777 4.279 3.924 41.705 
ション明たりの回数 6.2 6.5 7.4 7.9 7.7 7.6 7.6 7.6 7.0 8.2 8.2 9.3 7.3 

12、1" It!. セッション設立 18.949 23.946 22.115 15.947 14.255 15.125 21.342 23.101 19.570 23.242 21.649 18.156 237.397 

総検リ1賦5セジt:敏行品‘Y回タシ数ト欽に対するリジ品クト数比率

539 229 468 312 187 117 278 353 313 990 625 319 4.730 
3 1 2 2 1 1 2 2 4 3 z z 

119.523 129.020 118.198 82.633 67.216 119.095 130.255 153.404 133.562 1<13.694 125.742 116.039 1，318.858 
1 ツ IIン当たりの回数 6.3 5.4 5.3 5.2 .1. 7 7.9 6.1 6.6 6.8 6.2 5.8 6.4 5.6 

備考
・セッション数:ログイン数
・リジェクト数:IilJI待ログインの制限を越えた数
・総拭行回数:セッション数+リジェクト数
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平成 14年度大学図書館実態調査

定 1.1 数(l4.5.1)

図 ，'1tri! • 1刈 II~ 可f
一般 w 1"1 

総数 'j'i'J'11収 w:m. 1.，'1特i
受人 戦J'I! |仰'lI:

会，，1 処理

本館 31 5 2 5 3 
分間d 8 3 

聾襲J

6 2 
2 
2 
4 2 
2 

物理学専攻図.'l;ir 。
化学専攻図、ヰ袋 。
生物専攻図F12包 。
日分子w攻l将i!l;i， 。
地球惑星科山科研図理学究3学型観E館E邸研地I測ヲ究Eセ科(Jン也物タ}ー 恒1.'1室

。
地震火 。

6 3 ヲ

医学研究 o 2 
的学研究科悶9f:lr ヲ

!v!学研究科凶¥Wii 2 
工学研究科凶 I'f~! 10 4 

材料 ・化学系専攻l司，'1空白 2 
情報エレクトロニクス系~'t攻l札号室 3 
物理l工学系専攻1''4.'1市(機ほ)

物車!工学系専攻問:，'1百((此物・散物) 2 
物理工学系専攻凶，呼出(似子) I 

社会工学系専攻関川百((1'.水分五)

社会工学系専攻凶~'f~\ (処理草分:10
社会工学系専攻凶，'I:I( (資~分宿)
社会工学系時攻1A.'l'-'i{(衛生分室)

工学研究科小計 23 4 1 
民学研究科図書室 7 2 

農業経済学科凶何気
農学研究科小計 8 ワ“ 

北方生物溜7イールド科学センター(紛地!萄) 。
北方生物i翠フィールド科学センターu主将i萄)
!'IJ:医学研究科凶 I'~主 ワ・4
水産学研究l'It礼呼出 4 

望議輯蓄基霊長例制

2 
全学 ~"f資料宝
低温 可f
i!l子宮

遺伝 l~内定 。
触媒化学研究センタ 凶，'1京 1 
スラプ研究センター凶."主

大型Ji"U軽量センター
先鎚科学技術共I.，J研究センタ

~川|総fも左t1t1報合療務技間メ局物術デ館短ィjアUI教n研究総合センタ

。
大学部l文h'r~( つ

~ -""- III 6 5 2 20 12 10 

設 1r複写J ......¥U下目f午、マイ 7ロフィ Jレムて事による凶川 ''i1I.必等の複写の業務に従、Hしている.fi

2 rそのftl!J….r一般J'WI"JJ r業.m全般J及び rt1.l"f.j 以外の業務に従事している行

>....171レー...8時Ii日勤務の非常勤，'wパート . 6 u-YIIII勤務のJI'常勤職日

業務
その!也 一般

参与 全般 ~'IJ その他
総数 !fR務 ・

会 :11
2 2 12 

2 4 。
2 

。。。。。。
2 

2 3 
2 。
? 。

2 2 。
2 。
3 。。
2 。。。。。。

2 15 。
2 。

l 3 I 

2 。
2 。

。|。
。。

2 。
8 .13 3 ヲ 30 

臓J.i数 .nDl))') (カード02)(2003/3/12) 

~I' 1;r肋放(1'1.5.1) 

喧L 1"1 
業務

その他 71レ・パート内;Jt

1，'1椛i
受入 政思! IJU民; 舟~~ 全般 桔i写 その他 71レ パート

7 1レ
処J~! 換nxx。 2 5 。 2 。 2 10 7.50 

3 3.00 

0.75 

0.75 

2 1 0.75 
2 2 0.75 

0.75 
l 0.75 

0.75 

0.75 

0.75 
0.75 

。 4 2 13 5 3 8 22 16.50 I 



c.n 
cコ

凶~~館 ・ l司.':-可f
絶散

20歳以下 21........25 26-30 

4'llil 31 。 7 

分町l 討 。 1) 2 

:x学研JtHI司内定 b 2 

教(1学研究料開 II~宝 '白， 

n済学研究n問、I~:\~ 2 

期学研，tl!l司.'I:ii 6 2 

政学専攻l4.'1京 2 

物E理学専攻闘将宝 。
化?呼攻民間可f 。
生物専攻凶~~5~ 。
，rH~I'専攻t4.'1:ii 。
地球IsJ，H'I';'W政(地約)14，':-';< 。
地;'l火山研究観測センター 。

医学研究fIl4.'Im-1 5 

/1，'1研允n凶}1~巨 2 
i空:7研究111'<l;t}:i( 2 

l芋研究れ14;'1笠 23 

1m ・ 化学系専攻[司 1!1~{ 2 
情報￡νクトロニクス系l!f.I'，閃;Ir..;~ 3 

1'lJ'll C7系11m悶~~~匡(I'htl

拘J1IIL令系専攻L4.'lli，(泌物 ・放物) 。
物珂!r;.系専攻凶..'1・~[ (bU') 。
社会1:';'系専攻閃~~笠(.1一本分説)

社会 1:学系、'1攻t4~1~京 (m担分可{) 。
社会I:'j':系，'/1な凶.'YH(fl制分'm 。
社会1:学系碍攻l司.'1司!(揖1'1:分前) 。

.学研:tlH閥均!i， 8 

o;:m耳学利関1l笠 1 

.ltJi'1唱拘悶アィールド科学センターon地陶) 。
v〆1:拘悶Yィールド11'1センター<r.H附)

献以学研;把I1t<W:ii 2 

本町一戸研究Ht'h'l~巨

地球目明度科学研究科凶 I'~蛍 2 

全学教(1文t建前人文fff，'l資料可{

低温H学研究所凶刀宝

\lI HI学研1~，軒悶~~五

漉伝子山制御研究所関山室 。
触w.化学研究センタ一同~IVii

λヲプ研究センター凶刀本

)':'I'J.IItI'-t: ;.-? 

先端打学技術共同研究センター

情報メ fィj'l'!I:ff研究縫合センター 。
総η1押物館

IXtUt.II:IMuWI木学部t4.'1可 2 

'11f1i/.J 
?; J十 111 。 IN 

，，: J1J!・1:.&lの"'9tr~ ，lr~(O)T-? に IH'f.攻l可 .'f:ri{のデータが合~ll'!o. 

rUH主 ・ 11・俗))11 ， クl~j)11 (カードO:l)(200:1/311 J) 

平成 14年度大学図書館実態調査

)E u 敏(11.5.1) 非常勤故(11.5.1)

11: I蛤別 i勾 .R 9) I，{))'II吋JI. 年跡目'1 内沢 9)1，(1)1内J，
総E邑

61縫1:.11: k 31-35 36......15 ‘16.......5:， 56-63 61成以上 9J 1，( 20.~!:.tド 21......25 26-30 31-35 :U;"'_，IS 16-55 56-6:1 日i

4 5 10 17 11 12 。 7 3 。 。 。 12 

2 。 2 z 5 4 。 z 11 。 。 。
2 5 。

2 l 
ぅ， ベ? ・! 2 2 

l ‘B 。。。
。。。。 2 3 3 

l 2 。
2 。

3 3 開， s 3 20 。
1 ') 。
2 ヲー 。。

ー2 。。
。。
。。

4 3 5 1 

l 

l 

2 。
'1 1 。

。
。

。
。。

21 12 :15 21 。 11 日7 30 12 7 剛 2 3 。 5 o 。 30 



ι.n 
ド4

図If~免1 ・ i刈，'f，，~ 総l倒的

全体

本館 17.3.12 3.510 
分前f 4.698 <1.081 
文学研究科図内笠 40.1 130 
教育学研究科図.'f定 226 38 
経済学研究科図..'i:'ii 259 95 
理学研究科l叫評家 1.486 506 

数学専攻凶書室 410 58 
物理学専攻~12f室 227 110 
化学専攻図，'f笠 27 24 
生物専攻図{'f!主 60 60 
高分子専攻図~1;室 10:3 53 
地球惑JI!.科学w攻 (J也物) 1ヌ|川水 96 23 
I也~火山研究観測センタ 25 。

w.攻凶Jf晃{合.11・ 948 328 
医学研究科図冷館 2.057 654 
俗学研究科凶.'i3i 289 77 
築学研究科悶古室 273 68 
工学研究科図，')安 2.128 476 

材料 ・化学系専攻l亙I，o，'':li 280 82 
t，'i報エレクトロニクス系#攻IズlJF笠 253 150 
物理工学系専攻図"í~主(燃j~) 69 29 
物理工学系均ー攻l羽g':l~ Ui::物 -主主物) 69 25 
物思工学系専攻l刈，')定 (1(，(f:) 26 
社会工学系専攻図.'f3il(土木分双) 60 8 
社会工学系専攻l叫，'f':liW!築分室) 140 24 
社会工学系専攻l河川定(資源分定) 63 13 
社会工学系i.'}:攻l災lJ;笠 (!~d.分室) 63 50 

W.攻fSl~!.~:i::合~ I・ 1.068 .107 
J:!.l学研究科図、'1三i 1.279 2，16 
民業経済学科l刈 It~笠 :126 57 

北方生物図フィーJレド科学センターWfJ也l引) 。 。
北)J生物問フィ ーJレド料学センタ (.ti林l喜D
獣医学研究科図.'1主 236 56 
;J<jl'{l学研究科図.'l気 1.310 561 
地球環境科学研究科Ixl.'i京 202 100 
全学教育支綬宗人文総，'Jfi:t'ti!. 118 18 
íI~温科学研究所1X1 ， 'fé'ii 216 26 
m子料学研究所凶 II~宗 291 67 
i立伝子病告1]街]研究所i立1.'門イ 106 38 
触iJ!l:化学研究センター1:4.'13'包 195 55 
スラプ研究センター凶S笠 565 199 
大型，!I.n後センタ

先端科学技術共同研究センタ

ft'i報メディア教育研究総合センタ .11 41 
総合博物館 3.061 。
医療技術短期大学部閃，'1宝 243 113 
‘H務局

合 J十 37.025 9.155 

Pj]・T.'L":!の'1'央l"' ，'~のデーずにはリ'fJI，(I';(I ，'1ヰペfの T-~が代まれる。

l則 ti
3.176 
1.866 
124 
30 
95 
450 
56 
108 
24 
20 
53 
23 。
284 
415 
71 
68 
HI 
80 
130 
28 
25 
25 
8 
24 
13 
50 
383 
161 
55 。
56 
362 
70 
18 
24 
55 
:18 
41 
189 

，11 。
102 

7.883 

IIlifJ1・陸路 .，'~茸!似 "ti (ノJード(1)200ν:1/11 

平成 14年度大学図書館実態調査

川1i主)]'11倒的 (111') 閲覧段!点数
仰l仮延長 。 'f 匁!ll~平協

サービススペース 'ITJlHスペース 左のうち

悦聡1"l t.'1持;lr~ ;，f.; その他 ~'~ JlH 'Ji fX 
その他 総 陛lお玖

教 11m 
(111) ilT(iEfIIl欽

30 76 228 7.523 1.69;; .1. 61~ 658 6 57.932 1.609.222 
() 1.11 7~ 1.435 177 1.005 555 。 10.682 296.722 。 6 。 143 1:11 。 。 2.160 60.000 
!) 。 133 55 。 9 。 1.600 ，14..1<1-1 。 。 。 132 32 。 12 。 1.046 29.056 。 16 .10 821 130 29 121 。 9.549 265.246 。 2 。 288 35 29 8 。 2.939 81.639 
() 2 。 8'1 33 。 33 。 1.328 36.888 。 。 。 3 。 。 12 。 25 694 。 。 40 。 。 。 22 。 43 1.194 。 。 。 50 。 。 10 。 826 22.94，1 。 。 。 73 。 o 12 。 447 12.，115 。 o 。 25 o 。 。 。 331 9.194 。 40 523 68 29 97 。 5.939 164.968 
!日 ，18 173 921 288 194 110 6 7.873 218.694 。 6 。 177 30 η 28 。 1.650 45.8:n 。 。 。 181 24 o 33 。 1.252 34.778 。 12 33 1.418 2:14 o 181 。 10.537 292.6!)1 。 2 。 170 28 o 26 。 2.088 58.00() 。 16 76 27 。 28 810 22.5()() 。 。 31 9 n 8 。 25.1 I.05G 
o () 。 32 12 。 6 。 518 14.:189 
o 。 30 。 6 。 220 6.111 。 。 。 ~5 r 。 8 。 189 5.250 
o o 。 113 九 o 10 。 434 12.036 。 。 。 37 13 o 9 。 248 6.889 。 。 。 。 13 。 25 。 258 7.167 。 8 16 534 127 。 126 。 5.019 139..118 。 9 76 749 12S 159 I1 2 7.289 202.，172 
o 2 。 258 10 13 2 1.344 :17.3:1:¥ 
() o 。 。 。 o 。 。 。 (1 

o 。 。 152 28 。 16 。 1.86，1 :;1.77自
22 2 175 308 136 :10" 96 。 5.030 l:l!).722 。 15 IS 70 32 。 16 。 448 12.H'1 。 () 。 45 :15 20 8 8 716 19.889 
() .) 。 156 3，1 。 。 2.834 78.722 
o 。 147 48 29 12 。 1.352 37.556 。 。 。 53 15 。 8 8 504 14.000 。 6 8 110 30 。 12 。 765 21.250 
7 3 。 236 86 .1.1 11 。 l.65:J 45.917 

。 。 。 。 。 。 16 16 72 2.000 。 。 。 10 29 :U122 。 。 90 2.500 
1 。 100 30 。 3~ 。 1.312 :16.-1.1.1 

89 1 361 1 822 1 15.020 3.424 9.426 1.985 46 128.210 3.561.383 



C • .n 
r、コ

直~，;故{平成14匂 3 1l3 1 f1l

14 嘗{回} 祖 1/.(楓創}

14拘置l't4~I'i( 
全所厳

全所薗間置 車I 洋
橿1置数

事1 .r 

み郎 1.216.174 692.679 誌3.495 却 .128 17.446 10.砧2

分館 2'10.629 170.646 四 983 2.170 1.錨4 ii6 

文?研究11l41'J唱 310.451 152.217 188.237 ，.剖3 2φ911 1.同3

相ff7研究1114再宜 .2側副6 34.151 8.815 2.301 1.9宮8 373 

経済7研究打開拘宜 7括7 4.6到 2.871 1.809 1.2叩 519 

珂字研究れ凶肉官 1関.認。 沼.825 l却.却5 3.421 59:> 2.826 

融7f1J'l凶師官 69.邸 S 10.181 59.ぬ3 91' 38 876 

拘月?岬攻日開常 32叩8 5.898 27.1開 520 '0 1同

化学専攻l4PJ宜 8.265 3.207 5.伍8 145 15 l羽

!I:拘専攻l週間賞 1.邸9 1.3.2 3.197 179 20 159 

高分HIJ'，l4PJ市 7.811 2.670 5.201 初9 20 189 

地1.11感J，HI宇.，1'<(地拘)l4i'l市 8.077 1.815 6.262 2.17 制 187 

地周火山研究観測七シタ 1.511 736 805 89 抽 59 

t入?研究11凶曲節 179.HO 71.606 107.801 5.559 3.020 2.539 

世17研究11同時前 '15.057 23.697 21.3印 1.117 571 516 

有色?研究11凶舟官 22.2師 5.6凪 16.5.10 .20 126 291 

1・?研究11t4i'1'，1 319.808 169.875 149.933 .1.935 2.351 2目5tH

1111・化学晶1草地14拘京 <14.幽3 16.795 28.088 7回 330 1日

fr'ìiW.r. νクトロニタス~H~μ'~ l41'1:i! 53.692 30.912 22.780 8'6 291 555 

拘即J:宇品瑚攻14開~( (償(() 19.1曲 9.702 9.'師 2伺 65 135 

拘l'I'J:乍昂l'IJ'lt4胸"1(応拘 ・敬拘} 23.5問 2.075 21.481 280 日 22' 

拘瑚1:7需W政同拘唱(11(() 11.377 4.408 6.珂9 17' 同 1'" 

Ilil 1:宇品W攻lUJ唱I.tぷ升・;<) 28.678 16.拙S 11.793 411 219 192 

社会工学高専攻l4由耳目{住宅分担} 29.729 21.1位 8.537 お7 lω 191 

Ili: J:'n眠曹耽阿梅・，((官甑分哨} 11.532 ;.397 7.1お 20; 110 91 

社会1:7需嚇攻凶開常(.，1;Wil) 15.511 9.2珂 6.2幻 270 113 157 

血?研究IIL41'l~( 292.852 174.427 118.'お 6“珂 3.7羽 2払伺

員~n前71114画虫 47.331 40.234 7.1冊 548 4曲 幽

~t)j生約筒フィールド11宇センター(勝地周} 。 。 。 4~2 269 173 

Jth止拘欄7<ールド11乍センターl・;"U'_・} お.393 30.229 3.164 お1 2'!3 lU 

献1，乍研究11間開'i< 36.'邸 II.35S 25.128 1.J31 151 8同

水fl'7鏑究11t4晦'，< 139.929 回 941 55.9お 1.388 2.詑' 2師t

埼Uftl埴117研究1114拘宮 18.318 lO.2H 8.077 529 幻1 ぬ8

士7f1i:町立痩明人文辞書世n官 。 。 。 。 。 。

民iIIIl7研究所悶際・.~ 初 7ω 9.051 21.7凹 1.3師 593 713 

電 (117研究所l4栴常 26.219 6凹i 20.158 制5 370 475 

遺伝F嗣制卿研究所凶肉筆 7.2曲 宮泣 6.378 四 4 95 

触静化宇研究センターl'l書宜 17.171 3目印S 13凪3 2創 52 お2

ス?プ研究生Zンターl4秘書 87.410 2.師3 制 i7i 1.402 91 1.311 

Jに噌JIJJ!1センター

先踊117投樹民~.I研究センタ 80 79 

併憾メダ 1"fli:ff研究館古ヒンター 3.100 2目剖2 758 お 30 5 

It合開拘館 2.324 お6 1.488 162 36 126 

臥威技術魁即1.1<7館t4開唱 36.131 31.985 U49 8相 614 135 

.~阿川 5.878 4.765 1.113 

a 11 3，;'94.915 1.7却 .393 1.幅4.522 73，0器3 10.748 32.3()5 

i'i 全学教斤支彼自巨人文緋}I資料貨のデータは文学研究科、北分前1に合まれる。

'" .1'1[' t:・伎の中央凶内出のデータ には専攻l誕1.11盗 のデータが合まれる。

平成 14年度大学図書館実態調査

その飽 14拘畳入:'!(伺}

乍位凪Z t期研究が 電fジャー 総費入 晴人 音問

t悼』・)(国} 幡告JlI圃} 2叫阻初 同政
111 狩

ftl 洋 f!I I学

4.部4 3.曲。 3.936 23.0幻 11.137 8.S'珂 7目511 4.45'1 2.117 1.410 

。 。 11 6.270 1.i1R 1.192 4.579 1.135 71 39 

111 87 。 11.1-13 6.153 5.2冊 '.320 3.183 S却 お3

同 。 。 。 。 。 。 。 。 。

96 。 。 。 。 。 。 。 。 。

2.111 。 。 2目制5 230 2.615 123 臼9 20 初3

。 。 。 1.07' 21 I.on 。 341 。 169 

。 。 。 671 67 610 52 221 4 23 

。 。 。 231 10 221 5 18 。 。

。 。 。 8.<; 26 59 s 12 。 。

。 。 。 111 3 I曲 3 '2 。 3 

。 。 。 158 26 132 21 。 2 。

。 。 。 9 7 2 7 2 。 。

5.596 280 5..16.1 2.4ω 1.038 1.125 632 1i7 212 122 

137 。 。 l.225 1.022 203 幻7 29 11 。

(.09 108 11 792 316 '76 286 .12 。 。

2.555 。 1.1 1.419 896 523 658 261 。

。 。 。 119 17 102 17 41 。 。

。 。 。 193 11 176 16 125 。

。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

。 。 。 27 6 21 6 21 。 。

。 。 。 14 8 6 自 6 。 。

11 。 。 。 。 。 。

。 。 。 '3 43 。 43 。 。 。

。 。 。 3 2 2 。 。

。 (1 。 。 。 。 。

3.711 。 。 2.525 1.5S7 968 9蝿 お7 48 14 

116 。 。 加5 413 92 197 9 6 。

。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

() 。 。 。 。 。 。 。 。 。

576 。 。 .59 129 ぉ。 同 69 17 2 

639 77 11 1.4凶 701 705 2時 .; 16 却

310 11 。 飴9 391 115 I凹 bl 12 8 

。 。 " 。 。 。 。 。 。 。

。 81 。 お8 67 291 14 .3 。 1 

。 。 。 ぬ5 26 529 16 31 3 

。 。 。 748 2li9 459 2 6 。 。

。 。 。 273 28 245 初 4' 

1.似)!) 。 12 8.6剖 216 8.4.11 118 6.749 48 597 

。 。 4凹 耳過 11 3曲 40 。

。 。 。 1.7日 泊2 1.373 印 37 157 

。 。 。 1.的1 的8 93 5-17 35 225 11 

26.347 4.321 9.41t. 制.57網 3.1. ;~'!i 3 1 .~'3 21，271 17.737 :..745 2.810 

高宮内数 ・ 受人~(カード05、 06、 09) 2003/3/11 

13年 度 曹 人 世

檀此喧入設{縄明}

その他 島空入 晴人 官町 その抱

祖想世
ftl すτ

拘 i~ lU 官 制 狩 ftJ rt 
4.119 3.032 3.212 .おS 847 お2 103 2帥3 111 。 。

128 318 鵠5 311 w 275 2lS 67 6 ヲ・. 。

1.40' 1.414 2制品 1.420 酎鴻 115 626 1似日 ‘z 
。 。

。 011 1.462 1.225 231 5'0 219 曲。 11 5 

。 011 1.認9 932 お7 187 313 741 13 

87 1.773 槌8 2師 制2 109 613 96 67 2 

今・ー 知2 293 23 210 22 1 261 。 5 

11 お3 162 57 105 3S 開 22 6 。 。

5 203 69 11 55 10 51 。 。

21 017 121 却 91 16 71 14 14 。 。

。 砧 37 15 22 15 22 。 。 。 。

。 13'l 8S 36 19 2' 4r， 11 3 。

。 。 げ 11 3:1 13 3.1 。 。 。

19' 1，126 1.回1 回7 114 却6 572 661 142 。 。

474 17' 話。 314 186 178 125 1叫 61 。 。

:10 '31 196 93 103 <19 R2 .1 21 。 。

238 261 1.627 山9 718 2叩 670 558 108 。

。 61 313 112 1011 57 111 115 30 。 。

。 51 215 85 1却 48 I 105 37 25 。 。

。 。 102 13 59 32 59 11 。 。 。

。 。 62 19 013 17 13 2 。 。 。

。 。 55 29 26 21 24 ， 2 。 。

。 。 l町 田 97 剖 時 41 。 。

。 。 157 B6 71 32 71 51 。 。 。

。 。 29 11 1， 3 11 11 i 。 。

。 。 74 '2 32 23 泣 19 。 。 。

513 617 2.011 1.302 712 282 10' 1.013 ぉa 7 。

210 回 お2 191 11 臼 お 138 6 。 。

。 。 4.12 269 173 269 173 。 。 。 。

。 。 詑6 145 局1 18 51 127 27 。 。

，・2 259 319 116 203 切 12.

“ 
78 。

4曲 630 1.915 1.175 7'0 191 I ~S 9"2 551 2 

243 3s6 2-0 127 11' 57 9S 70 19 。 。

。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

53 241 591 却 t 虫剤。 抽 凪 265 ?')" 。 . 
9 195 2g2 1臼 119 45 98 I 116 21 ー， 。

287 4臼 173 1同 67 1 品 102 。 。

7 2曲 57 13 H 8 37 6 

50 l回8 514 羽 4師 121 367 151 118 

。 。 お 初 5 初 。 。 。

175 IおS 162 36 126 8 5 。 01 28 121 

226 47 4臼 387 出 155 591 232 7 。 。

8.719 14.296 21.075 13.削泌 K.町9 3.879 5 ， 5~5 9.076 :!，312 51 lJ2 



巳J1

w 

!別館状況(・I~I成 13~1;度)

l'xl.'H!l'( .図，Ii室
年1IIJ1別館日数 Imt!!'lI時1111数

紙11敏 1:1Jfl! {本11 1:1凶! 体11
( 11) (fI) ( 11) (1I.'i1ll1l (1時IIIIl

本1!'Jl 3~7 .17 57 353 428 
分館 3~3 .16 51 322 378 
文学研究科t~;咋常 24.1 。。 。 。
教育学研究科1:4，'l"ir 2~7 。。 。 。
経済学研究科!刈llJ笠 243 。。 。 。
里I!学研究科凶，')従 24:1 。。 。 。

数学時攻l刈，'1えf 245 。。 。 。
物理学W~文l均月定 240 。。 。 。
化学w攻l・:4，')気 240 。。 。 。
生物以攻l刈;11ヰ{ 2.10 。。 。 。
日分子w攻l刈内定 240 。。 。 。
地球必MfYr:W攻(J自物) 1~1 ，' l:-'Îi 240 。o 。 。
I也i;'J火IIIfJlf兜DJl測センタ 240 。o 。 。
医学研究科1~li ' Hj'i! 310 43 22 1.0:12 528 
m学研究科1:4，1)気 293 .10 。240 。
~学研究m:4，'I "i{. 242 。。 。 。
工学研究m刈l'I"i~ 237 。。 。 。
材料 ・ 化乍系~It攻図 .'.1:託 237 。。 。 。
w戟iエレクトロニクス系w攻1~J. 'I室 237 。。 。 。
物迎 L学系~IJJ:文~W::ll (俊I~) 237 。。 。 。
物理工学系WI'.文闘も!i笠(応物 ・激物) 237 。。 。 。
物思工学系~'J攻図m主(以内 237 。。 。 。
社会工学系専攻I叫3室{上水分室) 237 。。 。 。
社会工学系羽攻図，!J笠(tl!策分室} 237 。。 。 。
社会工学系~'J攻凶占室(資源分室) 237 。。 。 。
社会工学系w攻Eきm室(彼i生分室) 237 。。 。 。

民学研究科i苅，'1当{ 238 。。 。 。
農業絞済学科凶.'.i室 243 。。 。 。

北方生物I笥7ィ ルド料学センタ u見地図) 。 。。 。 。
北方生物問フィ ルド科学センタ (得林包) 246 。。 。 。
限医学研究科f主1，'1:セ 245 。。 。 。
水産学研究科似J，%i 242 。。 。 。
地球環境科学研究科凶内主 241 。。 。 。
全学教T'i支tESf人文辞，_1m料室 245 。。 。 。
低温科学研究所凶，11室 243 。。 。 。
m子科学研究所l埼3室 245 。。 。 。
泣伝子病制御研究所関空I笠 2'15 。。 。 。
射止E化学研究センター凶'I'~笠 2'15 。。 。 。
スラプ研究セング-~I{!ì3r 245 。。 。 。
大型まj'PIllセンター

先総科学技術J~I;;1研究センター
情報メディア教T'i研究総合センター 245 。。 。 。
総合M物館 。 。。 。 。
医療校術短期大学部図~%~ 237 。。 。 。
'Itf措fJ

Jロ、 Jf' 
*: 触媒化学センター図;'H主でJlレアァレンス事JlfI状況の統“十を取っていたい.

IJI陥1状況 ・向。l外rWI"事(カードl目、 16)2003/:1/11 

平成 14年度大学図書館実態調査

レファレンス手IJj日状況(判戊13年度)

m~外m.HI冊数(判戊 1 3ll'l立) レフ 7 レンス利JlUi'}]ll内沢 XA.Ii内容別内E沢

総vi.
学内

学外1';・ 総数
学 l付

学外邦一 総 /lJ. 文献19i{E '11項目苅YC 相l川指導 その他
1I.'illil外 教ねR 学'1， 教職!~ 学生

(lJ.~1l1J) (1111) (1111) (1111) (1111) ((午) u牛) (('1:) {件) ((午) (1'1:) (n) (I'J:) (('1:) 
930 123.303 17 .3~~ 101.-100 .1.559 :1.922 740 1.873 1.309 3.922 1.901 821 895 305 
9~0 90.639 3，835 8.1.9.19 1.855 563 50 449 64 563 262 21 259 21 。1.24.1 257 987 。 279 23 55 201 279 226 7 ~6 。。 780 87 693 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。。 903 283 488 132 836 283 450 103 836 399 181 88 168 。1.316 208 1.021 87 383 71 221 91 383 198 114 25 46 。6，720 1.860 '1.560 300 1.750 500 1.000 250 1.750 1.400 100 250 。。 300 。 300 。 123 20 100 3 123 73 。 50 。。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。。 :14 5 20 9 。 。 。 。 。 。 。 。 。。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 o 。 。 。

2.858 6.946 1.248 5.698 。.1.752 665 3.896 191 4.752 2，946 997 809 。
894 8.70.1 1.331 7.37:l 。1.050 300 700 50 1.050 900 100 50 。。 939 288 651 。 90 35 55 。 90 70 10 10 。
522 19.145 I . J6~ 16.739 1.242 :1.872 47J 3.306 95 3.872 2.090 310 1.262 210 。1.235 150 1.0:15 50 1.200 200 950 50 1.200 !)()O 100 190 10 。 108 45 63 。 132 37 95 。 132 。。 42 。 。。 90 30 50 10 250 100 150 。 250 250 。 。 。。 25 25 。 。 310 100 200 10 310 200 50 50 10 。 。 。 。 。 200 50 150 。 200 100 50 50 。。 。 。 。 。 150 35 115 。 150 100 50 。 。。 。 。 。 。1.229 129 1.090 10 1.229 890 339 。 。。 23 10 10 3 15 5 10 。 15 15 。 。 。。 153 35 103 15 120 75 45 。 120 80 40 。 。
516 4.788 172 4.616 。 569 87 417 65 569 256 123 190 。。4.389 395 :1.99，1 。 384 32 334 18 384 18 1.1 311 11 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。。 80 38 .12 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。。1.912 297 1.615 。 498 96 374 28 498 329 75 94 。
168 6.516 156 6.139 221 2.008 741 1.233 34 2，008 49 16 1.936 7 。 716 41 315 360 207 36 165 6 207 152 23 32 。。 。 。 。 。2.500 2.500 。 。2.500 150 2.350 。 。。 :187 179 208 。 290 50 2'10 。 290 230 40 20 。。 205 69 136 。 129 59 60 10 129 67 36 26 。。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。。 378 126 252 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。。 575 291 284 。 186 53 40 93 186 69 34 41 42 

。 3 5 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
424 6.211 489 5.708 14 1.500 250 950 300 1.500 650 150 700 。

288.769 30.463 249.449 8.857 29，497 7.793 18.723 2.981 29.497 15.090 6，193 7.384 830 I 



|
|
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品

l
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文献持l'ザ ・相11:協)J(カード15、16)20113/:1/ 11 

平成 14年度大学図書館実態調査

文iliJ:絡i写件数(、1f.loc13年度) !主I.'H1HII1J+ITI I.協力 PI>:loc13年度)

利JTJ行))IJI付.J( ねFJ.J移II!i 11'1 l付 11;1 タト

図i'H!日・lヨ'1.'1当{ 総数
~r- 外 l刈JF・維i誌のi'ifII 文~話1η lχ1，'1・維;誌

文献格I写
((午)

学内
大(1"判(-「di|al. その他

fll Hll写 総 ul 大学I'~I ，'}館 その他 総数 大学問，'Ifti' その他 のtym
(件)

(('1・)
(枚} 1.(山 Ht受 n:u 111 怯.g:;・ t(1l: {川怯点五。 受付 f州首 受付 1火'lii 受付 {代符l mH a、s‘y:>t 受付 {氏側

(1111) I (1111) (1111) (1111) (1111) (111) ((午) (('1:) ((牛) (('1:) (('1:) (('1:) (1111) (1111) ((午) (('1・)

本館 7.136 21 5.496 1.619 59.6:{9 2.159 517 2.029 478 130 39 7.089 1.982 5.496 1.447 1.593 535 80 26 816 
7}創1 242 。2:l:l 9 2.428 420 130 404 130 16 。242 117 233 Jl7 9 。。。。。
文学研究F閃許可1 1.'177 99 1.:11H 60 15.722 499 801 46，1 750 35 51 1.374 1.761 1.318 1.552 56 209 。。。。
|数行学研究科l司、'I:;~ 。 。 。 。 。。。 o 。。。 。 。 。 。。。。。。。
経済学研究科関占当{ 。 。 。 。 。。。。。。。 。 。 。 。。。。。。。
l'll学研究科悶:i'Jll主 10.589 7.902 2，.12'1 263 136.5，19 82 96 66 85 16 Jl 2.687 1.353 2.424 1.122 263 231 。。。。
1&乍専攻図{!i~巨 。 。 。 。 。。。。。。。 。 32 。 25 。 7 。2 。 6 
物JlU''j''専攻開~'I当{ 359 356 。 3 。。。。。。。 。 。 。 。。。。。。。
(t学w攻1l'!1，1}当f 。 。 。 。 。。。。。 o o 。 。 。 。。。。。。。
生物専攻161~呼宝 。 。 。 。 。。 o 。。。 () 。 。 。 。。。。。。 o 
日分子専攻防'l;!i~ 。 。 。 。 。。。。。。。 。 。 。 。。。。。。。
地球~ßhl科学専攻{地物II寸J??巨 580 580 。 。 。。。。。。。 。 。 。 。。。。。。。
地震火山研究観測センター 。 。 。 。 。。。 。。。。 。 。 。 。。。。。。。

I:'k学研究科図，'111官 10，226 4，176 5，6:12 418 Jl3.375 35 15 28 15 7 。6.050 4.40<1 5.632 .1.285 418 119 。。。69 
(!y{:研究fI関)'1笠 849 204 6.15 。5.512 15 2 2 。。645 :179 645 379 。。。。。 () 

~学研究科図m主 1.(;30 968 662 。14，665 8 2 8 2 。。688 440 688 440 。。。。。。
工学研究科関内室 7.027 5.620 1.316 91 101.069 103 139 97 139 6 。1.407 1.512 1.316 1.298 91 214 。。。61 

材料 ・化学系専攻|刈川市 1.200 1，200 。 。3.600 。。 。。。。 。 。 。 。。。。。。。
íilíllエレクトロニタス糸l'I.J:文!刈ll~宝 78 78 。 。 390 。。 。。。。 。 。 。 。。。。。。。
物l'll工学系専攻凶111・*.(機械) 1..190 1.450 40 。30.000 。。 。。。。 。 。 。 。。。。。。。
物J1J!工学系専攻図\~:ll (応物 ・数物) 185 185 。 。 925 。。。。。。 。 。 。 。。。。。。。
物l'p.工学系w攻問I '}~{ (民(f:) 274 156 !)S 20 6.900 。。。。。。 。 。 。 。。。。。。。
社会工学系専攻凶.'1従(1:*分30 。 。 。 。 。。。。。。。 。 。 。 。。。。。。。
11:会」二'学系専攻f必l.q可~ (ill?'J5分室) 。 。 o 。 。。。。。。。 。 o 。 。。。。。。。
社会工，、戸系w攻IZI，咋当!('m"i分笠) 29 15 12 2 150 。。。。 o 。 。 。 。 。。。。。。。
iィ、~下系専攻庭h';当i(lIlî~l:分主) 。 。 () 。 。。。。。。。 。 。 。 。。。。。。。

E!!'1': 科i羽.!i室 2，100 170 1.922 8 13.159 148 44 142 44 6 1.930 1.655 1.922 lA02 8 253 。。。。
J:l 済学科関3当f 。 o 。 。 。。。。。。 o 。 。 。 。。。。。。。

~tJj イ Jレド料学センタ u井地闘) 。 。 。 。 。。。。。。。 。 o 。 () 。。o 。。。
~t}j イ Jレド科学センター(な林i萄) 。 。 。 。 。。。。。。。 。 。 。 。。。。。。。
獄 科図}I宝{ 1.336 416 893 27 4.806 2 2 。。847 573 820 559 27 14 。。2 l・l
水 e.t'1図~II笠 1.896 410 1. :170 116 13.976 56 42 .18 41 a 1.486 721 1，370 703 116 18 。 。50 
j也球 十字研究科1:.:11，'1式{ 859 405 'l:l9 15 11 .386 16 18 )，1 18 2 454 866 439 826 15 40 。。。。
3t?教 人文符.'1資料計 。 。 。 。 。。。。。。。 。 。 。 。。。。。。。。!;il，H'ド戸 ~m笠 1.039 354 685 。10.458 3 2 3 2 。。685 185 685 185 。。。。。。
m子科学 図mを 953 357 523 73 9.623 10 8 10 8 。。596 229 523 221 73 8 。。。 () 

.iI'l伝チ術品iJ 究所l河.'1京 330 。330 。 1.892 。。。。。。237 93 237 93 。。。。。。
創l煤化学研究センタ 凶，f}当{ 1，028 517 .170 41 14.21，1 20 19 。511 72 470 65 41 7 。。。。
スァプ研究センタ-1:.:1]，'1滋 。 。 。 。 。。。。。。。 。 。 。 。。。。。。。
大相，Jn機センタ

先端科学技術共同研究セング
t.'i報メディア教育研究総合センタ 。 。 。 。 。。。。。。。 。 。 。 。。。。。。。
主総lli盤t介'hJ，些tFd血物亙館1m大学部|刈"I:-'Î~

。 。 。 。 。。。。。。。 。 。 。 o 。。。。。。
1.(;95 74 1.621 。8，757 44 27 :17 27 7 。1，621 2:11 1.621 2:11 。。。5 。。

4ロ>. i司二 5，1.607 25.713 26.129 2.765 579.195 3.620 1創5 3.386 1.7.13 23.1 102 28.549 16，605 25.839 11.950 2，710 1.655 1 88 28 1.022 
必 スジプ研究七ンター1:4，'1引の文IMIIl・/f.. tIl7fl~)JI!Jf{4Jí1'4m!f(に合tれる.
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平成 14年度大学図書館実態調査

資料t'i(平成131I'J定) (r-I'J) 
i立lJI館資料t'tの I)~ ，J(

@川
総1i'i

1:.<1 " ~[ 
総官~i

府i 洋 .ftJ 
t下 その他 給与

I{t絞・11i縦 パッ7ナンパー
み:釘l 182.707 45.:187 75.167 9.724 2-1.799 559 27.071 4(;，1. 214 266.0.16 
分釘i 60.601 28.792 9.597 3.617 '1.995 。13.600 。 。
文字研究科註1，~}3i 138.555 :18.536 31. 350 3.872 1'1.238 。50.559 50.677 35.266 
教({'{:研究科包1.;'J室 21. 985 。 。.1.7:;.1 7.861 。9.370 18.780 15.200 
経済学研究科凶古笠 60.453 J:1.978 25.960 2.993 12.656 。4.866 2.1. i61 12.150 
J1I!学研究科凶32主 145.621 9.7:l2 28..107 3.716 98.972 。".79，1 :l7.9H 25.199 
放学専攻l刻.'}笠 52.407 1.070 14.996 1108 :l<l.989 。 944 980 。
物J1H学専攻闘の箆 23.674 1.062 3.835 6S6 17.518 。 603 615 。
化学初攻図.;';:主 15.198 363 2.091 2，12 12.1'19 。 353 391 。
~I".物専攻包lJ?主 10.280 ;'，16 3.984 2'12 5.:175 。 133 。 。
IfJi分子~'i攻図~I~ :i{ 7.8S2 279 2.066 329 5.090 。 118 。 。
地球惑hl科学専攻(J也物)1χlJ:気 10.8:12 :1.721 510 .116 5.920 。 265 290 。
1也t'J火山研究観測センター ;;.755 838 586 :150 :1.981 。 。 。 。

i災学研究科凶3館 137，10.1 :15.59，1 6.512 10目J:l5 日1.1，1:1 。3.720 :;1.12.1 .10.605 
m学研究科l刈;号室 26.6，17 S.036 628 3目017 10.1.10 。i .226 22.959 13，959 
都学研究料IメI... ，~主 29，793 :l. :116 1.824 3，822 16.460 。.1.371 1，1.88:1 12，811 
xヤ研究科閃，'~室 176.114 5.:l26 4.557 11.7!i!i 7U，75 。79.601 15日目76 151.095 
材料 ・化学系専攻l主I，!J定 32，911 16G 113 221 21. 080 。11.031 1，1，<11 :1 IU31 
削減エ νクト口ニクス系~'i攻1:.<1 ， '1出 25.511 77 1.108 2.52，1 l:l.GHO 。8.122 20.5:l0 20.208 
物m工'7:系w攻図 II~袋(機械) 13，163 o 。:190 6.HI'1 。5.!)59 7.506 7.33，1 
物J11!工学系~'j.攻以lJI笠(泌物 ・ 数物) 15，356 13 339 585 10.001 。4.418 1.1. 4~)9 13.938 
物.f1ILV予系専攻図11?笠 (1J;(f') 6.961 205 545 215 :1. 076 。2.920 6.，125 6，323 
役会工学系専攻凶己}笈(土木分可o 1.l.763 o 21 983 6.1138 。6.921 7.55，1 7.-144 
社会工学系専攻閃 II~笠 WJ然分可o 12.909 613 。971 8.153 。3.172 6.861 6.661 
社会工学系専攻図.日常(資源分宝) 3.95.1 12 -13 175 2.041 。1.683 7.161 6.975 
社会工学系専攻ドlJ}笠(御Î~J:分:-Hl 8.269 。 33 383 2.519 。5.334 7.358 7.122 

b~学研究科図，'11\i 77 ，875 ι1.630 .1.844 6.819 30.008 。31.57.1 52.105 16，206 
民業経済学科凶.'J主 <1.7，15 73<1 153 1.848 1.0・17 。 963 。 。

~tJï生物i剖フィーJレド什下センタ WP世間) 217 。 。 。 217 。 。 。 。
~tJj生物問フィーJレド科?セ ンター(~林11!1l 6.944 。 。 。6.890 。 54 。 。
獣医学研究斜図作室 22.911 :1.l72 4.030 1.398 10.40:1 。3.908 12.908 11.620 
水j)'(f学研究科図;!Jo:主 35.335 2.025 795 4.351 18.016 。10.148 :16.263 25.675 
地球環境科学研究科凶，';室 21.387 760 1.262 972 9.672 。8.721 14.088 13.761 
全学教育支t君主人文苦手)r~資料引 。 。 。 。 。 。 。10.436 7.687 
低温科学研究所図，'J主 14.541 180 851 1.455 7.659 。4.396 11.063 7.720 
m子科学研究所図a作家 24.968 237 663 1.008 19.883 。3.177 10.ト13 7.132 
ii'l伝子約制御研究所凶，'i定 10.046 72 133 127 8.902 。 812 5.574 。
触媒化学研究センタ-r注1，'~笈 10.519 284 751 80 9.168 。 236 7.594 7.129 
スフプ研究センター!立l.!?主 53.155 862 27.019 4lI 6.607 。18.256 1:~ . 354 4.646 
大1¥'!;:I'f):機センター
先端科学技術共同研究センター
情報メディア教育研究StfTセンター 3.602 2.610 441 453 98 。 。 。 。
総代博物館 2.530 1.6!i3 709 100 68 。 。 6.030 6.000 
i災1M技術短期大学部図m包 14.695 .1.ト10 758 3.256 :1.568 。2.973 1:l.360 11.753 
'11.f)5};J 

合 計 1.278.305 206，322 226，258 7i.835 H7.898 559 289.433 1，044，135 721，660 

*' J11!・[..0の中央凶，'1貨のデータに11咋攻t'I.'1手:のデータが{tよれる。

れt'ê: 資料~'ê ・ 述m~ (均一ドli‘ 18)2003/3/11 

jlli'm'i(平成 I:~年度) (r-I'J) 
1:.<1.';館 ・当{辿''::rt'iの内，J(

17金 ・ i1'j.fl 日Jlpll 光熱 il!i (，1 給与以外
Jlj金 Wi品'l'i I~?.t'i 製..j>:'l't 水料 述~m 11111'料 その!t!!

の t意書目

'1:;.6.14 1.m 8.740 6.589 16.902 5.091 42.199 65.532 198.168 。 o 。 。 。 。 。 。 。
1.010 1.64i 460 10.811 3:30 870 。283 15.411 
1.423 o 150 975 :l15 170 108 379 3.580 
4.978 300 170 5.980 200 500 38:1 100 12.611 
1.541 。345 3.:157 2.216 469 1.129 687 12.744 。 。 。980 。 。 。 。 980 。 。 。615 。 。 。 。 615 。 。 39 352 。 。 。 。 391 。 。 。 。 。 。 。 。 。

o 。 。 。 o 。 。 () 。
() 。 。290 。 。 。 。 290 
() 。 。 o 。 。 。 。 。

12.906 165 。2.912 o 。 。536 16.519 
i07 。1.120 H5.1 431 ，113 . 258 ;;.217 9.000 

() :;16 189 1. 04 1 256 70 。 。2.072 
1.050 314 180 ，1.6:H 2.160 180 。260 8.781 。 o 。 。282 。 o 。 282 

(1 。 。 o :m 。 () 。 322 
o 。 。 56 116 。 。 o 172 。 o 。:!97 164 。 () 。 561 。 。 。 。102 。 o o 102 
o o 。 。110 。 。 。 110 。 。 。 68 132 。 。 。 200 。 。 。 68 118 。 。 o 186 
o 。 。132 104 。 。 。 236 

2.875 562 584 。316 667 412 18:l 5.899 。 。 。 。 。 。 。 。 。。 。 。 。 o 。 o 。 。。 。 。 。 。 。 。 。 。。 。381 :147 240 320 。 。1.288 
2.003 231 。6.030 。516 。1.808 10.588 。 。 。327 。 。 。 。 327 
2.7.19 。 。 。 。 。 。 。2.749 
1.726 236 100 499 165 100 388 129 3.343 
1..195 。349 859 。 34 。27'J 3.011 
.1.821 。 15 305 3<14 80 。 9 5.574 。 。 89 362 。 。 。 14 465 
6.141 ~36 401 1.172 375 283 () 。8.708 

。 。 。 。 。 。 。 。 。。 。 30 。 。 。 。 () 30 。506 。6:11 。470 。 。1.607 

94，069 12，284 13.303 47.688 24.310 IQ，2:J3 44.877 7三7j1___lli_，生75
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平成 14年度大学図書館実態調査

資 料 '(X(平成1 3~何度) (千円)

図st:館資料伐の:111済別 ・JIl途別内訳

図{I}館 ・ 図担;~主
総額 文部科学省からの配当額 その他の経費からの配当額 寄付金

図{IHuI倣付 研究室Z予備付 関i'}館備付 研究室等制付 (;(h'Htri<<liH 研究室等備付

本館 182.707 39.198 。 143.509 。 。 。
王子fff! 60.601 。 。 27.048 33.553 。 。

襲撃
138.555 。 。 7.798 125.705 539 4.513 
21. 985 。 。 7.492 14.493 。 。
60.453 。 。 35.650 13.450 。 895 
1'15.621 。 。 7.186 138.435 。 。
52.'107 。 。 。 52.407 。 。。 。 。 。 。 。 。。 。 。 。 。 。 。。 。 。 。 。 。 。

組自分球道子島1且t等学図。専盆攻 {地噛}凶ョ控室
。 。 。 。 。 。 。。 。 。 。 。 。 。

測センター 。 。 。 。 。 。 。
医 137.104 。 。 81.897 41.853 。 12.812 
tD 26.647 。 。 12.367 13.520 96 664 
築学研究科l必\.!1~包 29.793 。 。 21.054 6.371 1.000 1.368 
工学研究科図、咋笈 176.114 。 。 30.579 145.535 。 。

材料 ・化学系専攻図符笠 32.911 。 。 。 32.911 。 。
1/1純iエレクトロニクス系専攻関1'1笠 25.511 。 。 。 25.511 。 。
物理工学系専攻図作室 (機械) 13.163 。 。 。 13.163 。 。
物思!ユ::学~~If.攻図【IJ室 (応物 ・ 数物) 15，356 。 。 。 15.356 。 。
物~工学系w攻図{I}~主 (原子) 6.961 。 。 。 6.961 。 。
社会工学系専攻図【IJ笠(土木分安) 14.763 。 。 。 14.763 。 。
社会工学系専攻図¥IJ室(iJ!築分室) 12.909 。 。 。 12.909 。 。
主t会工学系専攻閣の笠<n孤分室) 3.954 。 。 。 3.954 。 。
社会工学系専攻図¥IJ室(術生分:&2) 8.269 。 。 。 8.269 。 。

民学研究科図役室 77.875 。 。 12.972 64.903 。 。
広!~経済学科図、I}笈 。 。 。 。 。 。 。

北)J生物悶フィールド科学センター(緋1也l翻) 217 。 。 。 。 。 。
北)j生物l創フィーJレド科学センター(森林悶) 6.944 。 。 。 。 。 。
獣医学研究科図i!i室 22.911 。 。 5.499 17.412 。 。
水pli学研究f-}図;;'1室 35.335 。 。 3.766 31.569 。 。
地球環境科学研究科図持集 21.387 。 。 4.283 17.104 。 。
~学教n支援活f人文若手作資料室 。 。 。 。 。 。 。
1民ilu¥H学研究所図作1'e: 1'1.5'11 。 。 14.541 。 。 。
m子科学研究所図{1J;j[ 24.968 。 。 19.566 5.402 。 。
巡伝子抑制御研究所図持;j[ 10.046 。 。 。 10.046 。 。
制l煤化学研究センター図f控室 10.519 。 。 10.222 297 。 。
スラプ研究センター図iIJ笠 53.155 6.544 。 37.751 。 。 。
大型計算機センター

先端科学技術共同研究センター

情報メディア教y'f研究総合センター 3.602 。 。 。 。 。 。
総合同物館 2.530 367 2.163 。 。 。 。
医線技術短期大学部医IA主 14.695 。 。 8.424 5.633 。 。
事II.fhJ.J

ft 計 1.278.305 46.109 2.163 491.604 685.281 1.635 20.252 

iit l'1!・J:・C!!の中央図内定のデータには碍I主l刈(If:';，のデータが合まれる。

経質 :資料~ ・ .illi1オ~:J1I9r (カード19)2003/3/11 

巡営 J'i(平成13年度) (千円)

図1'1自1 ・ 2主ì!l!g~の出iYr別内訳

その {也 総 額 文部科学 その他の

行からの 経'{xから その他
関1.'1命1仰H 研究室等(lii付 配当 額 の配当額。 。 198.168 54.889 143.279 。。 。 。 。 。 。。 。 15.411 。15.411 。。 。 3.580 。 3.580 。。 10.458 12.611 。12.611 。。 。 12.744 。12.744 。。 。 980 。 980 。。 。 615 。 615 。。 。 391 。 391 。。 。 。 。 。 。。 。 。 。 。 。。 。 290 。 290 。。 。 。 。 。 。。 542 16.519 。16.519 。。 。 9.000 。 9.000 。。 。 2.072 。 2.072 。。 。 8.781 。 8.781 。。 。 282 。 282 。。 。 322 。 322 。。 。 172 。 172 。。 。 561 。 561 。。 。 102 。 102 。。 。 110 。 110 。。 。 200 。 200 。。 。 186 。 186 。。 。 236 。 236 。。 。 5.899 。 5.899 。。 。 。 。 。 。。 。 。 。 。 。。 。 。 。 。 。。 。 1.288 。1.288 。。 。 10.588 。10.588 。。 。 327 。 。327 。 。 2.749 。 2.749 。。 。 3.343 。 3.343 。。 。 3.011 。 3.011 。。 。 5.574 。 5.574 。。 。 465 。 465 。

8.860 。 8.708 。 8.708 。
。 。 。 。 。 。。 。 30 30 。 。。 638 1.607 。 1.607 。

8.860 11.638 322.475 54.919 267.229 327 
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部局図書室調査
調査線 1(2003/3/11) 

悶m館・図mltt 意義・位置付砂

本館

分館

図tI1!i!l:1、文学研究科・文学簡の紋職員や学生{大学院・学郎}への図@情報サービスを行っている。図m情報サービスを担自供する図mmでは、小規僚ながら発注・受入・支払業務、図録梁務、相互貸借m務や貸出・望書考等のすべての

文学研究科図曾室 図m梁窃を行い、本研究科・本学部の紋職員や学生の彊盟に応えながら、身近な存在として適切なサービスを行っている。図@室では、図留資料として参考図岱(研究・教育・学習のため}、学術雄総や視聴覚資料 (CD・ROM、マイクロ資

料}の事Ij1llが可能となっており、さらに情報ターミナル(外郎情報倹紫データベース等}により電子資科やインターネット情報の入手が可能となっている。

本研究科図t!1!i!は数育学研究科・学郎の大学院生・学生・敏官と本研究科の関係者を主な利用対象者として、その研究・教育を支t愛している。f#Ol図m館との梁務統合以後、図白箆の研究・紋宵等のおむな文t震は以下のとおりである.

閲覧俊能

1)定期刊行物(新刊総誌{おおむね過去 l年分))の閲覧・貸出。 2)t参考図曾・政府刊行物・年鑑・自密の閲覧.0 幻滅戸文庫・高等数育関係図@・学校史などのコレクションの閲覧・貸出。 4)I噂土1a文・修士.2p祭錨文の

教育学研究科図m~
保管・閲覧o 5) CD.ROM. WWWによる情報・資斜検紫周パソコン 1台の提供o 6)情報メディア教育研究総合センターのパソコン2台の提供o 7)ビデオ資料視聴のTVセット l台の提供。 8)マイクロ資料開覧・複写mの

リーグープリンターの提供o 9)閲覧座席9府 (6人1111台、 1人1113台}

図mm務
1)図硲・緯誌の発注・受入・図曾の支払o (備品図磁の支払を除<> 2)雑誌の製本 3)閲覧・貸出梁溜o 4)紀要の編集・送付・保管m窃o 5)備品図m・製本経誌の図m館への鎗入o 6)附属図tlJonとの祭務統合に関わ

る管混換え祭弱。

本研究科図m笠i主、平成5年度をもって附属図曾郎に統合され、本研究科の図i!J1ま原則としてすべて附属図宙館に所蔵されることとなった。ただし、各敬官が研究費でE湾入した図自については、研究・数育上の便宜のために、附民図。

館での笠録手続後、長期の「研究室貸出」がIO!められている.

新規蹄入国曾・資科の発注、附属国白館移管前の米製本銀総や逐次刊行物・参考図曾・学位{卒業}論文・専門性の高い観聴覚資料・ CD・ROM資料などの貸出・管理保管については、本研究斜図俗笠で行っている.

経涜学研究科図曾笠 本研究科悶tI1~員会では、本研究科関白盆に所蔵されているS霊能・資将類について、各教官に対して、専門領践を踏まえた所蔵の必要性・新規鴎入希盟を毎年調査し、次年度のJl，IJ入の可否を決定している.その結果、経涜学・経営学関
係の雑誌・資科類の世界的及び国内的に主袈なものは網底的に配架されるところとなり、本研究科教官・大学院生の研究において、本研究科図密室は不可欠の存在となっている.

本研究科図硲室の述SI主、本研究科図傍受員会と図m鍋とが連続して行われており、特に、 IIR入雑誌・研究科予算による r共通図曾」の決定、 CD・ROM資料mサーバーの管理については、予算・利111状況・必堕性などについて意見交換

のうえ、突絡している。

理学研究科図硲室 理学研究科・理学郎図m室は、図曾その他の学術f宵銀資科の収集、~理及び提供を行うことにより、本学部にお砂る教育及び研究の進展に資するとともに、広〈学術の発艮に寄与することを目的とする。

数字の学問的特色より数学の総総・図unま研究資料として級も盟袈なものである.したがって実験装置・実験室が研究者の身近にあるように数学園@室が数学教室内にあるのが辺倒である.これは日本のま東大学に限らず位界の主要大

学の数学教盆のどこにでも見られることである。

当数学教室の図的1i!1:1、まとまった数学文献を備えた北海道唯一の散学図俗室であり、所有する文献は膨大な数にのぼる。

数学専攻図自室 また当数学教室1:1、北潟泊における数学研究の鎚点大学として、北海道における数学研究のリーダーシツプを発揮する使命と役割を負っている。この役割のーっとして、当数学教室の悶世l!i!1主北海道lこ.tlI:tる数学研究とそれに関迎する
研究に必f.!な雑誌・悶mが常時自由にアクセスできるような情報提供拠点として1I1i準ずることが求められている。

敏学教室1主、数学研究のよりよい環境作りと北海道におl:tる数学研究の拠点大学としての使命・役割を十分に果たすことができるように数学図曾笈の充災を図ってい〈ことを考えている。この図的達成のために当数学教室では、文部斜

学省の平成 15年度のCOE(Ccnter or Exccllencc) ltI・商に応募することを計図している。玄た、図曾室の人民が充分確保できれば、一般の人迭にも図街宣を和11mしてもらうことを考えている。

すべての学問にとってそうであるかもしれないが、特に物理学のような3基礎的学問にとって、論文雑誌、および単行図曾は研究、数育を進めていく上で非常にm裂である.このような資料は十分なmmと収減量を備えることがrllましい
が、当物理専攻図m~包に収減されている図岱は限られた予算のため、十分とはいいがたいo :lた、図密資斜lま収蔵抵の多さとともに常に身近に置き必要なときにいつでも望書照できる状況にあることも血盟である.最近の銀総は也子化され

PCで閲覧することができるようになったが、少し普以前に発行された雑誌や単行本図E容を見るには図密室に行かざるを得ない。

物理学噂攻図窃宣
現在、物理l}f.攻図tlJlttには暗号キー式のロックが股医されており、夜間や休日でも入窓して資料の拳照ができるようになっている。これによって、われわれ研究者や学生は昼夜をIIIJわず研究を遊行することができる.もし、図俗箆がほ

かの建物に移ってし:tうと、利便性は格段に落ちることが予忽される。天候などの理由によっては調べにい砂ないことも起こりうるし、遺〈の起物になれば図岱室に行くこと自体が希になると予怨される.また、夜IIIl、休日の使mに制限

がつ〈可能性もある。これは 1つの例であるが、物理学の雑誌に NuclearPhysicsという雑誌があり、以前に物理専攻の図書室に移管され、その後われわれ研究者にとって非常に便利になった。資料が近〈にあることの盤要性を災感して

いる。このように少しの阪隠の迎いであても資料が身近にあることが鼠裂である。綬近、人員削減のため図曾館の集中化が議論されているという話も1111くが、本来の研究のための環境を箆えるという立制からはあってはならないというの

が鍛者および周りの研究者たちの共通した考えであるo :a々は図街宣をいつでむ利用できるよう身近に置き文献資料の充実化を図っていきたい。

化学専攻図m~ 化学関係の新沼学術雑誌{米製本のもの}の閲覧箆。雑誌は約 2 年後に製本され、理学部中央図密室に保管される.カード式セルフサービスによる貸し出しが可。化学専攻にお砂る新情報の~伺，cと位凶付砂られる.

生物専攻図ru~ (生物防入}学術維詑及び学生111告書場図留 (11¥行本}の閲覧

高分子噂攻図曾窓 学内 on.line で線総由鴨めるようになってから、悶御室の和11111~1ま大脳に減少しました。学科事務員の人員削減に伴い、図官室の管理はとても困鰭になりましたa 学内の on.linc acc舗のより定制じと図官室の統合が盟ましいです。

図mは学問の僻成物である。入額の知的活動(アイデア、デー夕、理歯}の集積を体現した存在である.これが真に有般的に後能するためには有告する図mが一元的に管理Eされ、全体的に検如、使111可能であることが盟ましい。過去に

Iまアレキサンドリアの大図的館が知的活動のすべての集積地として線能した.しかし、当時の文献量は明らかに現在に比べると微少である。全ての知的活動の記録を繊断的に探ぐことは現代では殆ど不可能であると同時に効事的ではない。

そもそもそれを利用しようとする人則自身の知能が般平会ての領滋に及ぶということが殆ど不可能であるほどになってしまった。

従って、図岱もその関迎分野ごとにまとめて管理Eし供111ずるのが効率的である。勿給、分野ごとに縞麗に分類できるものでないこと、?常に境界領械、新領域がつ付加わるJjfを考えれば時々は rl知連分野」を見直すことも必践である。そ

の鳩合においてもある密度の区分付から出鎗せざるを仰ない.これは図には県があり、その下に市町村があって、場合によってはさらに小区分があるのと同俄である。会ての役所業務をこういう区分砂無しに完全に悶νベルで行う羽合を

考えれば、如何に途方もない国倒が生じるかが分かる.

以上の一般的場祭から、噂攻悶備の存在意畿は明らかである。地球物理学を学び且つ研究する者にとって、ヨーロッパ人によるインディアン府殺の歴史曾が緊急に必要となることは殆ど考えられない。やはり、地球物組学とその関迎の

地球惑毘科学専攻{地物)図鰐笠 物理学、数学等が頗僚に使則される図砲であることは確実である。その際、空間的な距離の利岡の使に闘し盛要な因子であることは明らかである.ある一つのことを調べるのに長時H胸斗fて歩いて行かねばならないようなlJHl!lはきわめて
手ド効事でるる。明らかに~nu~Jに近いところに必要な悶釘をm恕するには、その対象分野を限定せざるを得ないのである。
ある組の文献は電子的にすぐ見ることができる便利な世の中になったとはいえ、茶かの詳細な図筒をダウンロードするとか複雑な数式を袋示しようとしたら簡4tなデバイスでは役に立たない。悶俗ならいつでも見ることができるが電子

的なものは喜豊田を持ち運んでいない限り役に立たないし、持ち迎んでいたとしても常時電源が入っていな砂ればすぐに利用できない.従って、遣い将来、宙物に完全に置き換わることのできる媒体が宛切されない限り、今まで 2000~以上
の長きわたって図総が来たしてきた役柄1;1;今後も当分続〈であろう。

W顕に曾いたように、如何に膨大化し細分化されてきたとはいえ、人類の知的活動はどこかで繋がっているのである.イスラム過激派の神学mと柔構造の超高閲ピルl1!築学が閑迎しているのである。従って、!III何にー見関連のなさそう

なことでも閑迎づ砂てたい場合にはそれが可能であることが盟ましい。そういう繍の関迎を確保し利用可能にするには専攻図白の上部組織として部防図旬、本官官図曾等が在って良い訳である。これは閏ー県ー市町村の区分、役告書分担が在

るのと悶嫌である.噂攻図白球いはJ!!にその細分としての分野別図窃が存症するのが自然且つ有効な図密利用形慾である。

地鑓火山研究磁調センター



図m館・困1'1蛍

医学研究科閃llJ1¥i

術学研究斜図1ヰ~

~学研究科凶世J~

工学研究f!Il期!J1¥{

材料・化学系.W攻悶Ilf!i{

怖綴エレクトロニクス系l帥臨時抵

意義・位関付り

はじめに

医学研究科・医学部医IlU館は昭和 45年に現在の建物が完成し、昭如50年に一部m策され現世に透っている。利IJI対象者は医学研究将・医学郎、附属病院、遺伝子制御研究所、 RIセンタ一、動物実験施設、それぞれの教験u、大学院生、

学生、医blと約 4.400人を抱え、更に般近では学内外利111者もt曽加の一途をたどっている状邸である。

A 学科支m
係学部の学生と他学郎の学生の大さ <94なるところは、『医師図家試験』という関門があることである。医学郎悶術館としては、 611;110のtf学期IIUql、廷にこの『医師国家試験』にI勾Itての学習文銀が第一の使命である。際学の進歩はめ

ざまししこのため常に新しい知見が要求される。したがって医科系の図曾の寿命む当然のごとく短仁だいたい5年が限度といわれている。現に 2年で改訂される教科密も数多い。こうした時代の趨努の中で医学郎閲IU館では折川現館

長の発楽により平成 ]2年度より r閲覧国際の充実』をひとつの柱にかかげ、図由予算を大舶にm額し析しい図鰐を積極的にIIR入し、学生、教聡民のflllUに供してきた。このため開架閲覧室の問符は現在では大制に入れ伶わりや1111者に1;1好
評である.この方針1;1来年度以降も廃持されるであろう.

また、医療情械学{懐井常太郎教綬}の一節分として、l\IEDLlNI~ ・民学中央総誌の例純i検~をmm し、受濁した学生からは大変好;wを似ている。このように利lfI者教育にも疏極的なJlí!り tnみがなされている。

B 研究文銀

研究者にとって線新の学術情報の入手lま必須のものである。幸い本学では附属図脅館がm子ジャーナルのiJJ入、 m備に取りおiみ、会倒的に見ても上位ランタされるであろう。しかしながら附属図{lf館はその位指上、全学悶を配らなりれ

ばならず、各部局の箆却すべてに対応することは不可能であり、このこともまた理解の及ぷところである。

したがって医学部図轡館としては、医学関係の DB自前で整備しな砂ればならない1Jf怖がここにある。I'roQucstMcdical l.ihrary' ProQuest Hcalth • Phramaccutical Nc¥Vs Indcxを導入契約し、医学部のみならず全学にIlIll.&してい

ることはご仔匁Iの通りである。

さらに医学部数自のものとして EBM災践にお17る.m援な制緩源のーっと位限付Itられている ThcCochrallc Librnry (コクランライブラリ)を導入している。同様な DBとして現在‘JMEDI口NW'・医学・策学予備u!全文デ】タベー

ス， (9月]1:I-I0H 31日まで}、‘UpToDat"(11月1日-11月初日}のトライアルを行い、新たな、しかも干j1llな DBの噂入を検討しているところである。このような研究の支援も医学部悶由館の使命である。

C 利用状況

平成9年度から全学舷初に有人開館を22時まで延長した。本来は医学府学生・教官職伐のためのサービス向上が目的であったが、結製として医学部のみならず全学の教職員、学生および学外の医協関係者にひろ〈利llJされている。{学

外利JII者への11111.&は医学郎図tIJ館利m内視を初i力的に巡mし、 221時去でのIlI1館と制まって利JII者が少なくない)。

医学問l岡山側の休日!日明閣の歴史は世代、いち早〈自動入巡航システムを導入した平成..il'の土防!無人1111郎にはじまる。もちろん民学部・病院の!則係者のみの手1)111ではあるが、その後無人Illl郎の事IJ即時1111をJJI次』広大してさた。昨年平成 I:l
11; 10月から航行した 24時間11日自由は、今年4月より本椛穆働にこぎつ防、この際に学部学!hまで利111範闘を{広大した。

1:1本医学悶俄館協会の統制・平成].l年阪によると、全国の国公払を含めた医系大学のうち 241時IIIJIlIl仰を災絡しているのは 15大学にすぎず、このうち学部学生にまで利用を認めている大学は-HI1にみたない。
さらに当館では 9Hより OPAC、電子ジャーナル、 MEDLlNE、医中誌などの情報研削機犯の24O.'illll利JIIむ可能にし、さらに利111者サービスを向上させた。

波 望書考資料として;1;ームページ上の概yl!を添付する。

D 所蹴凶仰の特徴

医学郎図術館の今一つの特徴として、保存図窃館として役割も来たしている。当館では 1900 11;以前の医学仰を旋風俗としているが、この他1.000 冊余りの和後本を所蔵してる。さらにオンライン CD.ROM~データベースの Mcdlinc 以
前の・'Quartcrlycumulativc indcx to currcnt mcdical litcraturc"の時代から所蔵しており、‘医学111央総鎚i・もVJ号から所蔵するなど蜘mな文献情報む所蔵している。これらや古い回符・維誌の版i持論文を収集・保存も凱製な賀正揮であ

ると者える。

E 医学郎図u1館の位低付I:t

日本会聞の医科系大学の中で附属図w館あるいは医学分館でない大学1;1、北大医学偲と三m大学医学郎のみである.

北大医学部図t!J館は学内にあってはー学部の図@室であり、資料費、巡営費はすべて医学部の予算で:}.かなわれてるが、全学の医学生物学系図衛館として俊能し、側広〈利JfIされている。このことは枝問コピー倹使lfI政敵{平成 13年度

1;1 83.123枚}ひとつとりあげても錨的に袋れている.

ここに『平成 llIf.度外国雑誌問題倹討懇話会医系懇話会まとめJ (文貨阿部初陣}があるが、この伝かで r.J.医学部以外の医系邸周では部品に固有の雑誌は継続するが、他は医学郎図磁館を4河IJIIIしていることが明らかであり、 (111略}

医学郎以外では、医学部図曾館を利mするという現由で、中止雑誌を決定している。また、理!系学館のほとんどすべてが医学都図的館の生命科学関連総誌を和IJmしていることが切らかとなったり r 7. ..・H ・{略)..・H ・、昨年度の悶術館資

科m備でも検討されたように、北泌道大学の図m館』主、本館、分館、都府図俄宣をあわせた鰻能迎i鐸で検討されるべきであり、本館が文系図m館として俊能しているのであれば、医学郎図別館11;1医学生物系悶i!J館としてJ1l~に般的し、研
究図(tJ館として舷む活発に利川されていることは明らかである。これを医学部予算のみに依存している現状にはIIIJ胞がある。図邸館股員の適性は一、 m桜雑誌への予算的支銀、その他の全学約支彼、位飽付lげfが検岳肘Iさtれlるぺさである。ド.“…….“1... . 
{略)ト.. …..... 

この阿部前E医E学節図宙館1長毛のまとめをもつて医学部図E曾雪館の意義.位臨付11とする.

①学生111悶111を保管し学生の教育に賀献する。@研究雑誌を保管し、研究に賀献ずる。@邪務IIIを合む全ての図mの賂入手続と予算管理を行う。

~~研究将・~学館に関する図街、その他学術資斜の収集・整理及び提供を行うことにより、敏行、研究に待与する.
{悶l1Jliiの特色}
利問者サービスとして、 4lF生以上の学生及び教政員について IDカードによる自動入室で24時間{セルフサーピス)t'1T11が利JIJできるようにしている。また、午後S時以降について、自学習の場として閲覧貨をIIIl政している。

忠義

去す'1;1、 3 ， 000 人弱の学部学~l~をかかえる大所:~If学部の悶哲}1i!として、日々学潤のサポートがなされている点かと思います。また、系専攻図tl}1i!(分袋合む)との有機的かつ栂能的な梁窃関係を保つ、鎚点としての存住もあろうかと思い
ます。学内的にl主題!工学系分野での111筏(l{Jな干7-tflことむilJえ去す。
低限付け

部内的には一応、系専攻図m室が教官や大学院生の研究者あるいは将来の研究者を対象とした研究支綬図俗盆という意味合いに対して、中央は学部学生を対象とする教育支援図銭安という色分"がなされています。

工学的は建物が広〈倣花しており、特に材料・化学系縦は工学部図m1i!から述〈隠れて~n注して立っていることが存在窓設のー訴に挙げられる。教官・大学院生・学郎学生は日常、図1普・情報にI測することのほとんどすべてを系図UHií
だItで済ませているように見えます。閲覧室の2台の端末の稼働率は大変筒しできればあと 2第股凶できないものかと考えているところです。

工学郎の図的盆をjlitM策した際に (40年ほど以前}、学部学生mの図lUは中央に研究者川の図VJはか学科にという方針にしたため、明可約な参考資料lま各学科図街宣{統合されて系図U13!)に凶かれており、特にリファレンス業務につい

ては系図t!}~の存在の意義と位限付付は大きい.
学郎学生のカリキュラムの変更に伴って、餓近は学部の 1・2年生の利用が多く工学部内分館の様相を旦してきており、それに伴って学部学生1fIの図轡の充実を考慮に入れる必要も出てきています。

これらの観点から、材料・化学系図tUlil:は専門的情報センターとして、また学IlU学!hのガイド役としての役削がますます大き〈なってきていると去えます。

意義

この 10Hにいままでの4分袋(1lt気・1<<子.ffl密・情報}図111笠がひとつに注とまり、系噂攻問t!f貨をもつことになりました。糸凶1!1!区としては充分な閲覧スペースをも確保された本絡的な図1I11iiとして、法た1甲門的な学術怖械センター

としての~味合いむ持つことと思います。
位限付付

加分的に1;1系瑚攻凶m当fは研究者を支混ずる研究支m悶l!J!区という依限付けがなされてい虫すがこれからは大学院生に限らず、学部学!hをも取り込んだ本t詩的な岡野宝{館)の位iぽ付けがなされると思います。
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意義
噂攻図世1室はヱ学節11I央関白:-<<との迎悦において述営されている。多数の教u・院生等に:t1して中央図おは広〈洩〈しか対応できないが専攻凶l!Ui1.'1門分野に精通した職員によって、さめ細か伝対応をして中央問符補うことができる。

物~!J:~i-系専攻関lU3!(俊械)
この点で将来の研究者・技術者をnてるうえでの一助となっていると悠われる。

位低付η
中央図mは~l='fI限f虐を主体とした教n文銀とw誌 r つであるが、 w攻図lUliHi教rr ・院生を主体とした研究支銀図世話f と位凶付りられる。 m加する情報氏、進む也子化のなかで専門分野を特定した回lU1\!は今後、利用者にとって飢嬰な

位慌をしめると思われる。

意義

物!!l!工学系専攻倒m袋 専攻図密資は教官や大学院生を対象として開設されました。研究部・動の支綬組織として銅製な役捌を*たしてきています。中央閲lIrii~ との.ì!l!tlllのなかで専攻内だげでなく全学的にも関m飢彬1.1:のー鈎を担っています。
{応物・数物) 位置付砂

研究支銀関御室として、専攻内の利111者の仰や要旨見をiu傍に受付、専攻の学術情報の傾向を知ることのできることから、その虫!求することを巡やかに実現化してゆ〈磁関であることです。

意義

ここでは中央図iU1¥!とのよりよい迎恨のなかで専門分野に柿過した職員が分窓図lUの将兵を生かし、研究文置の鼠嬰な役割を狙っている。:主た、学科記念事業の関係省績や学生災験のデータ娘の収集、保存等での資料実の役割む思って

物耳I!工学系専攻問III黛{原子} います。

位置付砂

研究支怨図俗筆として、より身近な研究者へのサービス銭関であることです。

意装

社会工学系専攻問初笠
専攻図街宣lま中央図的蛍との迎慌において業務がなされているが一分盆悶羽笠iこはより噂門的かつ特殊な資料を収集、保存されている点などその分野の符殊性の中で図曾E宮殿討のよりきめ細かな対応が研究の一助になっていると思われ

{土木分1¥0 ます.

位置付け

研究支銀図書Hilとして、より身近な研究者へのサービス復関でもあることです。

意議

工学系の単科大学にも匹敵するほどの規僚を持つマンモス学部の中で中央図tlfli{との迎俄の111で有銭的に運営されいる点があげられます。年々、肥大化する組織の中で中央図ill笠では十分とはいえない点を補い教官はもちろんのこと者

社会J:学系専攻阿m笠 し<mぇ続11る院生にたいしても専門分野に繍返した図諮館殴鈍のきめ細やかな対応が研究の一助となりえていることかと'M.います。

{建築分:iO 位置付り

中央図街宣が学習憐1彪を主体とした教'f.1支m図書l~にたいして系図許1\! 1主主として大学院生と教官を対象とした研究支援図\!J:i!というふうに {(L限付I} されると思います。また、正II築分!ifでlま分当fで保特している設計や製図のための資料
を学郁学生が和l川するといった特徴もそなえてい去す今後、ますます逃uであろう也子化のなかで専門的な的報センターとしての位低付。が線せられると思われます。

窓議

社会J:学系専攻閲tU!'i! ?ンモス学部の工学郁にあってI:t、中央闘機袋と述鰐して教rrや学生に対応することにより、よりきめ細かな研究支綬ができると思います。

{資協{分史} 位置付り

研究支緩の図l!lj!としての位限付げです.

工学研究科におりる系回世話n分貨を合む)の意義は、工学系の111fIf大学にも匹敵する~Jlf英を持つマンモス学部の中にあって、 111*図由主fとの迎tlllのなかで、有慢がJかつ機能的な結・びつきで巡岱されている点にあるかと思います。また、

社会J:学系w攻図m*
年々肥大化するなかで、中央関税当fだI}では十分足りえない点を考慮しつつ、教官に対してはもちろんのこと大学院鼠点化後著しいm加をみせている大学院生に対し、導門分野での対応が研究のーi拘となることをめざす点にあると思いま

す。
{術生分室}

次に位置付けとしては、 III~鳥図UHi{が学符僚能を主体とした教育文銀図符:i!であるのに対して、系図書室は、主として教官と大学院生を対象とした研究支後図樹祭というように位聞付けられるかと思います。今後ますます進むであろう
也子化、情報化の11Iでw門的学術的綴センターとしての役割を担うことが要求されると思い注す.

改組され農学研究"となった現在、院生・学部学生 1.500 名、及び教聡民を含め 1.700 名を~える利m者を擁している。専門紋ff. 研究が行われている身近な節蒋に配閲されている研究科・学部悶街宣fとして、近年ますます高度化・多
様化する民学教育・研究の支m樋能にふさわしい情報収集・提供、及び研究敏ff文俊の場として大きな役割を担っている。

良学研究f4図織活f
本研究科は符に、札幌民学校時代からの古い貨血な資料を含め約30万冊近い図UJ資料を所蔵しており、これらの資料は広〈学内外からもt.'illlされており、知的共有財産として今後とも倣逸させず有効利用させるための貨務を負っている。

しかし、古い歴史の中に組むねている資料も少なからずあり、これらの艶僚がlftYl!な際組となっている。

玄た、農学Iま実学であることから1電子図m館化の中にあっても、なお電子的資科では対応不可能な古 <ti'l~な栃絵・図頬等の資料を身近に配して研究に役立てるという側面もあり、ブラウジング俊能とともにこうした資料環境が身近な
研究科図密笠であり、その利便性11今後とも1ftiB.!な要紫である.さらに改組により縮股が狭陰化している現状のもと、快適な学習環境挺供の場としての役割も血製であり、いっそうの光災が求められている。

操業経務学科図羽目Eは、これまで、民学部農業経済学科・大学院農学研究科民衆経済:R艇の教育研究に欠くことのできない般1ft!&!な俊能を担うという Z主義を有してきた。また問1~11こ、民学部や本学会体、さらには学外に対しでも、わが
国農業経済研究の拠点的関術後1mを従供してきたといえる。今後も、これら機能を-II'!1'G6めて充実していくというのが本学科の総本方針であり、本学科図1控室の位i置付げである。

本学民業経済学科は、1:1*でJIH .IM史が良〈、膨大な貨mな図俗資料を収~・管制してきた。本学科凶街宣l土、また、ウエストコット・ライブラリーとむ祢され、国際的な特色も持っている。これは、戦前・戦後の外国文献・資料不足
を補完することで、教股鈍・学生のÆlj}IJの使を向上することを主たる図的に、 ~t泌道大学・マサチューセッツ大学協定ならびに、 iEニューヨーク経済及び文化*業費員会の協力により、 1111股されたというIlti史経緯を有しているからでるる。
本学l土、このIH'聞に尽力されたウエストコツトとルイス同博士の功績を記念して当ライプラリーの名紘としたのである。また、凶世話f独自の;);ームページを開設・運営するなど、1i'l報化に対応して、相IJmの使の向上をはかっている。

農業総済学科~m~
以上のような最盛艇な俊能告発仰させるために、農業経済学科に所属する各研究箆からの自発的鎚出により毎年約5百万円あまりの図的資予算があてられている。この単独学科としては多額な予算支出によって賊入・収集された図待費

料l主、本学科だ付でなし農学部や本学全体、さらには学外に対しても、貸飢で充災した図i!fサーピスを供給してきた。

41独学科として、このような多額な予算を阪やすことにより、図償資斜は、当然のことながら、毎年累積約に増加していく。このようにm加する図榔業fiの一方、これを管理する関節祭担当殿tt<非常勤を合む)I主、歴史的に見ると減

少してきており、現訟は良学都図111から派遣して頂いている 1名、非常勤草韓民 l名の体制lで迎官されている。業務1誌の増加などからみて、人民m加が読まれるところであるが、右対応が現状では閤縫と見込まれる中、今後とも正常な図祖1
サーピス提供には、話I数の験"による凶担1!民運営がボトムラインといえる。

以上、農業経済学科図ru~!l1、学科・大学院の敏育研究の欠くことできない級飢裂な俊{揺をlliう怠義を有してきた，また、民学部や本学会体、さらには学外に対しても、血要なとお軽量能を従供してきた。今後も、これら俊能を-1M高め
て充実してい〈というのが本学科凶llf1¥!の位III付妙である。

1.ちょっとしたことを調べるのにWIIIの凶m実をほしいが、図符室として段1訟を烈たせるl1{がないので、小会議案の向に程;u;等を限んでいる。

~t1j生物問フィール ~Hセンター
2. 北方厨が新設されて図得隠t~が配慢されていなかったので、教nの研究の妨げになるので、平成 13 年 10 月から文献複写担当のパート職員を採111 した。
3.蔵書Jmli図白隠uがいないので、全部消耗品鋭いになっている。

01.位能付Ij センター:!Æ-'凹1U~員会ー・資料室



図白館・図白蜜 意義・位置付け

関自室の窓義

献医学関連の図由、獣医学に関する学術悦銀資料の収集、史認及ぴ提供を行うことにより、本研究科・学部におりる教育及び研究の進展に資すること。

献医学研究科図r.J:\~
図t'f~の位回付Ij
北大における献医学敬11は札幌民学校股立に遡り、 1913年には当学部の前進である奇麗学科第二郎が設置されている。その後 1952年に民学郎から独立し、悶立大学犠ーの献灰学宮古として半世紀を経ている。また全闘には、関立 10大学、

公立 1大学、私立5大学に獣医学関連の学科等が綾田されているのみである。このような歴史的・栂少的背景から闘際レベルの貿の高い獣医師の質成、独自j的な研究者のJ!l成を行っており、その教育及び研究支鐙として学郎図密資は位回

付げられている。また当研究科の紀嬰は学部設立時から年4号の刊行を血ねて現在に至っている。紀要出版に関する笑弱、補完、庶務li閲由2置が支えている。

~t躍車道大学水産科学研究科・水産学部は、水圏資源への人間関与のあり方を rJl:l境に調和した生物資源生産』及び『多後能的な生命資源。IJt堂」のふたつの観点から努求する教育研究を行うために、環境生物資源科学専攻と生命資源科学
水産学研究料凶由笠 専攻を設げている。このふたつの専攻の緊密な迎撲のもとに、水間生物資源の持続的生産システムと利用展開システムの新たな構築にたずさわるJ;t1!aした研究俄能と幅広い見おを備えた研究者と高度専門校術者の要問をめざしているが、

そこにあって水疲科学研究科・水産学郎図白館は、学生の学例のために必要とされる資料を、また、研究者のためには研究領岐に役立つ学術情鰍や学術資料の収集・提供・保存に関する事務をつかさどる。

本研究科は独立研究科であるため学部生が花鯖していない。したがって慈礎的資料としての学脅図曾よりも専門的研究を主とした図曾の滋t!Hi'4f1えとなっている。
地味環線科学という学際領域を対象としているため、教官数・学生数に比鮫して広い領績の図o・雑誌を必要としている。

地球環境科学研究科図t耳慣 特色のある資料収集・E整備として

①学内関係部局との迎担署した大学院教育が必要となるので、地球環境科学に閲する領紙の図t!1の懸倒・鉱充を図る。②実駁・研究成娘を比較検射するため、環境科学側迎領繊を絞位する大学・研究所・鼠験所等からの刊行物を積極的に収

~・強制し、保存している。

全学教育支鐙?巨人文辞密資料京
現在~t分館峨合されている@人文社会系、筒学系側附仰(jß21 .s、経済学部3名、官願文化郡州、国際広報メディア研究科7名)対象の図側資料室である@論議資料、研究資料の糊作成のために、辞典、側、側、|

地図、統計資料等の参考図白・資料の収集を優先している.

本研究所は、北海道大学では段初の附図研究所として昭和 16~手段立され、平成 7 年から全国共同利用研究所として新たにスタートした。図t!i~li、寒冷図及ぴ低温条件下における科学現象の基礎と応用に関する資料を収集し、低温研独|
低温斜学研究所図的安 自分銅により配自慢している。昭和 55 年図t!1t絡が段留され、現在定員 1 名、非常勤 1 名で所内及び学内外者の利用に供している。また、所内教官及び院生には、平成 12~から入室カード等により 24 時間利用を図るなど和IJIHの鉱大を進めて

いる。

電子科学研究所図t!1~
本研究所は、物理・化学・数学に基礎をおいた従来の学問体系から脱却し、生命斜学の成果をもm径約に取り込んで新しい也子科学の領峨を閲fliすることを目的として、活発な研究活動を行っている。

悶@室l主、図mその他の学術情報資料の収集、鐙理及び提供を行うことにより研究・敏育活動の支ms'l能の一緒を担うべき盛裂な位限付けにある.

本研究所は『ヒトの遺伝子病の病図、病慰解明とその予防・治銀法の開発」を目的としており、教官がその目的に向けて活発な研究活動を展開するとともに、医学研究科、理学研究斜の大学院生等、次代を担う若手研究者の研究指導も
遺伝子病制御研究所図岱室 行っている。

当図t!i~1主、このような研究、教育活動の支緩慢能として血嬰な役銅を娘たしており、郎防における『研究図白館後能」及び『学潤図t!1tl!lß'l能J として欠かすことのできない存在である。

触媒化学研究センター図白笈
触媒化学研究センター図t!1~症は創成科学研究ß'l構棟の綾工後liOlJ成斜学研究俊俗図岱室として、迎用される。図岱室では、新翁銀誌は閲覧に供するが、パックナンバーは計画されている収蔵範設に移管する.包絡Mli図t!1~に飽き、管

理運営する.又、利用者にインターネット検索、4tfillデータベースに関する情報を提供する.

スラプ研究センターは、スラプ・ユーラシア地犠((日ソ迎・東欧地縫}の総合的な研究を目的とした全国共同利用施設である。センター図l!i~1主、センター専任研究員の研究をサポートすることはもちろん、センターが閣内的に当E菱地
成研究を組鼠し、さらには悶際的な共同研究の推進をパックアップすべ〈、対象地峨の人文料学および社会科学全般にわたって、統計娘、史料集、法令娘、主恩新聞・他誌、主要作家の作品集若手の基本資料や参考図担?を骨絡として、体系
的に蔵官3を構築することに努めている。

北海道大学は、現在、ロシア・東欧地核研究の多くの部門に関して、囲内的に般商の蔵白水懲にあると考えられる。学内において、ロシア・JJl欧研究に関する資料の収蔵はスラプ研究センターに限られるものでなく、文学研究糾、ロm
文化郎、教育学館、附属図曾館本館および附属図曾館~t分館l~事に収蔵される資料は少なくないが、スラプ研究センターの収蔵資料はその中銭的部分として腿知され、学内外から広く利用されている。その貿および1II:に関しては、同じ分野
の研究を行っている欧米の有力な研究施設とのギャップはあるものの、欧米:a図、あるいはロシア・東欧諸国の研究者が滞在して研究を行う際に、非常に有益と評価されている。スラプ研究センターでは、鈴川氏の寄付による括金によっ

スラプ研究センター凶俗気 て、道外の大学院博士課程在錯者を対象に、 2週間前後の滞在を受付入れる制度があるが、毎年多数の応募があり、その多くが~中的に資料収集を行っているということは、それを裏付けるものと包えよう。また、スラプ研究センターは
2000 年度より、文学研究科スラプ社会文化筒m座という協力締座の形で大学院教育に~加を始めた.スラプ研図曾~は、研究活動を支えることに節点を随いてきたが、教育活動を支える義皇室としても、その意味は大きくなりつつある。
全図的に見て、ロシア・東欧研究の総合的地総研究を担う施政は他に存症しない。また、ロシア・東欧研究文献の系統的収集を行っている国内の図。館は限られており、特に東欧出版物の収集は非常に貧弱な状態にある。こうした状況

において、スラプ研収集資料が当該地場研究に持つ意味は大きい。

また、図際的な視野で見た場合、スラプ研収集資料を中核とする北大所蔵ロシア・取欧関係資料は、この地績で非常にユニークな地位を占める。すなわち、ロシア語、欧米諸国語、日本節のそれぞれの関係資料を一括して利JIlすること

ができる環境にある、この地域唯一の俊関と思われるのである。さらに北大附属図岱館北方資料室は、北潟追を中心に、サハリン、シベリアや旧制民地に関するユニークな資料群を擁しており、スラプ研資料と組み合わされることで、!.J!

アジア地総研究にお付る独特の共同研究の足渇として俄能することが期待される。

情報メディア教育研究総合センター センターを利mして行う基本的情報紋育や情報の提供に必要として、維除、マニュアル及び峨行本等を~備している。

絶合同物館では、各教官(7名)が所持している図岱の他、共通の図岱資料を収政.J壁郡し、関係者の利用に供している図白については、惚物館の段胞が.lj1.成 11 年 4 月ということもあり、その数は現在のところ多〈はな~'.そのため、
総合得物館 専用の図ø~は設阻されておらず共同利用の室内の白瓜Iに収納し管湿している。

また、図曾1宇佐の草翼民は配置されていないため、図曾E査録察署揮は理学I'lll悶t!1ttlで行っており、他の業務については総合熔物館司1務草真剣が業務のもと処硯している。

今日、医学医僚の進歩発展は目覚まししその内容の高度化、専門化、細分化が急速に進展しており、医師以外の医療専門職にも級新の民学知ぬと級先鎚の際線銭術が求められている。当短期大学館で3年間(専攻科助館学特別専攻は

1 年間}学習し、卒業後国家試験に合絡すると医療専門ねとして医彼現喝で仕取をすることになるわけで、在学中より、日々変化していく医鍛妓術に常に目を肉付、級新情報をキャッチし、適応していくことが要求される.そこで図r.J~
は常に新しい情報源である医復関係の図曾・錐誌等を)1備し、日本はもとより世界の級街情報を察知するためのデータベース{宿箆学の代袋的DBである CINAHL(CD・ROM)、附属図曾飽が提供している MEDLlNE、医学中炎総誌、Currcnt

医療妓術短期大学書官図俗資
Contents等)を検索するためのパソコンを設也、又実習の前後には各専門分野のピデオを視聴することができるよう俊器を設也、学生の初々の学科を銀助していりる体制作りをしてきたところである。

又、医書留肢は体や心を病んだ息者さんを対象とする取組であり、 o者さんの気符ちを充分に滋み取れる心豊かな人間性が必要であり、専門知ぬはもとより、広〈人間・社会・環績を理解し、深い洞察力と飽合的な判断力を要求される。

4年生の医学節保健学科への移行は決定したが、少なくとも今後4年聞は短期大学館所関の学生が存在することを考慮しなくてはならない。更に将来大学院(修士疎程2年、問土Tll箆3年}の設置も予定され、専門分野の教育者ならびに

研究者の育成をめざしている。図l!J1i置に要求されるものも、更に高度なw.門職としての図t!1館員を鎌し、いろいろな要望に応えられる関宿笠に変わっていかなげればならない.更に医学部図曾館とのどのような速俄を取り合うことができ
るのかが大きな探庖になっていくと思う。
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部局図書室調査

受人脳内のli，1M，. iltrMI，の'J，1J(;-(判氏13年度}

l叱hi H!if ・ 図 11~:i).
総 1邑

制;1

1111 数

本Il'f( 25.'1:1'1 23.0:1:1 
分Il'f( 1 1 .56:~ 6.270 
文学研究科凶，咋宝 25.083 11.4，13 
教γf学研究科凶作宝 837 。
経iti学研究HI"4，'1?主 3.500 。
理学研究科以l-，'f:1'ミ 731 500 

数学専攻凶，咋当J 1.'183 1.074 
物理学w攻i主III~!主 902 677 
化学専攻J:;Ill'1室 442 231 
生物専攻[，x.h!~:n 221 85 
お分子専攻凶}}室 261 111 

地球感科』山t里l科1研b1x1学l学究J研F専偲館究郷攻田科セの(Jン也3物}凶mlI
357 158 

I也E宮火 タ 554 9 
4.951 2.845 

医学研究 5.349 2.46:1 
世1学研究科凶，If主 1.:1:18 1.225 
~学研究f4txJ，'!笠 1.079 792 
工学研究科凶 ，'~~ 1.05.1 1.019 
材料 ・ 化~'t系W攻図':'f~l 600 118 
t-，'1朝iエレクトロニクス系専攻MAヰ{ 695 19:1 

物物物m理足ii!rユ工-学学学系系系IFd岬攻攻攻凶凶図作作133E 宝 {慢械)
208 。

{応物 ・2女物) '140 27 
当'-(T;i-n Z:H 14 

社会工学系砂攻岡子?室(-1:水分?の 7:1-1 
社会工学系収攻凶11~~(lß策分~O 633 .]3 
社会工学糸取攻凶件当主(fi~(分"\0 110 九

社会工学系専攻凶:'I:iWM二分室) 162 
工学研究科の計 4.870 1.419 

段学研究科凶件当f 6.622 2.349 
段業経済学科凶I'}笠 505 176 

農学研究科の.汁 7.127 2.525 
北方生物問フィールド科学七ンター 4.951 
獄医学研究科図，咋宝 592 459 
水産学研究科凶作室 1.'187 1.406 
地球環境科乍研究科包m虫 1.105 S:19 
全学教n・支侵犯人文辞;'fi'i料:ii
低温科学研究所図内室 5:18 358 
氾子科学研究所図Q}笠 826 5~5 

巡伝子l，iia，'J例研究所関将司f 7.18 7.18 
触媒化学研究センタ 閃.'1従 291 27:l 
スラプ研究ヒンター肉、tr.H 9.688 8.6(;0 
大型計n機センター
先端科学技術共同研究センター
fl'/報メディア教n研究館~センタ 109 。
総合博物館 1.927 1.765 
医療技術短JUJ大令部関内定 2.185 1.091 
事務局

arh a 31' 110，927 68，16¥) 

;:t教育 . t'@時の品ifM，閃 ，'lIま統合I~ 上 り図，'1由i{の術品川，'~に合まれる.
::t所蔵lIij;!{の配坪1状況

1 . 図，'J~i と研究室の神i合
当E渡部}.Jのlifr~ま冊数に対1 る叩f?である。

2 . 閲覧主と，'lI，j{の~IPJft
r['xJ，'1当{J側の 'flll数」に対する.，'則合である.

目日日

i甲l合(%)

90.6 
54.2 
45.6 。。
0.0 

68.'1 
72.4 
75.1 
52.:1 
38.5 
42.5 
44.3 
1.6 

57.5 
46.0 
91.6 
73.4 
96.7 
19.7 
27.8 
0.0 
6.1 
6.0 
0.1 
6.8 
2.7 
0.6 

29.1 
35.5 
3.1. 9 
35.1 

77.5 
94.6 
75.9 

66.5 
67.2 
100.0 
93.8 
89.4 

0.0 
91.6 
49.9 

61.5 

持11 J.f;; ，111'， 所説1111放 txl ，'1 :n 

flll 数 ~1~Jfî (%) 1111 数 1甲IJ~(9(')

2.401 9.4 1.2，tr..174 1. 185.7:12 95.1 
5.293 45.8 270.629 23G.278 87.3 
13.640 54.'1 :140. .154 39.150 11.5 

837 100.0 .12.966 4.6.16 10.8 
3.500 100.0 7.:;67 。 0.0 

231 31.6 '19.0:11 26.7 
409 27.6 67.:;47 36.8 
225 24.9 20.618 11.2 
211 017.7 636 0.3 
136 61.5 4'18 0.2 
150 57.5 5.989 3.3 
199 55.7 7.977 ". " 5，15 98.4 1. 150 0.6 

2.106 '12.5 183.330 153.396 83.7 
2.886 54.0 179.'110 131.988 73.6 

113 8.4 45.057 28.810 63.9 
287 26.6 22.206 2()..133 92.0 
35 3.3 78.682 2.1. 6 

482 80.3 29.258 9.1 
502 72.2 17.605 5.5 
208 100.0 500 0.2 
'113 93.9 6.250 2.0 
220 94.0 3.150 1.0 
733 99.9 3.668 1.1 
590 93.2 10.850 3.4 
107 97.3 3.650 1.1 
161 99.4 2.275 0.7 

3.451 70.9 319.808 155.888 48.7 
4.273 6，1.5 80.071 27.:1 

329 65.1 11目794 4.0 
4.602 64.6 292.852 91.865 31.4 

33.393 
133 2<.5 :16.483 22.80:1 62.5 
81 5.4 139.929 65.558 '16.9 

266 24.1 18.:118 9.'196 51.8 

180 33.5 :10.763 30.763 100.0 
271 32.S 26.249 1.1. 550 55.4 。 0.0 7.200 5.042 70.0 
18 6.2 17.171 17.1'11 99.8 

J .028 10.6 87.0140 87.'1<10 100.0 

80 
109 100.0 3.100 2.517 81.2 
162 8.4 2.324 1.877 80.8 

l. 094 50. J 36.1:14 31. 608 87.5 
5.878 

42，758 38.5 3.39川~ 2.336.981 68.8 

，~tl'm 2 (2003/3/11) 

所厳flij数の配情状況

研 究 可 { 閲 覧 五 .I} Joll 

llU数 W1J(i(%) 1111 数 押IJ~(%) 11ft 数 ~'~J合(%)
60.442 4.9 108.968 9.2 1.076.76'1 90.8 
34.351 12.7 8'1.795 35.9 151.'i83 64.1 

301.30.1 88.5 :;.100 13.0 34.050 87.0 
38.320 89.2 936 20.1 3.710 79.9 
7.567 100.0 。 。。 。 。。

874 0.5 500 1.0 48.531 99.0 
2.287 1.2 :152 0.:; 67， !fJ5 99.5 
12.380 6.8 6.021 29.2 14.597 70.8 
7.629 4.2 636 100.0 。 。。
4.391 2.4 300 67.0 148 33.0 
1.882 1.0 5.989 100.0 。 。。
100 0.1 。 0.0 7.977 100.0 
391 0.2 。 0.0 1.150 100.0 

29.934 16.3 13.798 9.0 139.598 91.0 
47.'122 26.4 57.403 II:i.5 74.585 56.5 
16.2.]7 36.1 25.998 90.2 2.812 9.8 
1.773 8.0 3.016 14.8 17.417 85.2 。 0.0 17.350 22.1 61.3:12 77.9 

15.625 1.9 615 2.1 28.6.13 97.9 
36.087 11. 3 500 2.8 17.105 97.2 
18.668 5.8 。 0.0 500 100.0 
17.306 5.4 1.350 21.6 4.900 78.4 
8.227 2.6 150 4.自 3.000 95.2 

25.010 7.8 。 0.0 3.668 100.0 
18.879 5.9 :l.650 33.6 7.200 66..1 
10.882 3..1 825 22.6 2.825 77.，1 
13.236 4.1 2.275 100.0 。 0.0 

163.920 51.3 26.715 17.1 129.173 82.9 
165.447 :)6.5 1:1. '103 16.7 66.668 83.3 
35.540 12.1 737 6.2 11.057 93.8 

200.987 68.6 101.ト10 15.01 77.725 84.6 

13.680 :17.5 1.372 6.0 21.431 94.0 
74.371 53.1 11.558 17.6 54.000 82A 
8.822 48.2 9.496 100.0 0.0 

。 0.0 30.763 100.{l 。 0.0 
11.699 .]4.6 220 1.5 J4.330 98.5 
2.158 :lO.O 。 ().() 5.0.12 100.0 

30 0.2 16.043 93.6 1.098 6.4 。 。。 7.:185 8.4 80.055 91.6 

583 18.8 。 0.0 2.517 100.0 
447 19.2 。 。。 1.877 100.0 

4.526 J2.5 30.578 96.7 1.030 3.3 

1.018.583 30.0 448，284 19.2 J .888，697 80.8_j 
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部局図書室調査
調査摂2(2003/3/11) 

電子的資料導入数(平成14年3月31日現在) 電子的資料受入数(平成13年度)

園田館・図自室
総数

スタンド ネット
その他 総数

スタンド ネット
その他

導入資料の名称

アローン型 ワーク型 アローン型 ワーク型

C雑ネピDデ誌ッ.Rオ記トO却ワM・庸Cー1:3引ク@、:①D①朝liS!;B日C百iou新z回rzr聞a四。凶取nt前aCbVo紙snitn面sr四caecDn回t弘ts V、o@nm朝dMi日sGkeb新dl聞@mh峨@eG後ア10見bイa出ヌ1 books inprint PLUS 本館 159 48 10 101 29 13 10 6 
ラマチ

分館 57 56 1 。 20 19 。 誌記事 、 しDB等

文学研究科図古室 7 7 。 。 。 EnR'lish short.title cataloR'ue 1473-1800. etc. 
教育学研究科図密室 4 4 。 。 。 世界大百科辞典、日本大百科全雷、現行法令CD-ROM、WorldAcademic Detabase 
経詩学研究科園田室 6 。 6 。 6 。 6 。 wallstreet journal EconLit IFS. NBER WDI 有価証券報告自

理学研究科図古室

数学専攻図控室

物理学専攻図由室

化学専攻図古室

生物専攻図由室

高分子専攻図自室

地球惑星科学専攻(地物)図由室

地震火山研究観測センター

医学研究科園田館 8 8 8 2 6 
歯学研究科園田室 7 5 2 。 2 。 2 。 辞典類(4)、口蓋裂の構音障害、 Medline、医中誌

薬学研究科図古室

工学研究科図由室 68 68 10 10 
世界大百科辞典、岩波理化学事典、広辞苑、 12カ国語電子辞典、日本宮籍総目録、TheOxford
English Dictionary 

材料・化学系専攻図密室

情報エレクトロニクス系専攻図自室

物理工学系専攻図古室{機械)

物理工学系専攻国自室(応物・数物}

物理工学系専攻図密室{原子)

社会工学系専攻図密室{土木分室)

社会工学系専攻図古室{建築分室)

社会工学系専攻図書室(資額分室)

社会工学系専攻図書室(衛生分室)

良学研究科園田室

良業経済学科図自室

北方生物園フィールド科センター

獣医学研究科図密室 71 71 27 27 ビデオ rNHKスペシャル脳と心」、「狂牛病/BSEJ
水産学研究科図自室 1 気象庁月報CD-ROM
地球環境科学研究科図密室 1 1 気象庁月報CD-ROM
全学教育支援室人文辞密資料室

低温科学研究所図控室

電子科学研究所図密室

遺伝子病制御研究所図密室

触媒化学研究センター図密室

スラプ研究センター図書室 11 11 Oxford English. Dictionary on CD-ROM等

大型計算機センター

先端科学技術共同研究センター

情報メディア教育研究総合センター

総合博物館

医療技術短期大学部図密室

事務局
」ロ』 二肝 4加l 200 27 178 104 45 路 、34 一「、一、一、 一、一



部局図書室調査 調査県2.....3 (2003/3/11) 
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ω | 腕 学 研 究 棚 制

本館

図tl1館・図白宣

分館

敏育学研究将図白窓

貨mコレクション

医学研究科図白!!l
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1.1錨 I26.71ω 

一ー般利用者
3.医学信生理系コース移|移行生1、 11図‘ 10月上旬、 30分
行旦!Hイダンス I 5年生

4. 24 o.JnO.flJ1富市蹄ガイ 13-6年集 16問、随時、 20分
ダンス

5.文蹴倹W，Hイダンス 15-6年生 116回、 1-12月中、印分
(r医t.C!情報学JI1IIttの

文献tAlI:fi!分を担当・図
曾飽で実習}

6.医学文猷の探し方 1 5~生 1 ]倒、 6月、 9自分
(r陸自白情報学」の】コ

?を担当}

閲覧のみ 身分庇1Y101来館者名徳に記入

医学問士・学位治文コレクション



14書館冒F 町4 量 f'l 111 ltサ ー ピ λ

凶書館 l<l開・'¥( 符nコνクシ ン{平成14句・3113111現在}
自へIt.厳の明鼻間陣血骨融

T，リエンァーシ?ンの:l!j・状自 (守'，a131f1Jl1 成13'rl!l: I 
名 f芋 内 容 開設 << fリエンテーシJンの内容 鈍色抗 やI~生時期 ・ 的!悶 宇外1

'
1111/1の区分 a IU';， f'干 必曹悔E目 f' Q 専

nn.化学K.W向l4内V 。 調上{自l iZ!E聞立J入に学研字の究研削的?所教究1町生fY t 研究U 'IH証明仰の挺，ι

111ェν'1 。 Eλ干の，mI 宇宣

拘理工字J再W攻t、 J~' (岨1量J ~.(.lIJ liit， 学生 1 [UJ • 611 . 1叫問

!品拘'1'1帽 。 ~，.. lピーのみ THi証明Jl

拘"， Ir~141J市{剛 n 20{) | 以 jI4~r{((IJlllhj)， 宇部2fr'l 1いl臥，0分 JJr1U1y36，3R1f純t昨 '"証明i'，II)f.ψj守

1耽封書宜i土4ド骨宝} 。 E人
身分証明両

社i q瞳司闘争iVI 。 ;7生 !ピーのみ 身分証明拘

lt~r7'-耳草詞書1' 111圃骨喧1 。 白 7~ I1分証明" カード.:t!.

IU}17!lflJ'l付帯型 IIII~ 日明} (1 吋叫与のT11問T也宅機1tqUe6 倒BB1111 "ょのみ '1分証明~I

ト宇京文崎庫文{例人文雌}

ト」官ー慣t榔れ中帯嶋週後間町距民.構1:軽軍前事関町民係官1Enamm慌

3.ill 

民?研究I干図書官 ....争 2.耳泌 剖，ono
一般 110.，.のみ 身分証明軒 氏名週筒先記入

|高岡文T!I(制人文醐} 3.000 

字位泊文 |樽士鎗文 116 
-・・・・・・・・・・・..・.._----------

.晶!句!l:存 J乍~7郁院2421 句 l l FIUll --4t J1 11 ・・ 11 00 升n 
帯一他人型般宇住の民'ぴrdA1H2官事約官 公名F，1f共胤前明同JすV1開るF1t館作をも所通のを通がのじ信出1じ11E4，2l 1E1iでPT2f町』11{るaも民官官E箭宇れ1>1山市 ーーーーーー...ーーーーーーーーー......._-- ...ーーー・・ー...・・....---._._--- 1:1"1符 ー・-------------・ 4・---_.._----

11 
---------申畠咽._-_......

のの~.. μ 
-------・ー....ー・・・・・・・・ー・ーーー・ 畠...-----ーーーー・---_...._._，・.. ...・---_.......・・..・--_.. ・4・4・4惨.. -・p・・・・....._-ーー・・・・h争.. 

教官同開会専

f.111:1'J・7，日ルドIIt>ター .M~符

献1¥7研究打凶山市 学位崎文 台間修草上1it-a届a Ill Z 宜文: 
51576 8 26.草加。 証t4ft園古るにい同出軒向町、，制q舟dトt植E4旦4れのfる，の"でを記h，『t1 k実施 間置のみ

Omll U皆l川I~~削~~骨りf由C!r:t. ー"ーーーーーーーー I.t':三三 ハー~!q~~!r~ttt~_rl!~rJ: 

1'. 
大憎n1 1a1 • 

巨圃J日夕食副 [極付'反幅広ぶrr宇研究れ14'1'" ふいl再 本:l!施

ー面文文

-・・・・・・・...

...司.._-・._.-

1の電'r4外FH子ハE文ジtfh献Fャj歳間ーの案拘す'1

'

内憤ルしの込、似文のみ1
'
1献川JlJit人t1I.¥、I 馳院生I' lr 、.研λ? 1E 

，1"1 
地崎町境科学研究1Il4内宮 1.0凹 4l51分1~ft1S段f1 [>{分化し 閲覧のみ ft~;.:fI~lli t足'1、

Y司E ふ1"1再 イミ ，，] 

。 区分な1 聞置のみ

買lJI17 町九J"UL.n'~ 1.1"1再 ι定 10<分令し 4・ "1 |刊証明 航日iよのれこばと事前に運

;11伝

'" 01 -<""I1't A-lt 長!兜脳 ~:起施

隅叩II~-r tn :.i'C 1!ンターI~PI明 Bm 川 Tabllcs | 初棚帆し理砥た、ものf化ヒ昨乍 、、A
3~O 9.391 持h:鰭!~収111蔵1:1施1"191混1にH1こS収1'1'雌Jるし、雄lW" t日崎1将9のの使{周いりJjJ，符、O41I1川111C刀.法外部 |jtl m制 作 II;J、5JJ‘ "¥1111 3る・配円研究をIJIl'Jとしてい 閲覧のみ | 身1分るをむ卸の1 

i?絢‘ナPuESげzsy文アヨ酎女叫手嚇取-飼氏簡町五話昼量長(，，1長官盃庁のプ什帥品副金
岡市開742 

14'l宮本内耳 |大7r.l'1: 1 H" 511、 1町間 I~分なし 閲覧のみ 記ノ入ートに氏名々ど

-・・・・・・・・....- ーー-ーーー・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・... ー・・・・・・._---・・・.... ・.. 司・ .-._-_... -・..._...

λソプ研冗センターl4l1下
レクシ zン

31.舗i9 .~...............j.n~~とー 6-7JJ・ IJ¥問ーーーーーー.__.._.. -・，ーーーーーーー・・・・・ー・..........- ーーーーーーー--_....ーーーーーー...I.-.._.......!o.・ー ーーーーーーーーーーー・ーー ー・・・ 4・・・・ 4・ーーーーーーーーーー ーーーーー..--_..__ ............... 
ジョン

-調-医-大ーー学ー院・守生。・=ー-文('{研..究..科.-ロ- --er-- R ..ーーーー・ーー・・・.. .._...ー-_..ー・・・・ーーーー・ 4酔_.・ー.. _.ーー・・ーー..ー..噌ーー・・ ........・ 4酔ーーーーー -ーーーーー・・ー・・ー，ー咽』

、市111耳慣センター

'1-
間旬メタ 'ー 11的 、買.Ii

認合開拘E 。

民Il(怯111悩押J)':7附114VI割 1ω。 製いてい本MbもE櫨ののE誌かtを的1のりnパ百f越)，円ッしTたクしとナたいし.いンて.保パI存ー4をしq願たに主ついいJ山a のI'J川説明案内、OI'AC.内側 1J1I 宇生 3"". I1-U. 45分 他よ7.n::tw門学校等 f; n/ 前i介状 紹名介簿状がない地合
に犯人

郁碍M

合 JI 11;3.掛7 -Ii7 .573 

，:t r収蔵胞設への移行希望冊数Jの合，;1-1こは本館 ・分館の移'1'ft骨守!I冊数(検討予定)が1mわる.
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部局図書室調査 調査票3(2003/3/11) 

施股・段備{平成14年10月1臼} 運営{平成14年10月1日} 特定業績の担当状況

図硲館・図岱室
利m環境 空調設備 t曽築・改修 図窃担当委員会 紀発援行の銅築製基・奇 その他の業務

P利C問台者数 対PC象利者用数 有無 設償個所 予年定度 予制定限 予定場所 名 祢 審様事項等 偶 成人 数 人担数当 Sl時FIllH11ll7f数yl! 人担数当 年時間間所要数 m 務内 容

本館 46 19，625 有 m PU 図m館委員会 -附属国¥Umに関する血援事項 2又(5館怯長助、敏副綬館各長、1各}部局等の教授

分館 89 4，996 有 禽閲郎覧、室 北分館妥員会 -北血分要館事項の運営及び短期、中長期計画等の m1【30分a}館「奪回長、、館図長aaa唱ll~要aと6E{文b系TこL者

怒21•• 営紀図嬰曾4資.・料研附属究の選図歯定@集舘・及利とび用の研迎究3絡歯.調集図盛の岱発室行の
4 

1.の研銅究u!胎2事線の編集等2.研究疲曾文学研究科図密室 3 1，554 祭 図曾妥員会 {図曾飽妥民 l、各専攻の教授、 1 100 1 100 
助敏授、鴎節)

国園1組そn密腕揮のm資g悶他の置斜の曾発餐の智館行民選理舎にと及の関定が握及び必す描運び要る事営銅ことIJm盤SにとZ関に伝め衡す聞た竜すする踊るこることと 4 筒ポ憎掛ー宵長?鴎の》凪各鴎技盤官か計ら画1、人健及康び図ス
業図務鈴館との統合に伴う、図密の移管

教育学研究科図俗室 512 無 図f野委民会 こと 72 2 1.600 

委図稽員会・紀嬰 -紀図図tE裂BSSののE予出に関版算す決闘る算すこと
{敏官}

料図t作lJ成・紀、援受民会に関悶査すzるg業)務 (資経済学研究科図健室 3 1，082 祭 研究科棟全国改修中 に関すること 50 1 10 
に ること

アンケート

理皇学研究将図密室 4 2，387 有 m 1i11 隠密委員会 --S図包段m館のE資E料備おに関よすび利る事用項lこ関する事項
8 

1 50 
{各旧学科から各1)

散学l，'J.攻図曾盆 2 有 閲覧室 3号館1F西 図曾委員会 ・現図数学学m箆文館献の図運の曾営収餐集員会・管で理の課・情題報提供等 6 1 730 60 紀要等の交復関係衆車置

物理軍学噂攻図密室 116 有 閲覧室 なし

化学専攻図@笠 無 現在改修中 図m委員会 -図俗、給総賂入のとりまとめ等 2 (o;fj官以上数官}

生物専攻図Ui3!
高分子l1J.攻図m室 。 祭 悶m望号員会 .;ntlJ、発注、受入、保管 2 (紋官1、事務 1) 

地球惑毘科学専攻{地物}閉館室 15 蝕ー移ft転センタ 図窃委員会 -噂攻図m室の速営 2 20 図宙蛍は緑入、専攻事務室兼務
あと

地震火山研究観潤センタ

医学研究符図曾館 9 1，750 有 m Ji1l 図曾豊島民会 用図白に関及すびる図事@項資を料審並議びすにる施段の整備と利 1{4 紋官 10、事務官4) 2 30 3 150 

1計.H医P悶学分班図担、1総作5館会成協出}会席に、雑関誌わ交る業像務作業{統、

2.理自・動付入随退祭館窃システムの維持・管

l図予刻宙算す盆る・決のこ算施とに2.E関股す備るにこ関とす.る図こ密と室.図の運曾箆営のに
6 

樹学研究科図曾室 3 967 有 閲覧室 図曾受員会 {図宙図館曾望書鈴員長1、教授・助教侵4
人、図 1) 

薬学研究科図密室 2 638 無 教2革委員会 図mそのて審他学si術資料の集曾方針、蔵省計画 17 
につい {うち 3名が図曾担当}

工学研究科図E控室 7 2.740 有 由民I 15 現在地 図曾委員会 節図周m図のEtEES備Eの・績予問算題 1{0 各専攻科から教綬 1) 

材料・化学系噂攻図密室 2 400 有 閲図覧m室m弱、輩 図白書委員会 -・ 図図f由BののE予E備算 2 

情報エνタトロニタス系専攻図t!J3! 4 450 無 図硲豊島民会 悶図曾岱ののE予整備算 2 

物理工学系専攻図街宣 Ui銭} 1 200 図曾委員会 -・図図宙曾のの聾予備算 1 

物理工学系専攻図担}3!(応物・数物} 。 。有 曾閲隊覧室、 図曾妥員会 -・図図宿岱のの盤予備算 2 

物理工学系専攻図密室{原子} 祭 図曾委員会 図図IEEE ののE予E備算 l 

社会工学系専攻図御室{土木分笠} 。 祭 図曾委員会 -・図図宙曾ののE予E備JJ 

祉会工学制服図f号室{建築分室} 。 。有 図曾委員会 図図t岱Bのの盤予備算 l 

社会エ学系噂攻図m室{資源分窓} 。 無 図宙委員会 -・図図自白のの盤予側算

社会工学系専攻図密室(衛生分筆) 。 無 図硲餐員会 -・悶図織mのの盤予備算
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14内館 ，[4も件当E

員?研:;':l1l4;守・'il

a7.tfifiγf1l4内可f

.ltJi'1・1司1凶7ィールドH学セ ンター

似品;'riif)，~1 114 ，'1蛍

本町乍研究1114内市

地域瑚鳴11';'研究11悶._r~'，{

1:'r!'1f1土Il!i，人文".'1資料:ii

低温117-窃22所14/1j'

明(lfl1学研究所l司，r~.~~

;ou;{1，oj制御研究所l4"笠

触11'化?iif:，t七ンタ-[4刀'"

λノ/DfJi!l!ンタ-(;<1，'1屯

Jに ~'J，nJl慨ヒ ンタ

先脳117技術JU"1研究センタ

f白lWメfィ'l1ifl研究露合センター

a!合問物館

K般投尚昆i朗Jに乍æ[4~'::ii

'11窃AJ
会 計

締訟 ・ 8備 {、I' I，~ I ，I 'I・ 1011 1 11) 

~II}IIJ1;I境 空調忽鎚 lI'I~匹 ・ 改修

111m百 PCfllm fi無 段恒例所 fli: 1 r.jj! ・fli!場所 名 f事
I'C台散 .l"!'fI布教 '110: 幽附

街，，1，移転IIIのlJl研究悼1'1
5 1. 707 fi '1'; 附 配分にあbせて!'!:1e緒N 図書委員会

をorb!<'I'

570 無 同f可愛μ会

凶担3号~U会

，'1 l'lt ~?-l町制緩
3 121 閲覧市

受U会
1'11'1'11務'il

775 無

3 512 無 l司お型HI会

96 無
人文&f:'l資料笠
連常妥JI会

220 哩E 同/1受民会

3 231 無 ;f，jむ 図書事HI会

lJlhlr7句の改修と情艇を

;'lHl. 
:1両しτJJ1). ['1;'l笈の

3 143 H 
閲覧'il

t骨11、~ .~えているが、If- f4;!g岳I1会
/0:.刷f置、場所li現在主
口ι. 

15:1 無 15 ，1(川 ft!J1~I1'?- 可I常m
研究償構内 -長U会

172 無 Mí'l妥J~~

。 。干I ;'1111、
速符袋員会

間色・'..;~

3 632 無 [4~';;;JJ会

209 13.0叫9」ー

""符(、l'I，~ II 'flO}1 1 11) 初 3ピ;でfnの trl~i 状悦

凶 1'1!f!吋岳 u会
le唱!の111'1:・

その他の jで窃
yo ti "l. III 

事富市 哩l~ 構成人数
~I吋 年間所要 ~I九 年間同時費

定邸内野
人政 時間:t 人総 略目11政

.字研究nの1-<1持資n及びf41'l'，<t:lfJ::の

〈ZEE備[4 ・ 光:kと関連する~~耳E資ltf'料1選CJI'定1 
内 fJl・ン決ツ算化(2進Ul (9のEj対化応. 7 

車時
学策f術nコンテ 民に伴う乍得 <l4，'l館長UI、各専攻各2) 

[4 ，"資料の-1~'I'f埋促進とそのた的
の資n~備. 141'1";，の緒設とし配f貰

'['11¥'1資料の選定
9 
{純rr5 、大学院生2 、 凶 II~腕U

. [41'mの fP:・決n 2 ) 

.1司仰に!則する将米，11・川 15 

1.符1及I司4、dびqF-将i・fTt米Ek2ぴJ4|fを州，'/合fにI1むシlH11ス41・iテ4qbmムmnのiriff1tのりh. i'ti 
2 選定姐

日

ぴに情報織~.111~予の学術に閃1"0$ '11m (1司 1'1血ß~U I 、台講庄の教段父 120 

3.その他図、ヰ.{!・凶均百IJ'W&ぴt.1t世シ
Il助教俊fをしその他右干名)

スナム君事に関する'1'lTI
1.14詩情入及びl4>'l館'I'f厚遇符“"のF
算 ・決算 5 

2 閃のの剛入計両&ぴ;w¥t (l'l内館長品、各専攻れから在 10 
3 凶お館の'I'f埋2臣官 2 ) 
1.その他14..，館に関する'11fJi
l41'1・4の r.~ . 決算

14引の111111
F"""，<のI'l'l'I!・連符 (1..'1攻れから 1)
附踊l41'11!sとの迎.. ，"'~ 

(><1仰の fJl・遺li:
3 2 711・11m(I!!.錆 ・会JI).紀'li!'IIV) 
{人文系 l、.i.t;学系2) の光A且と受払

[ヰ舟・'i!の'l'fl'f.週符kの1f(!!!・IIJs 5 
(1的鞍侵2.助手2.図書僻見 1)

7-1骨溜斗に関 rる調fc'辺見: 3 
14;>1貨の理常 {政慢し敏也2)

[4.':・'¥<;の {'n.決Jl 15 
14¥'1・lt:Lの週定 (11分野・2.1革訟かう各 l、会JI 16 
14舟~!の符F唱 ・ a符 仰H:~ [4 .'it11~当者}

i司Vri!の.i1I!}II.14¥Uの選定に閃4る'11lTi 11 
(MIf"教rr9 .'llf置し 凶内 1)
4 

-ホームページの作成、 維持
'lj'1¥'1収集Jj前針迦、l資H料ヒ開ポ、資料配間.~II川 (センアーj吾、研究部I"J凶の安

)JW'J等l司門 担!I.t:tii'l' u、t.'I惚資料部岡山位当、、IIIIl 2 500 .mlHI介やl悶迎OlQ文 ・記事の執事

UII司引1111:'1) .f血償問の状dl.JW

17 

{4;t: 'i~の通常について、主に次の・11耳目につ
8 

いて奮』置 (l'4;'ltn岳U、各学料の教官 1 a 1)凶償資の子惇 ・決算
f，) 2) t4>'l常資料の構成の検討

11 1.50;1 :!.~20 
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tま1，11館 ・凶J;2主

本t!i'

分lYil

文学研究科(，)(I-.'I:-i，
教n学研究料1:，:(1，'I:1i 
経済学研究科l記L'f筑

J1ll ~t lilf:t~科i主h 1 l:tii
数学専攻l文1.11銘
物JlI!~j':~If.攻防1. t~な

化'学時攻{;::ll-.Il当f
~'.物専攻iχl ，t1~{

Z1i分子~If.攻 1:，:(1-，' 1市
地球惑jι科学時攻(J也物)l'xl，l!資
地震火山研究飽ld目センタ

~学研究科1'~I，'Hjn
tH学研究科1::<1，咋宅

築学研究科l司，'tii
工学研究科[，~I ，'I:ti，: 
材料 ・ 化学系専攻t認Il'f :i~

fi'1報エレクト口ークス系時攻凶2・3室
物刷工学系時攻l刈，'1可，: (俊l~)
物理工争系W1文l'司，'I:.;{ (応物・数物)

物別!工学系専攻l河川主(阪子)

社会工学系時攻図.，If安心1:木分:tiO
社会工学系専攻l吋川主 (ill策分可;0
社会工学系羽攻l刈.'i定 (fii1f.(分:tiO
干 1:会工学系w.攻I'~I ，I!:-i{ (御li~色分~)

段学研究科凶.時計

l込;業経~ì!f!学科 1;:.(I，' I 'ii
北方生物l翻アイ ルド科学センタ

獣医学研究科I:，:(L'!京
水産学研究科依1-.';出

地球環境科学研究科l主L'f:;i
全学教n支i担当f人文mifF資料当t
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部数

回数

1凶4JJFFfm納l税+11i +日版
3 1 ，1. 000 

総倹手IJ 除除m 12 13，200 レター の~
楽内(口、菜、'1'、 仰I1iJJfD 不定lVl........._....__.............・・ー・.‘・

~l!i，d，~ !9， !~Q~I:<，~!I?Q l!ni\'~~i，t)'， ~!Þ!~!T， 1 1 800 
附属国~f館概望書

4 ・・ー・・・・・ー・・・・・・ 4 ・._--・・・・ー・.------守合.._-
1 1 1.000 

調fY5・!"(200:1/3/11) 

1I17-W*1 (1!Z成13年度)

ホームページ
m弓三(!(リコレクション

作成 アクセス状況

サイズ
の

コレタシゴン1'1 タイプ 件数 (GB) 有無 学内 剖IQI付 q' タト

~tJjf'ï料DB l，ioWIt 30.000 ') イI 715，853 138.137 85:1， 990 

干i 23.940 ~ .809 28. 7~9 

司I ~. 64~ 3.109 7 ， 75~ 

司1 2.547 1.610 4.1，，7 

イI '1. 427 3.06'1 7 . ~!J I 

千I 3.581 1.501 !).()8~ 

!nt () 

，QI¥ 1) 

() 

() 。
イi 。。
イ1 55.779 12.110 67.889 
有 2.48，1 1.5:li 1.021 
干i 2.671 1.318 3.989 
干i 10.775 4.101 1.1目876。

o 
(l 。。。。。。

有 9.475 5 . ~85 14.960 
苦I 。。
司I 2.5~0 1.681 4.221 

イI 11.653 5.53" 17.187 
有 5.737 2.402 8.139 
無 o 
干I 1.738 1 .0:19 ~ . 777 
干l 1.92J 1.096 3.017 
干j 。

~ . 354 3.014 7.3681 
守I 13.755 5.440 19.1951 。|。|
fll¥ 。|。|
干I 1.309 79" 2.1().1 1 。|

879.183 197.782 1.076.9651 



∞∞
l
l
 

部局図書室調査 同査癖4(2003/3/11) 

図曾館・図@箆 課 題

本館

分館

文学研究科図曾室 必鶴箆盛が研あ究室及び図曾~の狭陰化解消のため、本研究科目帝政図祖133万冊のうち、 20-22 万備を附属国tlJ館へ移管する必更がある.図曾の移管に合わせ、図曾の管理、回線作成、問入発注等の集積についても随時附属図m館に移管してい〈
る。

数育学研究科図1lJ!t! 究研8図究テ定ー箆宙合飽伎貸マのの出kの大旋悶Z学耳SRB聞返院a*踊既な窓成会作ど化員に区慢伴間の11.次"う悶予、別留算臨体舗の白と大館管をS座学へE像院侍の造生えす調をるtm平fkp成g加k農作さb13せ費E量年た.を度.m慶末年加し鶴間てし4受たい2，入多る'“.陶織冊磁今<<後m3はJ、倍をm早加長者鯛路し{麗菜社に踊終著会書了量者人がのさ・悶せ銀大鉱学大る.退院し鈴官た生別.@が統}体5 制合年な健でどぐt闘へら帽宙いの震銭儲字を行額かき竃っらま研侵てす究.いサ室ーる1 入が貸ビ.出、ス年約図【診に書1.飯者と0伺高泉し一帽濁て万受のやB所間砂E程入納在度ねが田て年也と度ない事末っるj臨て広用舗銀おm助u中り.約在」移日12管返，0完納の佃充全・儒終盤実【了穫が研のまよ究で保り科、存攻金a作め体bgk}ら患aれにとa多低なて大っい4~て傘るF".のい肘力る.闘をで挺こすれし.てら隊い、t教す官.の管辺理官換略作祭や研や
本対一応研方究、し利科た図用の図者由貿敏@将笠に対のを充めす実るぐ関等る問覧む題不ス十ペと分ーしでてス及あは、びる箆.国外胞曾閣予も算総あ不誌ま足にりと閲いも狭覧て陸も・所、で専蔵あ門スりペ誌、ーのそ発のス不改行足盈善ががの増望あ大げまれにら対れているし。、る本そ研の究値科上でがは、 叡当初し予〈賠算の入点ほ数ぼ5割削減を図せ償ざ資るに充fG当しているが、 その不足li否めない.また、 個人研究貨のm額もかなわず大学院血点化経務学研究科図曾室 に つ りも を をない状況となっている.

に 。

理学研究終図m室 以外図白は鶴4のカ所図のm!図Eのほかは無、人旧学で専将攻等郁の滋図殴m宣ぬが6担カ所当がしある.その曾う鈴ち敏に学図図m資密室料Iま定集員中、化パすーる施ト職段員が、な物い理こ図と.曾室専攻は事2窃ヶ所は今に分後定かれ員、削減2号さ館れ9場F合11也、動専攻曾架の図で製m盆本総を誌どを保管しているが無人の.服組5号で館あ2Fにフルタイムi4tilが閲覧室にいる
8笠 ている.図 を た う するか.これからる.

数学専攻図笛笠 検41討将文中来献の限閲予題想覧室名されの股る図殴密室5.専北任m潟m泡職数学員情の定報員文献削減セへンのタ対ー応締怨と対策 2. プレプリントの電子化と当図宙室図留のオンライン倹禦システムの充実 3. 当散学敏笠発行の図際学術総総HokkaidoMathematical Journalの発送梁s

物理学専攻図曾箆

化学専攻図m室 総It・ 1書籍の貸し出し方法をセルフサーピスに額らざるをfGず、紛失の危険性が常に存在する.

生物専攻図俗箆

荷分子専攻図宙室

地嫁惑星科学専攻(地物}図~

地震火山研究観測センター

1 
〈りを針磁する。

2 

3 

4 

医学研究科図四郎

5 
にとっても イナスになって はの よ

エレベーター、身障者間トイ νの段目の!1.!求をする。

飽学研究科図曾盆 1.不嬰図岱の廃察、 2.Ol盛のインスペタション、 3.図俗箆の配梨の盤備、 4.情報化への対応①ホームページの笠儲②研究情報の探索と提供@情報リテラシー敏宵の護側

務学研究科図岱盆 -図倹射白盆の必と麗し性て.の専有面積が249m2と挟〈、 1!JTlIも2カ所に分散している。・閲覧机が24腐と少ないため不使.・tlJTl呼IJm(24時間対応}対象者の鉱大と、関覧室@架利mの時間鉱大.・会図的に図白蜜の統合が巡んでいる状況を踏まえた

工学研究科図岱護 取材の料際・に化は学大系きのな噂夜攻践図を密と室げにた続図い密て室、この 10月急湧に怖かエ思ν系い専ま攻す.図宙室のS育館がオープンするなかで将来的には残り 2箇所の系噂攻図曾室のー元化がなされることを考えると中央図窃笠の存在価倒をも関われる状況となり、建物の改修工
づ〈りが と
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図t書館・図m~ 宣車 題

材料・化学系専攻回IU蛍
mmェνタトロニタス系WJi剛1釜
物理工学系専攻悶街宣(機械}

物理工学系専攻図ø~ (応物・数物)

物理工学系専攻図邸主(原子)

社会工学系専攻鐙岱笠(土木分室) 4 箇所に分散している社会工学系)，IJ攻悶街宣の集中化(一兆化}がii't!~ìJ1'lJiです。

社会工学系専攻鐙健室(健策分:iD 4 箇所』こ分散しているtI:会工学系専攻悶I!J笠の集中化(-7i:化)がm!~mlJiです。

社会工学系専攻ElI'l笠(資源分笠} 4 箇所に分散している社会工学系噂攻図m~の集ItJ化(ー沌化}が沼咽司巧1です。

社会工学系専攻毘L~宝(衛生分:ID 4館所に分散しているtI:会工学系噂攻図邸主の集中化(一元化)がm!題取項です。

研な究り線祭新人築化 (3f-成 15~FJSt綾工} とそれ図てに俗い伴資るう料。移以の転一上研部の究死こ笠蔵と及化かぴがら錯懸も設念当の蘭さjlれずi配るる分.組に従組よ問っり脅てあ有等ふ効のれ施活る用楽図上をl!fか含資むら料学資の料部聾E関2備御備・対室と応学で策の郎が迫t禽a2管らE理れの箆のて促設い進鉱る@充が必がま至急た従がと来、 図鈴資、る。料災現一は研方に究、向室資1;-料検と学討の電部中図子で鈴化あ裳、る学。との分散符思をしてきたが、 施設の狭陰化と人的配訟が凶鐙医学研究科図禽~ と の資科蛍等盤もあり現状では ー なってい 術コンテンツ環境の進展に伴う図世話f俊能の対応にむ1;-た
環境・施設の見直し・備が必lJl!となっ 図 れており、

~業経済学科図釘笠

北方生物関プイ}ルt:f!J学センター

学読部め内にmし迫った大きな関胞はありません。のに連たつ絡だい検ては磁受大の孫本を鋭IVJずる f、す~H現。E在現の梨オの研予リ究定エ者ンされテにーてとションを来館に近年の度mいから実資詰l'施料闘すのの敏中る予いで定保に存でつ図すい。 また、袋位これは獣医明ス学の確部確に保なに限、るったことではないですが。ま現、す研在と究、は室管m理みに=換残次えし保管作不梁lさmれてい将処る資来班!料1作~が8業包一をし郎段ポー
獣際学研究科図ru笈 Jレ されています。研t!f究滋滋にlか収容ら移で管きしたいと I:tておりませんが って不図1m11 古改集い て館、教ののスペー 資料の有JUl効t寺利し111を勿まえ の を近い なりれば

なりません。しかし図 ない資料 さなIIIJ胞となりま いる 窃 凶付"が ことを ていす。 の闘世?の 鋭意行っ
ています。

1 将図図水凶閣底窃来自惚由館鑑持館館.学P賞資資I1SS陥科研斜斜覧室究ののeK収ぜの科図2I改陥容録効・修能水SににS針分結及稲力耐の学入川かについて

れている凶曾館事務室を2階の 1箇所にまとめて、図rut!llの出入口を 1箇所で管思し、また、図m館サービスを 1筒所で集中的に笑錯したい。

水産学研究科図得笠
2. ~mflnfiflU)l&~fjg1JU)mlJ1Iについて

自l凶'!f館1;1:、 m役されてから 30ij!.を経ており‘ 3 1tJのmm~寄架、資科li{のtU架のスペースむ栂当に減少しており、ぜひ、収容能力を.lf)加させたい。
3. 力について

ずるには、悶翁検索システム上にデータを笠録する必要がある。現在、図1時節資料1-¥{と各講座所滋賀料の一部データが5fミ登録の状態にあり、これらを可能な限り早期に入力したい。

@化本fに，ft研報肉究付リ科テたlにラa入学する学詰てl'生凶闘1すi1I?2議t.:学事1車業Ii生・蔵修1了号生をはじめとして 他、情大学報やD社B会の人活用む含まれる 玄た学、外生凶に人術101学的生にBむ11m俄加すして③い情る。報学担主狩総・紋η支仮体制の強化と整備とし関て①す噂る門前研線究の迎lU絡{調各専聾攻を共緊通密)l、儒学生向11の凶織のfス繋の備電を子図情る報。
地球環境科学研究斜関l'fli{ シーとし 111 法( 検索、文献入手方法 法等)を教官・ 定 る。 の光~を閲り、各専攻科と資料に こおこなう。@シラ，

り組みを る。

全学教育支健室人文静俗資料貸
資る料Iiの収集機能を充実するためにはすでに狭小であり、新鋭の収納按聞を磁保する必要がある。政t:rのみの資料の利用を学生等にもVM般すべきではないか{現在は閲覧:コピーのみfiJ)o 資料室問事務室、又築基百む殺ねているので独立さ

ぜ がよいのではないか。

低温科学研究所図曾受 閲覧スペースが狭い.また、 tl;~I;I:全て電動i!f発!となっているため組数利IIJ者には対応できない。そのためm般の盗聴や製本作業等の梁務にも玄関がある。学内唯一の定tU 名、非常勤 I 名の図書掛であり管理組1;t上の凶殿さがある。

電子科学研究所図欝笠 現有建物の老桁化及び狭俗化のllIll問題があるが、研究所の北キャンパスへの移転計画の中で倹約する予定である。

遺伝子病制御研究所回il1li{ 図世3室 (53m')て及いびる113。blI{f(15531En及z勺びの悶狭fll陰1;1:。米本定研}究所でl主、現有建物の老Pi及び狭陰の解消及び共同研究を推進するためのスペースを確保するため、紐物の改修と新線{統合研究鯨}の新鋭を詰1・画している。この;t/輔の 11 1で図健室及び~
tjLのm床を予定し

触媒化学研究センター図符準 tlIJ成科学研究陵情図穏当fに.U付る滋俗術成の充実。又、パソコン等の情線開述懐密、及び資科の.m倒。今後、予恕される学外からの年llJlI省・への対応。

-セ1580注払イーンa将01惜軍管ムタタ年年理管ー沼盤ペロ以度資理資舘理1】降で11科料上待にジ獄特L盛.にち.に別終銃現独fつおとS設k製"いな自い備さS収でのてヲてれF費醐蔵.はてシOのたに髄消Pいス日配こA将本6化るす分ιと資舗1ムaしかを1米m問制をさと受ら信~組脚札が英1殴?1肋ずめ10収で質f1lh.明で0るし1"4ω1i.情発1弛て次ごが点収注報きmに多の蔵Eたわの・〈E資せ受がの雄た存斜入.俄ざ符ヮ在符d2をるて2・しB受理a金諜向A.r1持おuS7躍仮iE入rずよのしtカにれ.び切てたーよて限環るめ8ドる.い凶視た1回之古る閃の締、線いがたm本新eシt!fIめ図た，ス収収eに椀なnテ蔵蔵、l強資しム場毎ス備制てで所年ラ計問いあの本プ画磁る不り認ヨは保.、足レと資のま近に憾タ斜方たい閣智シの鴛.将慮のョ光附4来Eし上ン凶i講AにZて、に闘にず.い臨合裕るUm時Fるめ館与必シ.Rて腎艇切I3そ配入4鹿がるのT線金島あこムたmするえとにめmべ大.貧修，すき科で行こ酎るあのすζこ一っ出数る部とた年必が切が、B必警りお観内が隠聾測よ磁Oあさlとびのdるれ仕限参ス.た度っペ号で状て臨ー打邸い調スらにるに使切.あつらlる』い抜れ.て見た、留.趨しそ法、れ入府に力間加を保え4r佐てF賀H.lとマこすイこるタ敏1冊ロ年フH来ィ，!ルムの別世間入などで対応してさたが限界がある.

ま
-悶

スラプ研究センタ一回Ilf~{
-部マ ある。また、一部ののコレタシ 3ン等において、一

• 19 ソ迎現代史文言1館資科収集に{史JIIしてきた予算が
20 

-発

大!\'~al・maセンター

先端科学技術共同研究センター

情報メアィア教育研究録会センター

総合憾物館

1. 蔵修業密の年m践加がに年よ1りIU利{111者rlllスペースが年々 減少しているので、彼過本官官的な解カ決リ策キを考えな付ればならない J{U調す先る頭学2生のが(5多限〈蔵、計現画在実I主現草翼に民ぜのひ昼期休待みしをた1い2) 
2. tJ~fJõlHfJr 3 文は 1~Iqlll)であり、侵業及び災計という ュラムの中で、昼休みに.flJ1I1Tõ t-f.!Eb!~<. JJ!.:(Eli&¥flU):fH.J;lf-E" 12: 30-13: 30と30分ずらすことで、貸出や文献複写受付・渡し等のサービスの対応

医療技術短期大学部関前蛍 をしている

3. 図密室の時間外相1lI(学イ生は検燃19や時情ま報で倹、紫教周官パはソ24コ時ン1?111)のをデ始ーめタてベ2ー5スドが倹経擦過もし7た時と以こ降ろ験だiがlが、残.fi{っlH~務は原則 lï 時で終了(現実には級、る車点iがむ残今っ後てのいilJ!るrg時と間し窃ては貸出をしているがH ・H ・.)時間外側室の 19時迄liiE続の貸出ができるよ
うにしたい。又、オンラ ン l ているときのみ利m可能となってb 考えなければならない。



おわりに

北海道大学附属図書館は、明治9年札幌農学校書籍室として開設し、 127年を数える。

平成3年の大学設置基準の大綱化に伴ない、大学自らが点検・評価を行うことが明記され、

図書館もまた自己点検評価を実施することにより、常に新しい目標を掲げその達成度を検

証することが求められてきた。

本学附属図書館においては、その時々に重要な課題とされる事項について適宜検討を加

え、報告書あるいは提言というかたちで公表し改善につとめてきた。法人化を目前に控え

従来から課題として指摘されてきた教育・研究支援に関する図書館業務・サービスの改善・

改革への取り組みを一層推進するとともに、外部評価を受けるための基礎資料を得るため、

図書館機能の全体について点検・評価を行うのは本報告書が初めての試みである。

平成 14年7月2日の第 189回(平成 14年度第 1回)図書館委員会において、自己点検

評価小委員会が図書館委員会の下に設置された。本書は小委員会からの報告を図書館委員

会として承認したものである。

本報告書を第一ステップとし、今後に予定される外部評価を経て、本学附属図書館が利

用者の皆様にとってより使いやすく、より充実したものとなることを祈念するものである。

調査アンケートにご協力下さった各部局図書委員会・各部局図書室の皆様に篤くお礼申

し上げたい。

最後に、本報告書作成にあたり、鋭意努力された自己点検評価小委員会委員の皆様、ま

た今日ここまで本学附属図書館へご支援下さった学内外関係者に深く感謝の意を表するも

のである。

副館長(自己点検評価小委員会委員長)

吉野悦雄



自己点検評価小委員会設置要項

(設置)
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平成14年 7月 2日

図書館委員会承認

第 1条北海道大学図書館委員会規程(平成 8年海大達第 39号)第8条第 1項に基づき、北海道大

学図書館委員会(以下「図書館委員会」という。)に自己点検評価小委員会(以下「委員会」とい

う。)を置く。

(目的)

第2条委員会は、北海道大学における図書館機能に係る自己点検評価を行う。

(構成)

第3条委員会は次の各号に掲げる者をもって構成するo

(1) 副館長

(2) 文学研究科、教育学研究科、法学研究科、経済学研究科、国際広報メディア研究科、言語

文化部、スラプ研究センター及び高等教育機能開発総合センターの図書館委員会委員のうち

から 2名

(3) 理学研究科、工学研究科、農学研究科、水産科学研究科、地球環境科学研究科、低温科学

研究所、電子科学研究所及び触媒化学研究センターの図書館委員会委員のうちから 2名

(4) 医学研究科、医学部附属病院、歯学研究科、薬学研究科、獣医学研究科、遺伝子病制御研

究所及び医療技術短期大学部の図書館委員会委員のうちから 2名

(5) 附属図書館事務部長

(6) 情報管理課長、情報サービス課長、情報システム課長

(委員長)

第4条委員会に委員長を置き、副館長をもって充てる。

2 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。

3 委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長の指名した委員がその職務を代行する。

(委員以外の者の出席)

第5条 必要に応じて委員以外の者を出席させ意見を求めることができる。

(庶務)

第6条委員会の庶務は、情報管理課において処理する。

附則

この要項は、平成 14年 7月2日から実施する。
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自己点検評価小委員会委員名簿

所 属 官職 氏 名 電話

要項

副館長 経済学研究科 教授 吉野悦雄 2790 第 3条第 1項

要項

文 系 経済学研究科 教授 阿部 洋寅 2779 第 3条第 2項

スラプ研究センター 教授 井上紘一 3158 

要項

理 系 水産科学研究科 教授 吉水 守 8810 第 3条第3項

電子科学研究所 教授 田村 守 2410 平成 14年 9月30日まで

電子科学研究所 教授 八木駿郎 2882 平成 14年 10月 1日から

要項

医系 医学研究科 教授 皆川知紀 5073 第 3条第4項

医療技術短期大学部 教授 中村仁志夫 3385 

要項

附属図書館 事務部長 佐藤正勝 2964 第 3条第5項

情報管理課長 早瀬 均 2965 第 3条第6項

JJ 矢野 誠 JJ JJ (平成15年1月から)

情報サービス課長 山 田幸 彦 3619 JJ 

情報システム課長 諏訪田義美 2563 JJ 



自己点検評価小委員会検討経過

1 第 l回

日時平成 14年 9月11日制 10: 00 ....... 

協議事項

1 )今後の進め方について

2 )その{也

2 第 2回

日時平成 14年 12月6日掛 10: 00 ....... 

協議事項

1 )自己点検評価小委員会中間報告について

2 )その他

3 第 3回

日時平成 15年 3月7日掛 13: 30 ....... 

協議事項

1 )自己点検評価小委員会報告(案)について

2 )その他
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